








芹ばふダ^ 

獨乙の世界政策は所謂「ヴ H ルト•ボリ ティク」 とし 
て古く又新しき問題として世界の注視を惹き來つ 
た問題である0 

今友人東鄕豐君獨乙の世界政策を 著し余に序を 
需めら る。 謂ふ迄もな く 各般の事情より して今日 


程獨乙の世界政策が讀書子にとりても亦實務家に 
とりて意味深く感得せらる、時はあるまい. 

本書は宴に時機を得たる好著である•敢て一書 
を草し江湖に薦む • 

昭和十五年十月 


日獨伊三國軍事同盟の成立は世界歷史上に於ける割期 的出來事である〇乙の同盟 
の成立にょぅ歐洲と 東洋に 於け る 新秩序建設 •か 促進3 れる 2: とは明らかである。世 
界は戰後四つの ブロック 卽ち アメリカブ 1 J ック 、東亞 ブロック、ソ铈ブロック、歐 
洲フ XT ックに分力 n るで あらう と 云 ふ 事は常識 (C な6つ、ある、乙の時に歐洲の智 
導的勢力たる獨伊と東洋の盟主日本がガッチリ 握手した 乙とは世界平和の 再建 こ寄 
與 する 所が大きい。 

獨乙•か昭和十四年九月一日の第二次歐洲大戰勃發以來特に、歐洲新 秩序の再妞目 
指して華々- L い奮鬪 5: 續けてわるが、我々日本國民 としては、 

(一)吱た何故あ、して行動をとらねばならぬの. A 、 


(一一)何故獨乙がかく本强いか、 

(三) 占領地が獨乙の戰闘能力にど n 位貢獻してゐるか、 

m れを知る 事が長期戰になれば獨乙•か經濟的に敗け ると 云ふ英國側の宣傳を粉碎 
する 所以で ある。 

(四) 將來獨乙は世界を如何 R しょぅと考へてゐるのか 

等を明 R する乙とが今日の日本 {C とつては、極めて大切の Z . とである。 
本書は乙れらの疑問に答へるために作られた毛のであ6、本書が日獨伊三國の親 
善關 係に拍車をかけ、世界新秩序の再建に役立ち得 n ば望外の幸である。 
i 昭和十五年十月一日 

防空訓練の夜 
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五、 ナチスの擡頭と其の植民政策. 
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西欧に於ける兩阈.… 
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侗故補助金を出さぬ. 


獨乙の飛行機製造能力 
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日獨伊三國條約成る 

;1hi;!hi 、 軍、 政^®の相互扶助(期限十年) 

^ i7 i | -i^l ♦ 一 M 

帝國が東亞新秩序建設に邁進し oV あるに對し獨伊兩國は歐洲新秩序建設に邁進 
しっ、あ合、 tvtc 於て日獨伊三國は世界新秩序建設の共同使命のため、かねて東 
京に於て三國條約締結の交涉を進めてゐたが、今回日獨伊三國政府の意見の一致5: 
見たので十五年九月廿七日伯林の獨總統官舍に於てリッペント〇ッブ獨外相、チア 
ノ伊外相及び我來栖駐獨大使との間に調印を了した、仍って日獨伊三國政府は同日 
午後八時十五分(伯林時間午後一時 十五 分)夫々東京、 伯林 及び羅馬に於て左の如く 
三阈條約を發表した。 


日獨伊三國間咎七日伯林货て左記要旨の三國條 

日本國、獨乙國及伊太利國間三國條約要旨 

# 

大日本帝國政府、獨乙國政府及伊太利國政府は萬邦 5: して各々其所 $: 得しむ る5: 
以て恒久平和の先決要件な6と認めた るにょぅ 大東亞及び 歐洲の地域に於て各々丈、 
地域 ic おける a 該民族の共存共榮の實を擧ぐるに足るべき新秩序1:建設し且つ之を 
維持せん2.とを根本義となし右地域に於て2:の趣旨にょれる努力{?: つき相互に提携 
し 且つ協力する ことに 決意せ6、 しかして 三國政府は 更に 世界 到る處 に 於て同樣の 
努力をな 3/1 とする諸國に對し協力を惜し^ざるもの R して、かくして世界. 卜 妇こ 
對する三國終局の抱負を實現せん， j とを欲す、ょ 〇て日本 國政府、 獨乙阈 次^ 及び 
伊太利阈政府は左の通6協定せ6 

第一條日本國は獨乙國伊太利國の歐洲に於ける新秩序建設に關し指導的地位I 




3 I 角12释乙阔利 威の 睜洲に於ける新秩序 建設 ( C 關し 指導 的 fill 位を 認 


め且之を尊重す . 

第一 I 條獨乙國及伊太利國は日本國の大東亞に於ける新秩序建設に關し指導的地位 
を認め且之$:尊重す 

第三條日本國、獨乙阈及伊太利國は前記の方針に基く努力につき相互に協力すベ 
き乙とを約す、更に三締約阈中何れかの一阈が現に歐洲戰爭又は日支紛爭に參入 
し居らざる一國に依て攻墼せら n たるときは三國は有らゆる政治的、經濟的及軍 
事的方法に依り相互に援助すべき乙と5:約す 
第四條本條約實施の爲各日本國政府、獨乙國政府及伊太利國政府に依6任命せら 
るべき委員ょ6成る混合專門委員會は遲滯なく開催せらるべきものとす 
第五條日本國，獨乙國及伊太利國は前記諸條項が三締約國の各とソゲィ H 卜聯邦 
との間に現存する政治的狀態に何等の影響をも及ぼさざるものなる NJ とを確認す 
第六條本條約は署名と同時に實施せらるべく、實施の日ょ6十年間#効とす、右 


m 


期間滿了前適當な る 時期に於て 締約 國中の一國の 要求に 基き締約 阈は本條約の更 
新 ( C 關し協議すべし ^ 

時局克服の詔書渙發 


大義ヲ 八紘-一宣 揚シ坤輿ヲー宇タラシムルハ實二皇祖皇宗ノ大訓-ーシテ朕ガ 
夙夜眷々措 ヵザル所ナジ而シテ今ヤ 世局 ハ其ノ騷亂底止スル所ヲ知ラズ 人類 
ノ蒙ル ベ キ禍患亦將二測ルべヵラ ザル モノアラントス朕ハ禍亂ノ戡定平和ノ 
克服 ノー 日モ速ナランコト-一轸念極メテ切ナリ乃チ政府-一命•シ テ帝國 卜其ノ 
意闕ヲ同ジクスル獨伊兩國トノ提搪協カヲ議セシメ茲,二11 國 間,一於ケル條約 
ノ成立ヲ見タルハ•睽ノ深ク懌ブ所ナジ 

書 .. 

推フー ー萬邦ヲシテ 各々其 ノ所ヲ得シメ 兆民 ヲシテ悉ク其ノ睹二安ンゼシムル 
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ハ臍古ノ大業一ーシテ前途甚ダ遼遠ナリ爾臣民益々國蹬ノ觀念ヲ明徵ニシ深ク 
謀 V 遠ク慮リ協心戮力非常ノ時局ヲ克服シ以テ天壤無窮ノ皇運ヲ扶萁セョ 

御名御璽 

各國務大臣副署 


一億一心非常時突破 

. ——內閣吿諭聖旨を奉體萬難克服—— 

.( 內閣吿諭)日獨伊三國條約の締結に當6、畏くも大詔を渙發せられ、帝國の 
衙ふ所を明にし、國民の進むべき道を示5せ給へり。聖虛宏遠洵に恐懼感激に堪へ 
ざるな6。 

恭しく惟ふに世界の平和を保持し大東亞の安定を確立するは、我が肇國の精神 ic 



淵源し、正に不動の國是た 6。 昨秋歐洲戰爭の發生を見、世界の騷亂 益々擴大 し、 
，底止すると N ； ろ^知らず。是 JC 於てか速に禍亂を戡定 し、 平和克服の 方途を講ずる 
は、現下喫緊の要務た6。適々獨伊兩國は帝國と志向1:同じぅするものあ6。因6 
て帝國は之と相提搪し、夫々大東亞及び歐洲の地域に於て新 秩序を建設し、進んで 
世界平和の克服に協力せん乙とを期し、今般三國間に條約の締結を見る ic 至れり。 

今；^ 帝國ば愈々決意を新にして、大東亞の新秩序建設に邁進するの秋な 彡〇然れ 
ども帝國の所信を貫徹するは前途尙遼遠にして、幾多の障碟に遭遇する 2 . とあるべ 
きを覺悟せざるベからず。全國民は謹で聖旨を奉體し、非常時局の克服の爲益々威 
蹬の觀念を明徵にし協心戮力、如何なる難關をも突破し、以て聖慮 を安んじ奉ら 
ん乙とを期せざるベからず。是れ本大臣の全國民に望む 所な60 
昭和十五年九月廿七日 

內閣總理大臣公爵近 衞文磨 










三國で新秩序分擔 

I 東亞經濟圈に自由の手| 

三國條約の締結 {C 依ぅ近衞內閣が成立早々中外に賙明した外交轉換はこ、に實現 
した、世界新秩序建設といふ終局の目標を一にしてゐる日獨伊の三國が堅く結ばれ 
るに至つた乙とは世界史上劃期的の NJ とであり、日本を盟主とする東亞ブ TI ック、 
獨伊を盟主とする歐洲ブ&ックは2.の三國條約に據つて相寄6相扶けて共同指標に 
邁進する乙とが約束3れた 

今回の三國條約の目的は出來得る限6平和的に萬邦をして各々その此を得せしめ 
東亞及び歐洲の地域に於て各民族の共存共榮の實 を 擧げる 乙と に 在るので あるが、 
この 三國條約 ic 依つて日獨伊の 三國は 固く結びつき場合に依つ ては 相互に軍事的方 
法に依ぅ援助を なす乙とになつ たから東亞、歐洲の新秩序、 延いては 世界新秩芊 に 


邁進する日獨伊の力は增大したものといはねばならない . 

具體的 ic いへば東亞に日本といふ强力な味方を得た獨伊は潰滅に瀕せる 英に 更に 
强力なる攻墼を與へ得る NJ とにな6、日本は 之れを 英米 ic 對 する外交的背景として 
場合 ic 依つては强硬政策 i : 行；：5得る乙とにならぅ、又2. れは間接的には日獨伊が是 
携して東洋並に南洋に對する理解を深め合ふ契機と もなる 2.とは疑 a を容 n ない。- 
獨伊兩國に取〇ては歐洲戰局が有利に展開す る 2.とは必至で あるが、同寺に英が 
如何に精神的打墼を受けるかは想像に餘6あらぅ 

老猾なる英は未•た日本1:自己の陣營に抱き込む希望を捨てずに何等かの 手を打つ 
かも知れない、その手段の一つとして考へられるのは旗縮 公路に依る 援蔣 物資禁超 
である•かこの 意味に 於て英の態度は注目に値する、 三國條 約は 第五條に於て 

日獨伊の三國は前記諸條項が三締約國の各々と蘇聯との間 R 現存する政治的 狀葆 
杞何等の影響をも及ぼ3'、るものなる2.とを確認す 








杞何等の影響をも及ぼ3'、るものなる乙とを確涊す 


と規定してあるが、獨蘇關 係と 日獨關係 並に 歐洲戰 局の 現狀よ6みて B 蘇關係•か急 
速に好轉 する 乙とも期待す V さで あらう 


X 


第二條において 

「獨伊兩國は日本の東亞新秩序建設に關し指導的地位を 認め 且つ これを尊重す 1 - 
と規定してあう且つ日蘇外交に期待すべきもの ありと し帝國が その如何なる 國たる 
とを問はず援蔣行爲をなす國に對しては敢然として 之 n を排除する牢固たる 決意を 
有する現在、蔣政權が益々窮迫化する 2. とは 自明の理であう事變處理も促進 3れ る 
三阈條約の條項中の重點は第三條に在 6、 その意味は奈邊に在る かは 日、獨、伊を 
圍繞 する 國際情勢を注視す n ば判然するものが あらう 
併し乍ら東洋及び南洋に如何なる關心を持つ第三國 ic しても帝國が その理想と す 
る東亞新秩序並に世界新秩序の實體を虛心坦懐に理解すれば、 徒らに比 ^ の地位 ic 


不安を抱いた6、或は蘭印の地位^就て不安を抱く乙とは全く祀憂に過ぎない乙と 
?:悟るであらぅ 

し力し萬一帝國の意を曲解して/ SJn を妨害せんとするが如き妄動を敢てせんとし 
第三條 fc 該當するが如き第三國あらば日本も已むを得ず乙 n を叩く之と 1 C なるので 
ある . 

X 

今回の三國條約は本年四月有田前外相に依る聲明並に七月の松岡外相談 {C 依つて 
明かに5れた帝國の日滿支及び南洋を含む大東亞共榮圈の確立を獨伊が正式に確認 
し乙れを尊重するといふのであつて、歐洲戰局の發展と共^事變處理、南方問題*か 
獨伊の歐洲新秩序建設と共に進んで行くことを物語〇て， Q るものである 

しかして三國條約締結に依つて直に歐洲戰爭に參戰するものではなく、從つて帝 
國政府の不介入政策は變更3れるではない*か歐洲戰爭の進展と「第 H 國」 の態度或ょ 







國政府の不介入政策は變更3れるではない*か歐洲戰爭の進展と「第 H 國」の！度或よ 



帝國の理想達成に對する「第三國」の態度如何に依つては當然不介入政策を一梛する 
場合も當然起6得るであらう 


現に三國條約綺結といふ嚴 たる 事實を 前にして「第三 國」 が果して敢然と して歐洲 
戰爭に參戰し得るであらぅか、又帝國の理想達成を阻み得るであらぅか、乙れは日 
獨伊三國重大なる關心事で あ 6、殊に帝國に取つ ては 不介入 政策抛棄と いふ重大な 
る 問題が あるのである、 情勢の推移に依 〇ては 三國條約 締結は不介入 政策一擲の ^ 
一步 であつたと 回顧す る乙とが-あるかも知 n ない、いづれにせよ旣に 日獨 伊の 同國 
論がガッチ y と 腕を組んで世界新秩序 建設に巨步を踏み出したのであると (中外 十 
五•九4八日) 

かくして 日獨伊の手による世界新秩序の 再建は着々進行し つ、 あるが、こ、 には 
歐洲新秩序の發展振6をみよぅ。 


占領地域/ 1 獨乙にどれ位役立つ てゐ るか 

ダンチヒと波蘭廻廊 

住民の九割六分は®逸人 

ダンチヒは•ホーランドに海への通路を輿へるため、ペルサィユ條約 ic ょ6附近一 
帶の地域七百五十四平方哩を 自由 市とさ れ、 國際聯盟の管理下に置かれた者で ある。 

然しダンチ t は實質的には旣に全く獨乙人の街である。人口四十萬人のぅち九十 
六^は獨乙人であ6、住民はピールを飮み、讀む新聞はペルリンの新聞である。そ 
して獨乙 R 復歸 したい希望を大ッビラに放言して ゐる。ヒットラー•か獨乙の政權4: 
掌握しナチスの天下とな〇てから、 ダンチヒ ic 於ても 乙 nic 呼應して ダンチヒ ナチ 


12 












して獨乙 R 復歸したい希望を大ツビ ラに 放言して ゐ る。 ヒット ラー•か 獨 乙の 政權 i: 
掌握しナチスの天下とな〇てから、ダンチヒ ic 於ても乙 nk 呼應してダンチヒナチ 



ス•か活潑な運動を開始し左。 

同市には廿二名の議員よ6なる上院と七十二名の議員よ6贫る下院：^あ上院 


議員は下院ょ6選出 sn るのであるが、一九三八年 
には、その下院に於て四十八の議席をナチスが占め 
るに至つた。 

f 

自由市とは名のみ 18 

I 

かくて最早ダンチヒもナチスの支配する所とな.〇 
彼等ナチスはユダャ人を一掃し、反對黨の排轚 ic つ 
とめてゐる。 

ダンチヒ自由市の憲法は國際聯盟が保障してゐ 
る。ゲニ > サィユ條約 ic ょ6ダンチヒは獨乙から離れ、自由市として聯盟の^理下 




fr 自活楢を有してゐる。 • 

然し f ランドとは密接な 關 係を 持ち、 をの外交 關 係は全部 f ーフン ド•かこれ，^ 
處理し、國際聯盟の保護を受ける|と共に、ボーランドの保護下に立つてゐる。 

またボ LPV シドの關税區域に編会れ、奥地ょ▲ずる鐵道の S 權も•ホ•ラン 
卜にある東フロシヤを獨乙本土から中斷した上 ic ダンチヒの か、る狀態は、 獨乙 
/ 人の感情をいたく阻害してゐる。 

ダンチヒ市の歷史 

ハルチック海に於け る クイン：ゾ テイと 云 はれる ダン チ k の 歷史は 古い。その永 
い期間こ、だけが、獨 6 獨立した こと •か三度 ある。卽ち、旣 (C 十世紀の頃から ゲイ 
スツラ河畔に都市として榮えた•か、當時デンマ*夕、 r シヤ、ボ メラニア、ブラ 
ンデンブルダ、•ホーランド、チ.！—トンの諸騎士圈の垂涎の 地で あつ々。 
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結局チュ—トン騎士 IT か競爭に勝つて、乙れを獲得し十四世紀初め乙れを所有し 
た。 • 

しかし漸く近代商業の勃興期 ic 當6、一四五四年ボ I ランド保護の下にはじめて 
獨立し自由市となつた。 

だが一七九三年にはブロシャの手中に陷6、一八〇七年から一八一四年までナポ 
レオン戰爭の間は再び切6離3れて獨立し公國として存在した0 一 
クオ—夕 I ロ ーの戰 a で、ナボレ オン 戰爭が終結す る や、 また ブロシャ 卽ち獨 ^ 
乙の獲得する所となぅ、爾來世界大戰の終まで西ブロシャの首府となつた。 

そして大戰後は ^ た自由市として三度目の獨立をして， Q る P である。 

ボーランド廻廊 

東ブ{ーシャと獨乙本土との間にはボ-ランド廻廊が央まれてゐる〇ヴ K ルサィ ユ 


條約の結果、獨乙か•ら•ホーランドに割讓5れ、兩國の間を通ずる廻廊の如さ地帶 t 
呈して， q るので.、乙の名がつけら n てゐるのだ. 0 > 

• - - C *、 #• - 

•ホ—ランド廻廊の尖端、ダンチヒの鼻先 R ボ—ランドは軍港、商港を兼ねた グヂ 
-I ァを築港した0 , 

かくて今や廻廊經由の貿易は、その半分はダンチヒ、半分はグヂ- ーァを 通じて行 
は n て. q る。 

ダンチヒは乙 Jrr 爻で政治的 JC ボ—ランドの重遯を感じてゐたが、今や經濟的にも 
をの生存を頗る脅威されてゐる。由來ボIランド貿易はダンチヒ港を經由すべき事 
は、その廻廊の設定及びダンチヒ自由市獨立の條件として、ヴ H ルサィユ條約で、 
•ホーランドが認めたと2:ろで、ダヂ-ーァ港の築港は、2.の意味から條約違反とも云 
び得る_である。乙れら•か凝結して遂にダンチヒ返還要求が第二次歐洲大戰の導火 
線となつた。 
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-ボ丨ランドの戰後經營 ‘ \ 

ff • 

ボ—ランドの分割 

昭和十四年九月一日 ic 第二次歐洲为戰の幕が切〇て落 3れるや、 獨乙は九月中句 
K 逸早く、ハイル .t ツ トラ—とボ—ランドにはいつて 一 rr つた。 

九月廿八日にはリツベンド3ツ•フ とモ a トフとの會談に ff ランドの分割が 
行はれた • ボ-ランドの分割は北端は リスアニャ の南方 突出部から發してブ—ク、 
サン河に沿；5、サ X 河の水源地 カル パ チア 山中のハン ガジャ 領■する 新篇 線を 
割した。 

獨乙の獲得した地方は面積約廿三萬平方キロ、•ホ ーランド緦面積の五分の三、人 
口は二千四百萬人餘、總人口.の七割、ソ聯の領地は十五萬平方 キ p 人口は九百萬人 
である。新ソ聯領 (C は歐洲第一の森林地帶を中央に して 大體沼 澤地帶 であ 6、 產笮 
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の發達は木材、皮革、毛皮業の外近代工業に みるべ さものは なく、 南方の ゥ クラィ 

ナ地 方は農業が盛んで ヮルソ地方に屋する。石油の中心地 ブス ラゥが ソ聯の 

手に入*^その產出量五十一萬一千トン"一九三六年の 調査を 合せて、ソ聯は名實 
共に歐洲第一の 石油，國になつた。. 

獨乙領ボ I ランドの貍濟力 

石油を除いた鑛物資源は獨乙領に 集中して， Q る。 • 

石炭の埋產 S 六百十九 f ン、岩鹽及び 海—十九？ン、 I 蜃—千萬 
トン、鐵鑛 I 億六千五百萬ム、 I 及び||千|萬 トン等にのぼるとは•ホふ 
ン K 政府の調査で ある。 

• • • 

ボ-ランドエ業に對する外國資本の 投下はフランス ニ七釤、米阈廿二彤 、獨乙一 
九% 、ベルギーーニ ^、 英國七 ％となつて， Q る。 

工業生產品は、貧弱 f 工業 能力、技術をもつてしてなほ一九三 六年の 年產領太 
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次の通 6 である。(單位千トン) 

石 炭 11九-^皂(世界第七位) 

'岩鹽及び海鹽 § 

〆■ • 

加 I 里鹽 i 世界第三位) 

鐵 •鑛 0 

厝 0 究四 
鐡 銅 一 * g 

セメント ー、〇四八 

亞 鉛 查(世界第四位) 

乙 の 外に、ロッゾ •クラ カクの紡績業は年產十三萬四千五十 トンの織布、クラカ 
ク、シレジア地方の化學工業は年產三千萬 トンの 化學 製品を淹出する。 また 南方ナ 
ンドミ H ルツ ic は舊•ホーランド政府が j 九三六年以降四ヶ年計畫を もつて>>三ほゾ 
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ロティを投じて一大重工業地帶を建設中であつたが、をの爻、そつく 6 獨乙の所育 
に歸し た。 

ポ—ランドの貿易 

農業生產物はラィ麥が、ソ聯、獨乙 R 次いで第三位、亞麻はソ聯に次いで第二位、 
馬鈴碧はソ聯、獨乙 { C 次 r 第三位、大麻種子は第二位、肪菜糖は第八位、燕 麥は第 
六位を占めてわる。國內需要を滿たして輸出し得るものは麥類、肉類、酪乳品等 tc 
すぎない。 - 

H 、 鑛業生產品についても輸出力あるものは、衣服類、服飾品類、亞鉛及び亞鉛 
製品、石炭及び n I クス、鑛油類、化學藥品、麻類木材等である。 

對外貿易は英獨米が主な取手の相手國である。對英貿易の一九三七年に占める割 
合は輸入二•九^輸出一八•三^、對獨のを n は輸入一四•五%、輸出一四•五%、 
貲易金額は一九 H 七年に輸入一四一百萬ドル、輸出一三四百萬ドルと なつてゐる。 


— so 















獨乙占領後の經濟力 • 

•獨乙は占領 後、 第一にその經濟政策として 全 商品の最高價格を制定した。 その後 
食料割當と同時に穀物及び根菜の全收穫の八割の强制配給をした。次に總杼府に四 
ヶ 年計晝部を設定し、產業、財政、農業に對する統制を行つた。農業に おいては 根 
菜、大麻及び油性植物種子の增產に主力が注が n る。 

ボ 11 フンドが一番獨乙. {C 寄與 した 點は勞 働 力の補給で ある。 約百萬人のボーラン 
ド人が勞働者と して 獨乙に送られ、卅萬人の•ホ— -フンド捕虜が獨乙の工場に働らい 
てゐる〇 

舊•ホ—ランドの通貨工作は波蘭發券銀行を一九三九年十二 B 十五日付を以〇て创 
立した . 0 同行はクラカゥ ic 本店を置さ、舊ボ—ランド紙幣と帝_信用金庫證券を回 
收し、新銀行券を發行する。乙の新幣制で最も興味ある乙とは、同行の發#準備と 
して金額卅億ブ P ティを限度とし、總督管理地內の土地1:擔保として， Q る乙とであ 
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る。卽ち發券準備 i : 金の束縛から全然引離した2.とである。 

戰爭 にょつて破壊3れた道路、鐵道、橋梁.電信、電話等の交通機關も復活した。 

スエ—デンの經濟的價値 * 

* 轉 • 

ス * 丨デシは面積一七三、三四七方哩、人口六百二十萬人である。 

ス H 丨デンは世界一の良鐵鉛があ6、且つ豐富な電力資源と、森林資源1:もち、 
金屬工業、化學工業は可成6發達してゐる。世界各國の垂涎の的は年九百萬トン(昭 
和 十三年)を 產 する锇鑛資源である。品位は六〇—七〇％の鐵鑛と、磁鐵鑛であ 
6、しかも鑛床•か地表面に近くて掘 6 易く、一部では露天掘. 5 : 行つてわる。埋藏姓 
は約十億トン、ス h 丨デン全體では十三億トンと云は n る。锇の生産高は一九三四 
年一六九萬トン、一九三五年四八六萬トン、一九三七年九■一四萬トン、世界鐵鑛生 
產量九八〇〇トン(ソ聯を含まず)の約一割に営つてゐる。2.の鐵鑛をめ <* つて、英 
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獨米が三.ッ巴の戰爭をしてゐるのだ0 

U 外ヘルシングボルダ附近には銅鑛、エメベルグの亞鉛續が ある〇スヵ 
ネ地方 ic は年產約四十萬トンの褐炭を產するが、品賢は良くなく、 一九三七年こ i 

負 

六六〇萬トンの石炭を獨乙から輸入して， Q る0 

ス H I デンの最も重要な工業は製材及び製紙製鐵である〇乙のほかグスタフスぺ 
ルグの陶器、マスタ•ォルレフォルスの硝子、•シュンヶビクの燐寸等は世界的 ic 有 

名である。 

水力電氣は平水位に於ける水力五〇〇萬馬力と推定され、利用して ゐ るのは 一八 
〇萬馬力である。 

全人口の六分の一は農業人口であ6、全國土の • I 割が耕地で ある。農作物は穀物 
が最—く、ついで馬鈴薯•乾草、甜菜等で，^る。獨乙がス r デンに求めるもの 
は、第一に、鐵鑛、パ1ブ、麻等であるが、農產物ではパタ I 、ベ— コン、鷄卵等 
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の食料品である。 、 

家畜類では牛二九五萬頭、馬六二萬頭、羊四三萬頭、豚一三二萬頭がゐる。 

V • 

諾威の資源を さぐる 

ノルウ>•丨は全面積一二四千方哩、人口二百八十萬の小國である。全國の七二•二 
涔は荒蕪地であぅ、二四 • 一^は森林で占められ、僅 ( C 三•六％が農牧地、住宅地 ic 
利用3れてゐるに過ぎない。 

ノルウ H - の輸出してゐる主要品は鉛產物、林產物、海産物等であ6、各阈別 ic 
輸出額をみると、英國一六二百萬 クロ— ネ、獨乙九〇百萬クロ丨ネ、米國八〇百萬 
クロ— ネ、スエ— デン 五五百萬ク p I ネ、其他 フランス、デン マ— ク、ペルギー、 
日本の順となつてゐる。卽ちノルウ H I も英獨米の爭覇の舞臺であつた。 

鐵は埋產量一億トンと云はれる。ノル H 丨の工業は豐富なる水力電氣を利用して 
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近年可成ぅの發達をみせた。水力電氣はス H - デン以上に豐富で、水力は 一 '一〇〇 
萬 馬力と推定 3れ、 利用水力は二四〇萬馬力である。 

一九 三 七 年には 硝酸 石灰三〇萬 トン、硝酸 曹達三萬五千 トン、 石灰窒素三茁七千 
トンを生產してゐる。， 

重要農牧地域は首都ォス TT 附近のダ Tr ムメン地帶で、農作物は燕麥、大麥等が多 
く、 小麥、黑麥は少い。しかし農産物全體としては自給の域に達せず年々多量の穀 
類を輸入してゐ る。 - 

獨乙は何を利用するか 

-第二次歐州大戰止刖にもスヵンデナヴィァ半岛の經濟資源をめぐ6、英獨佛の角逐 
が行は n て ゐたが、北歐戰の終結と共に完全にスヵンヂナヴ ィャは獨乙の經濟_內 
R 包容3れてし^つた。 * 

3しあた- Cv 獨 乙の 經濟動員に利用 出來るものは、ス I デンの鐵鑛九百^トンであ 
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ノ A ゥ H 丨の百萬トンの鐵鑛である。今までは英獨佛三國に分散して行つてね 
たのを獨占的に利用出來るのであるから、獨乙 ic は非常に强味である。その他' 食 
料品も僅かではあるが、利用出來るし、^た電氣化學工業•か發達してゐるから^料 
工業を爆藥製造の工場にも轉換でき、獨乙の戰時經濟力は相當增加した。 

, デンマークの利用價 ffl 

デシ マ ークの輸出貿易額は一九三八年度には十五僚三千五 百萬ク ローネ、一九 三 
九年度には十五億七千五百萬ク TJ — ネであった。 

一九三九年度に於ける第一の顧客は英國で八借二千五百七十萬ク p I ネで.森 出 
總額の過半數を占め.て， Q る。第二は獨乙で三億六千八百萬ク 3丨ネ、第三はスエー 
デンで七千七百萬 クローネ 、第四は米國で二千百廿萬 クローネとなってゐる。1 
ークローネは純分五十三錢七厘强。 



今吱ではダンマークの輸出の一番い、あ得意は英國であつたのに、今回を n が猓 
10に代はつた譯で变國の打墼は大きい。デンマ-ク占領の經濟的意義は食料の補給 
地と して 重要であぅ、同時に英國に對する封鎖を意味する。 

一九三八年度に於て英國の支拂つた八億六千萬ク p 丨ネ中の七億四千七百萬ク V 

1ネはパ タ ー、肉類及び鷄卵の購買に當て、きたのを みても、 いかにデンマー クの 

• • 

對英輸出が英國の食料補給に役立つたかヾ分かる。 

オランダの資源をさぐる 

ォランダ本國は面積が狹い上に濕地、水面不毛地が多くて利用出來る土地は 少い。 
最も 多いのは牛で約二百八十八萬 頭、 豚が二百十二萬 頭、 羊が四十八萬八千 頭、 馬 
は卅二萬頭 もつ てゐる。從つて、パター、チーズ、ミグク等の酪煶製品は元ょ6肉 
類の輸出が多い。 
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水蠢は盛で、中1に於ける練漁は有名で ある。 14 名で—。 

雪は惠まれてゐないが、石炭は一年に約一千八百辟トン產出する。工業，，はで 
ギ-^比して遙に劣つて f 。 しかし絲織ゃ織布などの繊維工業は可成▲んであ 
る。 lilf は西風に伴ふ— S とが與つて力ある。 

海1化に富ん f ニダ1の——くか—達して f 、 二 
百數十ヶ所に鐘所—ち、年六十萬トンの造船能力をもつて t 。 乙れ乙こ 
役立つことは云ふまでもない。 

ォランダ本國は、蘭印の資源にたょつて生きてゐた國である。それが輸入闲難こ 
なつた今日ォランダは生さて行かれぬのは 當然であ6、蘭印の砂糖、ゴム、錫、石 
油を提つた者が今後の世界に f 生きて行くの だ。 

-^ ♦ 

ベルギーの重工業 
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ペル ギ—の山地卽ちラィン地塊の西北部に屬するアルダンヌ高原は鐵 、石炭の 寶 
庫と して 獨 乙の垂涎の地である。前大戰に於ては今回同様 獨 乙の馬蹄下に屈服し H 
業は大破壞をうけた、 め、 工業の回復に五ヶ年を要した。ところが今度は大々的破 
壞をうけなかつたのでペル V - 軍降服後の同國の軍需工業はそのま、獨乙の武器 ic 
なる譯である。 

機械工業は リエ—ジュ、ナミュ* ■ル、 ガン、モン、 セリンゲ等に行は n てゐるが 
仑 のうち リエ—ジュは「ベル ギ—の パ—ミンガム」と JXC は n る 程、 鐵砲その他鐵エ品 
の 製造で有名で ある。ガラス 製品も同國の誇るべき產業の一つで ある。 

紡績業は鐵鋼等と共 R ペルギーの主要工業であつて主な產地はシュルト河の流域 
である0 

石炭は n 丨ス河と支流ナンブル河との沿岸が中心であつて延長八十キロ、幅 - P 四 

キロ乃至十九キロ、炭層の厚さ九十センチ乃至八メートルと云は n る。齑出商は一 

\ 
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年に—ムである。 ， . 

公 上の 如く 獨 乙は デンマーク、オランダ、ベルギ—の經濟資源を利用し得る が、 
いち 早く乙れらの 諸國を 占領した のは,^ れらの國の經濟綴つけたのでは 
なく、純然たる英佛攻略の足場として、軍事上の進 f 試みたもので あつて•乙れ 
らの國 々を占領す—.^つて享受す—濟的利益はむしろ 從 f いつて ょい 
であらう』 として， Q る。 (エコノミスト、十—八) - 

佛蘭西の降服と 獨 乙の 戰鬪力 


コンビ H I - I ユの森で昭和十五年六月廿二日獨佛休戰 協定が 成立した。 

全文廿四ヶ條ょぅ成ら、 獨 乙が將來新 ヨロ ツバ建設の時に、 禍根を 殘乙—いょ 
ラに出來るだけ佛國を刺戟せず、しかも蕾打倒の ため.必要な條件り 




まづ第一は對英作戰上獨乙戰鬪力の增大を狃つてゐる。獨乙は佛國の大西洋沿岸 
を占領したため、對英作戰に必要な潜水艦基地、航空基地を求め得た。經濟的には 
北佛の鐵鋼を始奶とする富豐な資源を求め得た。^た大两洋沿ひ ic スペィンとも連 
絡成6、かくして獨乙は長期戰に耐へうる乙とになつた。 

第二に英阈の抗戰力を阻害するために佛國を獨乙侧につける苦心をした〇卽ち佛 
國の名擧心を蹂躪して佛國の物的、人的資源を英阈侧に追 a やる乙とを避け、佛阈 
民をしてペタン內閣 R ついて來られるよう R 苦心した。 , 

乙、では佛阈の屈服で獨乙の 經濟 力がどの程增大したかを檢討しよう。以下鐡銅 
聯盟の資料による。 , 

東部重工業地帶 

メッス、ナンシィを中心•とする乙の地帶には埋產鸶；四十一億トン、年生產高三千 
乃至四千萬トン ( C 達する歐州最大の T » レーヌ鐵鑛床を擁し、佛阈鐵鑛石生產の九〇 
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%强、銑鐵生産の七〇％强、銷生產の.七〇%弱(主として卜—マス銅)を占めて、佛 
國重工業の心臓を形造つて.ゐる。 

北部 s H 業地帶 < 

9 丨ル 、アンザン、ドナン 5: 中心とす -5 乙の地帶は、 ノル 及び パ ド カレ ー兩睬 に 
ある墀產量一八〇億トン、年產出額三千萬トンの炭礦資源を基礎と して(ペル ギー 
及びオランダ兩國ょりの輸入炭は年五百萬トン程度)佛阈石炭產出高の六〇^を占 
めてゐる。 

i 

しかし同地方は乙れらの石炭に&レ|«、ノルマンジィ、ビレネ|等の鐵鑛石及 
び阈内 M 鐡等をもつて、佛國全生產爵の一三 , %乃至一四^の銑鐵一八％强の鋼 VJ 生產 
する。 

中部重工業地帶 

クル丨ゾ-、サン •口 H ンヌを 中心とする乙の 地方は、 前記 二 地方と異ぅ、 鐵鑛石、 
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クル丨ゾ"•、サン •口 H ンヌを中心とする乙の地方は、前記 二 地方と異う、鐵鑛石、 


石炭と毛殆んど惠吱れて. Q ない。從つて銑鐵、銅ともにその生產は佛國全生產額の 
數5^にすぎない。しかし乙の地方の强味は優秀な勞働力が:^富に得ら n る2.とと、 
阈境から遠くはなれてゐて國防上比較的安全な乙とである。そ乙で乙の地方には5/ 
ユナイダ—の工場の如きがある。 

以上のほか アルミニウム 生產に於ては、世界有數の產出國であ6、一九三八年は 
生產高四萬五千三百トン、 その 原料たるボ—キサイト生產高六十八萬二千トン(世 
界 一)2. のぅちアルミ-ーウムー 萬五千三百トン、•ホ— キサ イト廿九萬二千トンを輸 
出した。 

輕工業と農産物 、 

.北部フランスは麻、綿、毛等の紡績 業、 革、硝子、人造肥料、爆藥等の輕工業も 
發達してゐる。 

かつフランドル、アルトワの地味ゆたか衣平原は小麥、燕麥、大麥、裸麥、茬 菜、 
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馬鈴薯、煙草、ホッブ等の農產物を豐かに產出する。 

. V » 

次に食料品は英獨佛伊の中では一番自給 出 來る國である。食料品 貿易 li 每年 入超 
JC なつて ゐるが 、その 大部分は アルゼリャ、チユ 11 ス、モロッコ 等北 アフリカの 植 
民地からの輸入である。 

麥類は一九三八 年は、 一九三七年の七百一茁三千トンに比し二百四十^トンの增 
產であ〇た。小麥は一九三九•年中に四萬二千トンを輸出した。 

馬鈴^は、一部飼料となり、玉蛾黍は大部分飼料であるが、玉蜀黍のみは需要の半 
以上を輸入しなければならない。その輸入先は大部分佛領印度支邦、モロッコ等の 
植民地である。 

魚類が重要量の九％、砂糖が同じく十二/%を輸入してゐる以外は肉類、卵、酪農 
品等大體自給出來る。砂糖の輸入先•は大部分蘭印、キユ-•ハ等の外國であるから常 
時五十萬トンの貯產をしてゐると云ふ。 












時五十萬トンの貯產をしてゐると云ふ。 

飲料品は、特に葡萄酒は世界一の生產國であ6ながら、なほ一千四百萬ヘクトリ 
，トルの葡萄酒を輸入してゐ る。 乙れは獨乙に於けるビ-ルの 如く、 佛國民にとつ 
ては葡萄酒は生活必需品だからで ある。 その大部分は、アルゼリャ、チュニス、乇 
•〇ッコ等の植民地から輸入してゐる。コーヒ—はブラジルを始めとする南米諸！！、 
n 、アはアフリカの植民地から輸入すると H コノミ ストは報じてゐ る。 


大戰前の植民地活躍 , 

I . 

初期の海外活動 

少數の獨乙人は近世の初期以來、植民的企業に參加してゐる。一ーユ I ルンペル ダ 
の 航海 業者、ブランデンブルダの貿易業者等はその中時に顯著な ものである。 彼等 
は 十六 世紀の初め頃に於て旣に南米ヴユネズユラに商事會社を建て、 十七 lar ffi によ 
アフリヵの西海岸に於て諸處の要地 ic 植民した。 

然し乍ら和蘭人、佛鼯西人等の反對にあつ た、 めに、其の 領地を和蘭西 印度會社 
fc 賣却するの已 ひなき に至つ た。 

V へ 

フクドタッヒ 大王 (Frederich II ) も 亦充分海外活動の 重要なる を認めて 11 々の 計 


畫を樹てたのである•か、戰爭後の幾多の ir 濟問題があつた、めに實現する事が出來 
なかつた。. 

當時旣に獨乙人の海外植民熱は旺盛であつて、時にブランデンブルダ王家は進ん 
で彼等の海外活動を指導獎勵した。政治家、學者にして植民思想1:抱懷した^も甚 
だ多 かつた。 例へば獨乙歷史學派の經濟學者フリードリッヒ •タスト や W . TJ ッシャ 
丨等は何 n も植民地領域獲得の必要と利益とを强 調した。就中、 リストが一八四一 
年の著書『經濟學の國民的體系』 中に於て、 植民活動を先進文明阈の正規の行動 * t 
して是認した事は、其の後獨乙植民政策論者にょつて卓越した見解として評偾 5 n . 
た。 

彼リストは言ふ0 

『凡そ正規の發展をなしつ、ある國民は未開の國民を指導して開明の域に導き、 
其の過剰なる人口と精神的及び物質的資本の餘力を以て植民地を建設し、新らし 
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き國民を產出する力を具へてゐる』 と。 

また一八 六—、 戀 ィネ Jii の— 於いて、獨乙 

の植民帝國建設の必要を力說して、國民の輿論— 起する所が あつた。 

かくて獨乙の朝野泛驚地の獲得—導す——く^^のであるが、 

ビスマルクは大陸的政策をとつて、初めは植民地の 獲得に反對 した。 ， 

貧乏な ボーラ ンド貴族 V 

ヒスマルクの言として傳へられる有名喜葉が ある。 

『植民—のは、貧看•ホ i ドの貴族•か、充分5ャ H れな 

いのに絹の、二ヵチ•‘胸には S 1 I ので、獨乙にとつては 有害無益 であ 
獨 乙が—やつて來たと1、の f であつ5卽ち 一八 七四年ザンジズの 
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獨乙が事實やつて來たと1、の f であつた，卽ち一八七四年ザンジごの 

111111 ^—— 11111 —————^ 

保護權を提供せられた時 k 之を拒絕した。 

. * I 

國民の間に澎湃としておこ6つ、あ〇た植民思想は遂に實際的な植民計畫とな6 
一八四〇年ょ6六〇年にかけて、フランクフルト•ペル y ン等に幾つかの植民會社、 
植民協會の設立をみた。然しなほ國家の積極的援助を行はず、宰相ビスマルクは、 
植民地經營費用の過大なる事を主張して斯る植民地の獲得に反對した。 

蓋し彼にとつては、植民地問題ょ6も成立直後の獨乙帝國の內部的統一の强化と 
歐洲大陸に於ける帝國の地位向上が最重要關心事であつた。而も對外關 係の Ini 滿な 

る發達を熱心 ic 希求し、時に英阈の態度に注意を傾倒した。 

一 

ビスマルクの眞意 

一八八〇年代 { C 至6植民運動は更に盛とな6、國民の輿論はァフリヵの開發に集 
中せられた。一八七五年英國がフィデ—群島を併合するや撕乙の上下は著しく激适 
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t 、 各種の植民協會が現れて、この問題を熱、 JL ' tc 硏究した。中にも一八八二年ホー 
ヘンロ — H 侯 (Ftirst Hohenlohe ) が创立した獨乙植民協會は最も有力なるものであ 
つた。同協會は一八八七年獨乙植民會社 (Gesellschaft fUr Deutsch Kolonisation 
一八八四年創立)と合併して華々しい活動を繼績した。 

一なほビスマルクも、一時サモアに於けるゴデフロィ•ハンブルグ商會が財政上の 
危機に陷つたのを救濟せんとした。然るに乙れは帝國讅會の否決にあつた。これで 
みると、彼は植民運動については確乎たる意見を有してゐたのだが、た V 對外政策 
JC 於て英國の反對を豫想し、對时政策 ic 於て國內多數の代議士が十分協力しなけれ 
ば實行不可能であると考へたのである。一八八五年三月二日の帝國議會に於て、彼 
は叫んでゐ る。 ィ . ' 

r 予は植民政策は一般國民の多數が斷乎たる決心と信念とを以て支持する場合に. 
於て初めて實行し得べきを信ずる』と。 
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其の後いくばくもなくして皇帝クィルへルムー世はビスマルクの建議に基さ時に 
r フリカに植民を行ふ事に決心した。然るに當のビスマルクは依然、不確實 なる 植 
民事業に從ふ事を避け、植民地の所得及び統治は之と深い關係を有する經濟社會の 
指導者 ic 一任し、政府は寧ろ N ; n が保護監督をなすに止めんとした。一八八四年六 
月廿六日の帝國議會に於けるビスマルクの演說は、其の大要を盡してゐる。 

『植民地の物質的發展並に植民地の成立に關する貴任は、乙れを我が航海業米及 
び贸易業者の活動と企業的精神とに一任して成るべく海外の領土を0:接に獨乙帝 
國に合併するの形式をとらず、彼の英阈商人組合が東印度會社创立の場合に於て 
示したる如く、その成績顯著なるもの t - c 對して英國の王室特許狀と同様の特許狀 
を附與し、植民地の統治は主としてその利害關係者に委任し、帝國はた V 之 ic 歐 
洲^^對する歐洲人の裁判權と、常備兵を置かずして行 CA 得べ$保護とのみを與 
へる』(以下略) 

% 

0 . 0 .... LT .' ■ ^ ぐ- ' :: n :...? … i t ! . 


英國の背後を衝く 

* \ 

•獨乙植民地の取得は之を二期 ic 分つべき である。 

第一期は一八八四年ょ上八八六年に至るもので あつて、獨乙は乙の間にアフ， 
力の各植民地及 S 南洋の諸 i 獲得した。一八八四年 チニ-二駐在 獨乙總領事 ナハ 
チガルは、政府の命 i: 受けて、 アフリカ 西海岸の 卜—ゴ —ic 到つて、 此の地1:獲得 
し、更 R カメル ンに於け る 英吉利人を 追ぅて 之 1:占領した。 

いくばく—くして英國の軍艦が現れた•かナハチガルは獨乙の國旗を立て、 英人 
の上陸を禁じ、—各地に於て IQ 代理商人と激烈—競爭をした。乙の頃— 
獨乙はアフリカ東海岸^も現れて、ザンジバルを獲得す るの 機會を得た 〇當時 ザX 
•シハルの王妹にしてハンブルグ生れの一商人と結婚した ものが あつたが、彼女が 寡 
掃となるや兄王 ic 對し父の遺言1:請求した。獨乙政府は 乙れ1: 保護し、 巡洋睡 を 民 
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婦と なるや 兄王 ( C 對し 父の遺言を請求した。 獨乙 政府は乙 ni : 保護し、 巡洋接を 民 




遺して一八八四年に乙れと土地割讓に關する條約を結ばしめた。 

喜望峯の議會は獨謂植民地と隣接する ic 至つた事 ( C 不快を感じて、南西アフリヵ 
を併合せ/ I 事を宣言した。此の视象は東洋にも現れて、獨乙が一八八四年ノィギネ 
ャ會社5:設立して、-1ユーギニャに土地を獲得するや、其の隣接植民地なるクィー 
y スランドの憤激は甚だしかつた。 

獨乙の植民地獲得は凡て英國の意に反して行は n 々7 POT ^) c >- c 、2. n :^^ a 6 ic 

-%• 》 

英國の怨恨を買つた。而も乙れを^'行し得たのは、全くビスマルクの卓越した手腕 
であつ て、 彼にとつて最も重要なる一事は' 

r 獨乙は英國に對する友誼のため ic 其の生存に必要なる利益を犧牲に供し得な sj 
と云ふ事を明にするにあ〇たと云ふ。(大鹽氏、各國植民史及植民地の硏究三九八 

頁) また ビスマルクは他面に於て 『芒 堇 M ' 霧!5:落： ij ⑼雾ヒ 霧 !::へ1 

の價値 あるものでない J と云ふ事を理解せしめる { C 力め、彼が其の新領地に對して 
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植民地なる名稱を附せず、一般に保護領と稱したのも、列國に對する一種の遠慮で 
あつたと云ふ(大鹽氏、各國植民史及び植民地の硏究三九九頁)•か、ビス►ルタ•か 
『植民地問題で、英獨は衝突せず J との理窟を英國に分らせょぅとした政策は、その 
爻 、ヒット ラ—にょつて踏襲されてゐる。 

參 .. 'i 

ビスマルク•ヒットラーの共通點 

S 

卽ち t ットラーは常に植民地問題について英獨衝突のない事を說明して， Q るが、 
時 ic 一九三九年(昭和十四年)四月廿八日べルリンのクロ—ルォペラでの大稂說に 
於て左の如く明言し - C - ゐ る。 

『佘は現在でも匁ほ英獨兩國は再び戰ふ事はないと信ずるものである。不幸にし 
て英國の公式、非公式の兩政策は、獨乙が加はる如何なる紛爭 { C 於 - C も、英阈は 
-必らず獨乙の敵國に味方すべしとの見解を堅持してわる事は、疑問の餘地がない 


位明瞭に示してゐる。 NJn は乙れ吱で英國が獨乙との戰爭を何か不可避のやぅ (c 
考へて居る事であ6佘の深く遗慽とする所である。佘•か現在英國に對し提出し、 
又將來も提出し〇 V •ける意向を有する唯一の要求は、植民地の返還であるが、こ 
の問題が武力紛爭の原因となる謂は n のない事は、佘の常に强調し來つたと乙ろ 
である0 

英國 にとつて、乙 れらの植民地は價値のないものである。故に余は 常に英 阈は 
獨 乙の立場を諒解し得る 7 P のと信ずる。英國は自分 ic とつて何等 { A 1 値なく、獨 乙 . (C 
とつて は死活の重要性を有する 乙れら 植民地ょ6 も獨 乙の友情を選ぶと 確信して 
ゐた。植民地要求を除けば、余は未だ嘗て、英國の利益と衝突し、或は英帝國を危殆 
に瀕せしめる要求を提出し左覺ぇはない。 J と言つ てゐ る。(昭和十四年四月 廿八日 
ペル ジン發 同盟)だが持てる國英國は獨乙の主張を率直に きく 乙と•か出來 ず、 遂 
12:第二次歐洲大戰に爻で進展してし爻つ/2。以下獨乙の舊植民地を檢討しょぅ。 
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特許會社の植民 . 

獨乙はアフ9力西岸の保護地以外の植民地に對しては大抵ビスマルクの植民政策 
に從つて、特許會社の統治を實行した。其の最も主なるものは獨乙東アフリカ#社 
及びノィギネヤ會社であつて、前者は一八八五年二月特許狀を附與され、後渚は其 
の本土に對しては一八八五年五月、ソ TJ モン島 ic 對しては1八八六年十二月同じく 
國家の權利を香任せら n た。 

其の特許狀の內容は、英國が北ボルネオ會社に與へたものに類したが、東印度# 
社が嘗て英國ょ6與へら n た様な國家最高權の行使を委任せられ、領土の所有權、 
無主地の占有權、土•人との條約締結權は勿論、司法上の權利、財政上の權利吱でも 
有した0 ノ 

次にこの特許會社の內容に筆を進めょぅ。 




.次にこの特許會社の內容に筆5:進めょぅ。 

獨乙東アフリカ會社—獨領東アフリカの建設 

•一八 六〇年代にハンブルグの貴族フォン•デル•デッケン、リ t アルト•ブレン 
ナ—等は東アフタカー帶及びキリマンジャロ山地、ゲィクトリア湖等にかけて詳に 
探險し、大いにをの植民の有望なる事を主張したが、其の後力—ル•ベータース博 
土'ブフアィル伯、ユールケ博士等は一八八四年獨乙植民會 社を設立し、官患の M 
迫 1 :排して、秘にアフナカに渡航し、英國人勞働者に姿を やつして 獨カザ ンジパル 
島對岸のサアデ-一に上陸し、 ヮミ 河に沿ぅて內地に入り、各地の曾 畏と條約を 诘ん 
で、僅に二週間の間に面積十萬方粁に近い廣大 なる 土地を 獲得した。 

.一八八五(明治十八年)年獨乙政府はベータース等の植民會社に#許狀を與へた。 
會社は獨乙東アフリカ會社と改稱した。獨乙政府は 右の旨英國 政府と ザンジバル 王 
-0とへ通告した。 
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英獨佛は、ザンジバル王のアフリカ東岸地方に對する領土主權が、どんな內容、 
性質のものか、實地に調査する事の必要を認め、國際委員會を設けた。委員會の報 
吿は一八八六年(明治十九年)に出來た。そ n によるとザンデパル王は海上 ic 於て 
ザシジ•ハル"ペンパ、テム、マフィアなどの島.々を領有し、.陸上に於て北はタナ河、 
南はミネンガニ河 ( W ゲア河の少し南方)その中間の沿岸約六百哩、海岸よ6奥地 
へ十哩の幅の地帶を領有するものと認めた。 

英獮佛は右の報告を受諾し、次の樣な妥協 ic 到達した。 

フランスはマダガスカル島に對する單獨處分權を捤る。英獨は陸上に於て北半を 
英國、南半を獨乙の夫々勢力範圍とする。そして兩者の境界は、ペンパ a の對岸の 
，一 Itt から始ま*^、キタマスジャロの北麓をすぎて、ゲイクトリ r •ヌャンザ湖の東 
方 1 C 至る一直線によつ -C 區劃するのである。 

獨乙は其の後、1八八八年四月ザンジバル王よぅ、其の沿痒全部に瓦る保護權を 
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獨乙は其の後、 1 八八八年四月ザンジバル王ょ&、其の沿岸全部に瓦る保護権^ 

獲得する ( C 至つた。 

然る ( C 一八八八 年 八月 アラビア 人と土民軍の大叛亂勃發し、會 社の領土は悉く 扱 
3 n たので、翌年本國ょり討伐軍を派遺して漸く平定する事が出來た。 

然し乍ら比較的進步せる社會紐織を有する土人 ic 對して單なる 特殊會社が統治す 
る事の困難なるを覺ぅ、會社は遂に j 八九一年を以て、其の主權一切5:獨乙帝國 (C 
引渡して、單なる一商事會社として存續する事にな〇た。 

ノィギネヤ會社一？獨領ニユーギニア 

南洋に於ける獨乙植民の先驅をなせるものは、ハンブルグのゴデ フロ ィ商#であ 
〇たが、一八七九年『南洋貿易拓殖會-!{:』が乙れを繼承して熱心に活動した。 

而してフォン•ハンセマンは一八八二年-ーユ—ギニア島北東！！^び 附近の一ーユ— 
ブリタニア、ニユ—アィルランド等の諸島に根據地を設けて#:民に努力し、一八 A 


49 — 




四年『ノィギネヤ會社 J を設立して、八月政府の保護狀を下附した。 

此の M 動に對する英國侧の嚴重抗議に對してビスマルクも亦斷乎として反駁し* 
談判は極めて緊張した•か、^局一八八五年四月、協定が成立し■獨乙は占領地域の 
領有權を確保した。而して獨乙は一ー ユーギニアの北部占領地をカィザ— •クィルへ 
ルムスランドと改名し、ニユー * r ィルランド及び一ーユー•ブリタニ^ ? r ビスマル 
ク群岛と改稱した。更に其の後に於ても附近岛嶼の分割は進めら n 、 獨乙はソロ'モ 

ン群島中のブ—ゲンゲィル島、ブカ島等を獲得した。 • 、 

. •••• 

會 社は內地の開拓事業に努力したが、總て其の指揮命令權がべル yx の本社に 集 
中せられしため、英獨兩國の妨害 ic 抵抗して効果をあげる事を得ず、遂 JC 一八九九 
年 一切の擁利を政府 ic 引渡して、 一 私立商事會社となつ た。 


大戦後獨乙植民地の分割 

一八八五年 ic コンゴ— 條約が植民地所有 國の 間に締結 された 
コンゴ— 條約調印 國にょつて 與 へら n た嚴肅なる保證 は、 聯合 國にょつて無視さ 
れた。 - 

一九 一四年八月 二日、 植民次官 ゾルフ 博士は條約の規定に準據して植民地が差 迫 
る戰爭に捲き込まれる恐はないから、植民地在住歐州人は何等憂慮する 事を要せぬ 
旨電報5:以て獨領 東アフリカ 行政當局 ( C 通吿 したのであつた 0その後 日なら ずして、 
英國は 東アフリカ ic 於て戰端を開き根民 地は 戰爭の舞臺 となつたのである。 

中央 アフリカに 於ける歐洲列強の植民地は中立た るべき 事が宣言せられ た。 
然るに世界大戰が勃 發 する や、 聯合國側は 乙の條約を蹂網して、一九一四年 /\3? 
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'五日 ic 獨領アフリカ極民地に對して軍事行動 ir 開始し、次いで其の； f の獨領民地 i : 
，も武力を以て占據しノ大戰の終了した時は，獨領植民地の大部分は聯合國に征服さ 
n てし爻つてゐた籲 \ 

かくて舊獨領植民地は、次の如き國々の統治に委ねる、事 K なつ*。 

ヴェルサイユ條約拉よる獨領植民地の分割 
119 r 任 tt 治地1#賊111§ 面積 S 方10 M 人口？& 
〇獨領東アフリカ 

タンガ -1 イカ 英 ( B 式)三六三、〇〇〇 五、〇二 II 

(內獨乙人二、一四九人) 

ルアンダ、クルンデイペルギー ( B 式)こ二、〇〇〇 三、五〇〇 
キオンガ 葡領東アフリカ聯合 
〇西南アフリカ 南阿聯邦 ( C 式)三ニニ、〇〇〇 






〇西南アフリカ 


南阿聯邦 ( C 式)三一三、000 


〇カメルン 


OA I ゴ I ラン K 

東部 
西部 
0大洋洲 

ナク产 

獨領二 r ギ，一 - 

ビスマルク群島 
y & モン群島 


佛 ( B 式} 一六六、〇〇〇 
英 • ( B 式) 三 四、 二〇〇 
僑 .(併合)一〇 四、 六〇〇 


佛 

英 


( B 式) 二〇、〇〇〇 
( B 式) 一三、〇〇〇 


英•漆こ一！！ — •シラ 

ンド ( C 式) 


九 


濠 


( C ) 式 九二、六〇〇 


二、 二〇〇 
八〇〇 


七五〇 

三〇〇 


四六〇 


獨領サモ 


ジ 


ン K 


( C 式) 


、〇 〇〇 


五〇 


— 




N 


r — ヤル群島 

カロ ？ン群島 日本 ( C 式) 九六〇 

アナ群島 . 

0膠洲灣租借地 支那へ返還 二〇〇 • 

舊獨領植民地の分割に*6、大戰前旣に四百萬方哩の屬領ヒ有する佛蘭西は、更 
に廿九萬方哩を增加した。また大戰前旣に九十二萬六千哩の屬領を有してゐたぺル 
ギ-■も新に價値ある屬領、二萬一千方哩の土地をその支配下に入れ、更に英國に至 
つては七十三萬三十方哩の土地を新にアフリカに於て獲得し、アフリカのみで三百 
九十萬方哩の大領域をその支配下に置くに至 

然し委任統治の發展はまことに微々たるもので、受任國の財玫負擔となつて居る。 
特に佛蘭西に於て然6である。その.理由は、本國の經濟難打開のために獲得した植 
民地でないから開發の必要が少いので發展が遲々としてゐるのだと云ふ。(阿部氏 

人口、 資源、眩民 他 一三三 hnn 


^ 64 — 




人口、資源、植民地一三三頁) 

獨乙本國の割讓 • • 

獨乙の南北及び西部は獨乙民賛び獨乙震の境界が稍々明瞭に S し 得る に 反 

し、東部は幾多の他國民と混血してゐる。か、る國民的に混血せる地域に於て新阈 

境を劃定する事ば頗る困難で、人民投票にょつて、その歸屬を決定する方法を用 CA 
た0 . 

人民投票の結果は左の通6であ〇衣。 

0北部 シュレスタィツ ヒ 第二 地帶 ( | 九. 二〇年三月 十四日 施行) 

五一、七二四票 獨乙へ 
一二、 八 0六票 デンマークへ 
西ブ U ィセン(一九二〇年七月十一日施行) 


一56 


七、九七七禀 ボ—ランドへ 

〇東ブロィセン 

- * • 

三五三、六五五票 獨乙へ 

七、四〇〇票 •ホーランドへ 
〇上部シユレージ H ン C 一九二一年三月廿日施行) 

七一七、二三票 獨乙へ 
四三三、五一四票 ボーランドへ 
〇填太利領ヶルンテン(一九二〇年十月十日施行) 

三七、三〇四票、填太利へ ^ 

一五、二九票 ユーゴスラゲィァへ • 

右の，如き明確なる結果を示せるにも拘らず獨乙は其の領土の多くの部分1:奪は n 



右の'如き明確なる結果を示せるにも拘らず獨乙は其の領土の多くの部分 i : 奪は n 


た。か、る國民的に混血せる地域に於ける新國境の樹立は、ゲ h ルサィユ條約にょ 
〇て悉く獨乙に不利に決定 5 n た。例へばダンチヒ、 メーメ ル、南チロールの如 さ 
は政治的理由から、純獨乙領なるにも拘らず、獨乙若くは填太利から切6離したの 
である。 

獨乙とペルギー國境のォィべン—マルメディー地方に於ける人民投票は特異のも 
ので、同地方をベルギ—領に編入3す可しとの意見を持つ者のみ、自分の名を名簿 
に登錄する事が出來た。乙の投票は一九一一.〇年七月廿四日に行はれ、時のペルギー 
外相ゲァンデルヴ h ルデ自身も、乙 n を『滑稽』なりと稱してゐた位である。 

ゲ H ルサィユ條約は、獨乙本國をも分割したが、 M の結果獨乙本阈は二萵七千方 
哩を減少した。獨乙本國の失へる地方は左の通6である。 

平和雔約にょる獨乙本國の分割 

割譲 地方 割讅先 面拚(平方！ f 〕 人口 
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〆 

ア少サス、ローレン プランス 五 g-tj 一、八 七 四、 Q 一四 
西プロィセンの大部一 - 

•ホーゼン、東シレシア.ボーランド、 ーセ、八一六 一一一、八五 2 、九六 一 
東プ T 1 ィセン. 一 

上シレシアの一部 チェッコス U ヴァキア ーー三 四八、01六 
メーメル地方. リトアニア ー、一一 Q 六 一四一、1:八 

ダンチ t 自由市. 國際聯盟下へ w 九 一!一一 一一0,六 a 

オンペン、 マルメヂィ ベルギ— 8 > 六 q、qb 
シュレスタィ W ヒの一部デンマーク ー、 g 一一 一六 六、一一 1 四八 
計 . .ニ セ 、 i 六 — 

ザ丨ル地方 十五年間阈 際 聯盟下へ 七、一一 一八 Q-ty 七 一一 一、七六〇 
(備考)ザ-ル地方は一九三五年一月人民投票にょぅ獨乙歸屬に決定 
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ナチスの擡頭と其の植民政策 

ナチスの誕生—一九一九年一月九日 

世界大戰役の獨乙に於て、國民を厥起せしめたものは、國民社會主義獨乙勞働黨 
卽ちナチス黨である。 . 

一九一九年一月 iL 日、著述家オット-、ハル レ ^錠前鍛治エアントン . --K ウル 
丨ッヶの兩名が、ミュンヘンに『獨乙勞働黨』を設立し、同年九月十六日アド 〆 フ. 
ヒット ラ—が同黨に加入し、一九二〇年一月一日始めて黨本部が設置 3 n るに至つ 
た。當時黨 M 總數僅かに六十四名に過ぎなかつたが、 In] 年二月廿四日、『ホ-フブ 
n ィ洒場 j の廣間で第一回のナチス黨大會を開き、アドルフ•ヒットラーは乙、に 
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參集した二千名に 餘る聽 衆の前に、廿 五ヶ 條の 綱領を始めて宣言した *0 

乙の綱領は今日に至る^で、何等變更 3れることなく、若々として货税33、 
戰後獨乙國民の世界 ic 處すべき態度と方向とを明示して， Q る。 

廿五ヶ條の綱領 
廿五ヶ條の綱領は左の通りである。 

一、民族自決 權 に基さ、總ての獨乙人は一致関結し、大獨乙阈を 結成す る乙と。 
.11、他國と平和の權利を享有す る/〇 と。ヴ H ルサィユ條約及びサン •ジェルマン 
條約の廢棄。 ■ 

三、 獨乙阈民の生存のため並びに我が過剩人口の移植のために土地(植民地)1:耍 
求する。 

四、 『國民同志』のみ獨乙公民たることを得、國民同志は獨乙人の血統を有せざる 
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ベからず。從つてユダャ人は國民周志友る乙とを得ず • 

五、 .獨乙公民 ic あら s ' る者は、單なる客人として、獨乙國內に滯在する乙とを得。 

六、 獨乙公民のみ、國政の指導及び法律に關する決定に參與し、且つ公職に就く 
事を得。 

七、 國家は、風乙公民の職業及び生活 (co き考慮すべきものとす。獨乙公民 (C あ 
らざる者は追放せらる、乙とあ^べし。 

八、 獨乙人 ( C あらざる者の獨乙への移住は之を阻止することを 得、 一九一四年九 
月 二日以降移住せる獨乙人にあらざる者は追放せらる、2.とあるべ し。 

九 •總ての獨乙公民は同等の權利及び義務を有す。 

十、 獨乙阈民は第一の義務と して、 精神的或は肉體的に生產に從事する 乙と、 個 
人の行爲は共同の利益と衝突すべからざる 乙と。 

十一、 無職及び不勞所得の禁止、利子奴隸の打破。 
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十二、一切の戰爭にょる利得の回收。 

十三、トラスト經營企業の國營化。- 
十四、大經營の利益分配 JC 對する要求。 

十五、養老事業の確立。 

4 六、健全なる中產階級の 確立、 百貨店を地方公共阒に 依る 經營 ic 移す 乙と、 小 
商工業者の救濟。 

十七、土地制度の改正、卽ち土地が不合法に所得5れ、又は公共の利益に反し管 
理せらる、場 ■合は、 公衆の利益のため無償に收容3る。土地 賣買投機の防止及 
び地代の廢止〇 

十八、公衆の安寧を害する者は彈壓す。重罪犯は死刑に處す • 
t 九•獨乙普通法の實施。 

二十、國家敎育事業の確立、卽ち貧しくして特 { C 天賦の才能に惠吱れ たる 兒童5: 
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國家の經營にょつて敎育する乙と。 

II 十一、國民の健康增進、母性及び小兒の保護、未成年勞働の禁止、體育の獎勵。 

二十二、國民軍の組織。 

一一十三、政治的虛僞に對する彈壓。獨乙新聞の社員は、 m 民同志』たらざるベか 
ら<、非獨乙新聞は許可を要し、獨乙語を以て發行するを得ず。獨乙人 R あら 
ざるものは、獨乙新聞の經營に參與する乙とを得ず。 

二十 四、 獨乙國家に對して危險なく、且つゲダマン人種の道德に背かざる限り JC 
於いて、國內に於ける信仰を認ひ。國民社會主義獨乙勞働黨は一定の信仰吿白 
に束縛さる V 乙となく、積極的キリスト敎の立場を代表す。我黨はユダャ的物 
質主義的精神に挑戰 す。 獨乙國民の恒久的更生は、『公益は私利に優先す J とい 
ふ根本觀念にょつてのみ可能たるものな*®'。 

一一十五、鞏固なる國家中央權の確立。全國土 ic 對する中央議會の無制限的權能の 
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確立"各同盟阈家 ic 國家の法律 1: 施行す るため 階級 及び. 職業 會議所を設立する 
Z と 0 

爾來ナチスは1九三三年、ヒクトラーの铳率下杞、乙の獨裁權を確立する爻で、 
十數年間の在野時代を 通じて、常 ( C ヴ H ル サィユ條約の廢棄、失地植民地の回復1: 
叫び〇^■けた。 

丨»夢 

ヒットラ-自身 も、 其の 著 r 我•か匍爭 JR 於て、領土の 狹 少なため大民族•か沒落 
{C 瀕せる場合^は、土地や領土を求める權利は義務 (C まで轉化し得る ものであると 
述べ、 祖國獨乙の復興のためには、領土櫥 張の 不可缺なる事を 强調してゐる。 

t ットラーの『我が鬪爭 J はナチス埶權前 R 書い^もので、その內容も、 ヒット 
ラ--が政權を握つて、實際 ic 對外政策 5: 實施する樣になつ てから、變 更を餘儀なく 
3れ て ゐる〇中 R はまた「我が圄爭』 の 主張を實行しながら、結果 ic 於て その豫期 
したものとは相違せるものもある。卽ち『我が鬪爭 j はナチス政權辑立の ための貴 
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したものとは相違せるもの毛ある。卽ち『我が鬪爭 J はナチス政權樹立のための貴 

重な掛聲であつた。從つて獨乙阈民の聖典『我が鬪爭 J に一貫するナチス獨乙の慾 
望の根斡は、失地の回復•平等權の確立にょつて國權回復の水平運動に成功した曉 
には、先づ東漸してボ—ラン K を狙 a 、 南進して地中海に出で、獨乙民族の統一、 
大獨乙帝國の實現1:期するものである事は昕白である。 

ヒットラーの 『我が鬪爭』に現れて ゐる 東方政策 

ヒットラ—はその著『我が鬪爭』の中に於て次の如く述べてゐる。 

民族の生存播 

勝利者にのみ權力は與へら n る。現に我々が性活を營んでゐると2.ろの大地は、 
決して天から與へ kn たものでなく、生命を的にして戰 a 取つたも.のである。同樣 
に將來に於いても、土地や我が民族は生命は、天から與へら n るものでなく、た< 
劎の力にょつてのみ確保し得るものである乙とを、我々は知らねばならぬ。 


曲 


更に我々は、若 -' L 土地がないために、乙 n 以上生存して行く奪が出來ないといふ 
ょうな 場合には、土地を要求する權利は、同時に義務にまで なる 事を 知らなければ 
ならぬ。特にそ n •か黒色人種の如さ場合ではなく、人類文化 R 偉大なる貢献を なし 
たと乙ろの我々獨乙民族の場合に於て、猶更そ•うである。 

獨乙は世界の强國にならなければならぬ。然らざ n ば、寧ろ存在せざるにしかず 
である。しかも强國になるための絕體的條件は、民族の生命で あると乙ろ の土地で 
ある。 と 喝破し更に語をついで日く。 

獨乙民族の政治典範， 

我が獨乙國民の政治的典範は、次のやうなものである。卽 ち、 歐洲大陸に於け る 
二大勢力の成立を、我々は認める事は出來ない。また獨乙阈境に第二の軍事的勢力 
を紐織せ/1とするすべての企ては、乙 n を獨乙^對する攻擊と認めなければならぬ。 
而して、かくの如き國家の形成を、我々は凡ゆる方法に ょつ て妨害し、 陂壞 しなけ 
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n ばならぬ。それは我々の權利であるばかぅでなく、義務であると思はねばなら w 。 
大久保康雄氏譯、ヒットラ—•わが鬪爭 . 

民族國家に於ける外交政策 

かくて彼は云ふ— / 

民族に於ける外交政策は、その國家內に含ま n てゐる民族の生存を保障するもの 
でなければならぬ。而して、そのためには、民族の人口と土地との問題を完全に解 
決する事が先決問題である？ . 

英國も&シア毛 アメツカ 合衆國 もすベて 廣大なる面積を 領して， Q る〇佛蘭 M も同 
様である。 / 

沸 II 西は、その領域內の黑人逹を徵發して取隊 t 補充し、また混交の結果、黑人 
の血が急激に流 n 込んで、今や歐洲の一角に、アフリカ黑人の_家が纽設5れたの 
ではな S かとさへ疑はる>■ほどである。 


% 


— 67 — 



苦.し佛？ I 西が、 かくの如き狀態のま'、三百年經過した時には、 フランス 民族の 
血は消滅し去つて、歐洲人と アフリカ 人との混血人禮 の國 家が 出現するで あらぅ〇 . 
そしてラィンから n ンゴ—に至る地域み人間も、人種的に遙に低下する事を免れ爻 

い0 

¢ 

こ >■ が佛蘭西の植民政策と昔の獨乙の植民政策の異る點である。獨 乙は獨乙民 族 
の移住地を擴げる事毛せねば、植民地の土人1:軍隊に用 a て、帝國の勢力を擴張す 
る事もしなかつた。た一，植民地の維持に、 a たすら乙れ0とめてゐたのである。 

亂粹社會主義運動は、民、族 ic 生活資源を與へ、且◊政治上軍事上 {C も精力ある支 
持を提供するところの土地と、民族の人口との間の不均衡を打破し、歷 史的な過去 
を淸算し現狀の打開に努めねばならぬ(同前 三 四 二 頁)と叫び、且つ獨乙 外交の 方 
針として、英獨伊同盟の軍事的意義を强調して， Q る* 





英獨伊軍事同盟、 

我々の同盟者た-®'得るものは、英國と伊太利あるのみ。 . 英伊と同盟する事 tc 

よつて二つの効果を期待する事が出來る。卽ち一つは、こ n によつて世界大戰當時 
から結ばれてゐる聯合國側の連鎖3せる事が出來、他の la は、かくして我が民族 
の不倶戴天の仇敵たる佛蘭西を國際的孤立に追 a つめる事が出來るのである。よし 
之の効杲が、はじめの中は、單に道德的作用にしか過ぎずとするも、乙れによつて 
獨乙の自由獲得の運動は、はか6知れぬ程の便宜を受ける事が出來るのだ。何故な 
ら、3うなつた曉には、歐洲に於ける行動の決定權は"佛蘭西の手中から脫して、 

完全に英獨伊の掌中 ic 歸するであらうからである。 . 

恐らく 佛蘭西は、あらゆる手段を用 a て我々を苦しめ、乙の同盟の成立を妨害す 
るであらう。•たが、我々は耐へ忍ばねばなら？ i 。 努力と忍耐—仑うす n ば、や•か 
て我々は佛蘭西の野望を粉碎する事が出來るであらう。 

大陸 ( C 於ける佛蘭西の制覇を默視し得ざるもの— NJn が、 我々の同盟者なのだ 


〇 


69 — 





と結んでゐる。 . 

この短文の中に ヒット ラーの當初意圖して， Q た英獨提携 論•か 現れてゐるが 、遂に 
これは實現しなかつた。寧ろ ヒットラ—が 「我が闘爭」 の 中 ic 仇敵視してゐるロシ 
ァと握手する k 至つた。乙れ運命の皮肉か ヒットラ—の妙策 か0 




植民地返還要求の政治的理由 

——國家の名譽のために —— 

獨乙の植民地返還要求は經濟的理由のみからでなく、寧ろ經濟以外の理由の方•か 
强いのである。その要旨は M ぅだ。 

獨乙は國家的名擧のため^ 、植民地的地位の平等を要求する。方ントを出しゲ| 
テを生/ I •た獨乙は世界の文化に貢献する所大きかつた。獨乙の文化水準は他の如何 
なる國家にも劣6はしない。從つて獨乙は他の列強と同一の權利を亭有する事を要 
求する。獨乙の舊植民地返還要求は、この一般的平等地位の I 環に過ぎない。を乙 

で 一九三六年九月、*ーユールンべルグに於けるナチス黨大會 ic 於て t ットラ—總 fee 

± 

B 9 
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『獨 乙は、 その植民地要求に^して正義が行はるべしとの主張—回する事を得 
ない。獨乙國民の死活的權利は、他段民のそ n と同樣に重要である』 


と叫んでゐる* 


英佛の陰謀 


世界大戰が終了するや、聯合國はその占領せる舊獨領植民地返還に反對した。を 


の理由は 


(一) 獨乙はそ n を潜水艦の根據地とす S であらぅ事 

(二) .獨乙は土民を武裝せしめるであらう事 

(三) 獨乙はそれを陰謀のために利用するであらう事一. 

(四) 獨乙は土民を je 迫するであらラ事 

等で■あつた。乙れを要するに獨乙から植民地を奪 a 、 乙れを返還するに反對する理 


, 『荀 




等であつた。これを要するに獨乙から植民地を奪 a 、 乙れを返還するに反對する理 

由は、『獨乙は植民國としての能力なし』と云ふ事である。 

か V る理由の下に舊獨領植民地を分割したのであるが、獨乙の植民地分割は國礙 
的協定 ic ょつて決定されたのではない。ヴ H ルサィユ條約の批准以前 tc 卽ち阈際聯 
盟の成立以前の、一九一九年五月七日の英佛最高會議 -1 C 於て決定したのである。(柯 
部氏前揭書一六四頁) 

聯合國側の『獨乙には植民地經營の能力無し j との口實位、獨乙を侮辱するもの 
はないし、また事實を誣ふるも甚だしい。乙、 ic 於て"獨乙は敢然か、る虛言を排 
擊する道德的權利1:保有すると主張し、また多くの論者は、戰前に於ける獨乙人の 
植民地統治の功績を指摘し、その未開地の文化的開拓の手腕を讃へ、或はまた現在 
白人種は未開地を統治、支配すべき任務を有し、獨乙も列強と共 R 、乙れ ( C 參加す 
べしとの主張である。 
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ロィド.. ジョ ー ジの言質 

獨乙の植民地返還戴求は、道德的に も 法律的に も經濟的 ic も妥當 である。 仑れは 
帝國主義的動機よ 6 出發するものでなく、獨乙國民 ic 經濟生活 上の 便宜を與へ度い 
と云ふ願望に立脚するのである。 

獨乙の要求は、『有たざる國』の願望や要求と同 j でない〇獨乙は 元々持つてゐた 
ものを返せと要求するに過ぎない。獨乙は新たに、他國の 植民地を 割讓 せよと 要求 
するのではない。 

.昔は獨乙の所有であ.^、聯盟規約に よ.〇、 一時的に統治を 委任されてゐる 領土を 
返還せ よと 要求するに過ぎない〇獨乙の全植民地はヴ H ルサィ ユ條 約. it よ6 委任 統 
治地となつたが、受任關は、統治を委任 3れたピけであつて所有權を獲得した譯で 
はない。乙の事は聯盟規約によつ て , p 明らかで あ6、 また委任 統治の本質で もある • 
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を乙でヴェルサイユ會議の四巨頭の一人であつたロイド•ジ 3 丨ジ氏も委任統治の 
性質に關する誤解を防 C ために、一九三六年二月、下院に於て次の如く言明した〇- 
6■ち • 

『ヴ h ル サイ ユ條約の下 ic 、 N / n らの領土は英領と して我々 に與 へられたのでは 
ない。それらは國際聯盟 ic 與 へら n たのである。 その 法的權利は聯盟に 歸屬 する j 
と0 

ヴェルサイユ條約の基調となつた1九一八年の ゥイルソン 平和綱領第 五條は 
『凡ゆる植民地 ic 關 する自由な 公平な判定は左の原則 R ょるべき事、卽ち 植民地 
主權の決定に営っては、關係植民地住民の利益は其の統治權を附 せらるべき 政府 
の要求と同等の重要性を有する』 

と規定した。乙 n に從へば、大戰中 ic 於ける獨乙植民地の占領は、占領國 JC 何等獲 
得の權利を與へぬ筈であった。 





然るに2.れは聯合國側の裏切る と 2. ろと なら、獨乙はゲユ , ナィ ユ條約第一一九 
條にょり、海外植民地に關する一切の福利要求め放棄を餘儀な くされた。 獨乙 から 
みれば、この事は聯合國側の甚だしい不信、非合法の行爲である。 

從つて、かく不法 { C 奪取せられたものに對しては再び其の回復を要求する合法的 
權利あ，〇と主張するのである。 

委任統治の新形式は何のため 

歐洲大戰の結果、列强は獨乙舊植民地1:分割す 6 R 際し、委任統治なる新形式1: 
考案し聯盟規約第廿二條に規定した。何故か、る新形式を採用したのかに關し、 J 
九ニー年ランシング氏の發した言葉を引用しょぅ〇彼は言ふ——若し獨乙の植民地 
•か普通の方法で戰勝國 R 分配3れ、をれらが乙れらの國に主権と共^讓渡されたな 
らば、獨乙は2.れら讓渡地域の價値を、賠償金の中に含める事を荽求するに至0た 



で*らぅ C をこで聯盟は、住民の利益のために委任統治地を分配するものとなし、 
そぅして委任統治は新領土を獲得するための一手段ではなく、一個の義務と見做さ 
れる事になつた。かくして委任統治制は獨乙から植民地を奪取した。その價値は本 
來ならば、獨乙の聯合國側に對する債務1:著しく減少せしめる筈のものであつたが、 
職合國側は、賠償金に何等の損失を蒙る事なく、植民地を獲得したのである。從つ 
て實際上は委任統治制の利他主義は委任統治を獲得した列強の利己的な物質的な利 
益に奉仕する結果に東〇たのである。と。 

以下舊獨乙植民地の經濟的價値を檢討するが、資料は一九三四年のものであ 
る。乙の古い資料を用 CA る事が、何故獨乙が植民地を必要とするかの理由をょく說 
明すると考へたから。 
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原料資源供給地と L ての植民地、 

- * . 

ゲッベルスの叫び • 
ゲッベルス宣傳相は 

r 近代工業の基礎原料は石炭、鐵、石油、棉花、ゴム 及び銅で ある 』 

と叫んだが、乙れらの中で獨乙が比較的豐富に有してゐるのは、石炭のみであつて、 
他は一部又は大部分を輸入してゐ るのである。 

乙の際に、自國植民地から 原料を獲得出來れば、 大いに 助かる 事は明らかで ある。 
舊獨領驚地からは、シサル麻(必要量の 二倍)、憐酸鹽 (輸入額の七 五％)、 コ 、ァ 
(輸入額の四 0%) ニナ A 輸入額の 三0%)、熱帶木材(必屋 の二 〇％) •か 得られ 

る。 就中特筆すべきは、食用脂肪の原料と なる植物 性 油を 大量に獲得出來る琪 であ 
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る。就中特筆すべきは、食用脂肪の原料となる植物性油1:大量に獲得出來る事であ 
る。 現在獨乙は植物性油と脂肪と i : 年々六十萬乃至七十萬噸必要と してゐ るが、 そ 

の-六分の一は今直ぐ (C でも舊植民地から獲ら n ると 云ふ。 

^ . 

植民地の果たす役割 

獨乙の植民地返還要求 { C 對する反對者は、舊獨乙植民地が獨乙の手に歸つたとし 
ても、獨乙の輸入依存性は左して緩和3れなぃと云ふ。では一體舊植民地は、獨乙 
の原料及び食料の不足の幾何を滿たし得るかを吟味してみよう。 

試みに一九三四年に於ける舊獨乙植民地よ6の主たる原料食料の輸出數量、同.一 
品に對する獨乙の輸入數量を對照すると左の通6である。(瑀识项) 


油 種、胡桃、 果實(採油用) 


獨輸入總贷 

七一九、四六九 


芮獨領植民地 CB 式 
及び C 式委任統治地 
ょりの輪人羝识 

九 八、 G 八 九 
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各種の熱帶性果實 

(其の內バナナ) 
n 丨ヒ—原料 
n 、ア原料 
各種の亞麻及び大麻 
(其の內シサル麻) 


羊毛其の他獸毛 


_九一八 
九 六、 一四九 
1 S 四一 

一0一、 一 K 一 

13九九 

113一 

1九 

一六 四、 蓋 
一寒、四一一一 

六0、一一八一一 

八 S 、 霊 

一六 九、 六四- tj 


1 一六、 四一一九 
一五，八五九 

曼、 九 一一 八 


七一一、 五一0 

五、六0 ぐ 

九九一一 

r 重 
-i 一 
六一九、八五九 
一一、一五一 
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一六 九、 六四 - tj 


一 r 一 五 


熱帶性木^ 


穀類(玉蜀黎、稷 等) 21 ハ ー六、 GM - 
金鑛 I 5、§(ォンス) 

ダィ：ンド， I 一一五八、九六 七 (ヵラッ1 

前表にょれば、シナル麻は獨乙の需要を充 たして餘りぁ6、 燐酸 鹽.バナナ、 
帶性木材、植物油等は夫々寄與する所大きく、 また金(一ーユ丨ギ ーー ア及び タン ガ 
力産)及びダイヤモンド(南西 アフリカ 產等)も 注目に 値する。 

委任統治國の怠慢 

舊獨領植民地からの原料輸出額は、一九〇八年に二 七、 八三六、 〇〇〇 マルク、 
九一三年に一六二、一四〇、00〇 Z ク、一九二八年^二六二、三〇二、〇〇〇ラ 

ヒスマルク ic 上つて，〇る。 


貢、§ 

三八八、一一三八 


畜、霊 


ダイヤモン K 


ニア及びタンガ 
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一九〇八年よ 6 一九一三年迄の增加に比して、一九一三年- 
增加は鈍い •か、 をの原因は何處にあるの か。 


九二八年までの 


委任統治國は旣に植民地を所有して ゐる から、た C 一時的 ic 統治を委任3れた土 
地に大なる投資を なす 意志がない。更にまた、委任統治地を餘 6 に發展 3 せる と、 
自國の從來からの植民地との間に不必要な競爭を惹起する惧 n があるから、委任統 
治地の睜發には、全力を注がないと見るべきであらぅ。若し資源の乏しい獨乙が統 
治して ゐたら 、もつ と 資源開發は進んでゐた であらぅとみてゐる。 (阿部氏、人口、 
資源、 植民地一五三頁) 、 

f •* ， ， • 

委任統治下の鐵道 


なほナチ黨植民地部長リツタア•フォン • H ツブ博士は 
『獨乙は'大戰前から、その主權の下にある地域の一切の資源の系統的な開發に着 



『獨乙は'大戰前から、その主權の下にある地域の一切の資源の系統的な開發に着 



手してゐたが、乙れはその過剰人口の生活維持のため ic 必要であつたし、現に^ 
た必要である。併しヴ H ルサィユ會議に於て、.獨乙植民地は、新植民地の領有5: 
何等必要としない諸國に分配§れてしまつた。その上乙れらの諸國は他に爲すべ 
5事を數❖持つてわたがために、委任統治地域の開發に携はる立場に居なかつた0 
委任統治地域の開發——原料生產のみならず、その他の事項に關しても——に對 
しては、氣候的條件が同様な委任統治地域に隣接する諸國の開發に對してょ6も 
注意の拂はれ方が少かつた。 

例へばトーゴ I ランド及び カ メルンと ベルギー領 コンゴ ー及び ニ ゲ リアとの 油 
性種子及び果實の輸出總額、方メル ンとフランス 領中央 アフ y 力との 木材、 また 
は東領東ア フタカ (タンガ 11 ィカ) とク ガン ダ及びケニアとの 棉花の 輸出緦額 5: 
夫々比較すると、甚だ示唆 R 富1/結果が出て來る。卽ち歐 洲諸國 の植民地は委任 
铳治下 R ある 地域ょ6も、.一層系統的に開發が行は n てね る 事 •か明瞭となる ので 


I 

• \ \ / - • 

ぁる。 

また次表にょ o て明らかな如く、委任統治地域の交通運輸機關の發達は、委任 
統治制が布かれて以來殆ど停止してし^つた。' (單位キ&メ —トル) 

旣設又は建設中の鐵道 . 

一九一四年 一九三四年 增加 
東アフリカ ーー、 1 - tr 一 一一、一一 m E 四 
西南アフリカ ーー、一 - ts 八 一一、雲 一；一九 
•カメル X 豐 . 3 亡 

トーゴーランド ーー三- t ? 四四一一 二五 

かくの如く委任統治地域の殆どすベての鐵道は、僅々廿年間の獨乙統治時代に 
を設3れたものであ6、委任統治國は、その後鐵道擴張のために殆ど何等も爲さ • 
なかつたのである j と。 _ 


—M — 













なかつたのである j と。 


獨乙舊植民地の經濟的價値 V 

- 參 

⑴獨乙植民地主要産物 輸出額 

歐洲大戰 前に於ける獨乙が、その植民地ょ 6 の唐生產物の輸出に對 して、如何 
程の額と V の原料品を各國に、又は農に輸出したかをパオロ. •チェ ダ-ーィは、 
その著 S 乙植民地富』の中に述べて居る。今その統計を引用しょぅ。 

獨乙植民地主要產物輸出額(一九二一年) •、 

〇東アフリカ(千馬克單位) 


/ 


明 


皮 


密 


ム 


類 


丨ヒ丨 


蠟 


八、四一一六 
四、 C 六 - tr 

一、 九：一-一 
八一一 九 


織物繊維類 
綿 


ブ 


金 


i 

一一 、 i 

一、五六ゴー 

3 





一三八 

S 


〇西南アフリカ(單位千馬克) 

ダイヤモンド a 、 四一四 
鉛 

羊 毛 
0南太平洋諸島(單位千馬克) 

コ ブ ラ ー CDO 八 CD 

コ 、 r S 

貝 殼 1 W 八 


乾 海鼠 


100 


銅. 

皮 革 
駝鳥の羽毛 

燐酸 鑛 

鳥の羽毛 

ゴ ム 


六 、 i 
一一九八 

四、 九九一 
四四九 

一 S 


『獨乙本國の驚地からの輸人は、本國の輸人總額中の僅かの部分 I めるに 過ぎ 
なかつた。だから舊植民地は獨乙の原料難の解決 R とつて は餘 6 役に立たな い』 と 
云ふ議論がある。 •. 
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乙れも二つの重大な事實を忘れてゐる。卽ち第一に當時の獨領 植民地は 未だ 經濟 
的發展の初期にあつた ic 過ぎず、從つて物產が豊かでなか〇た事、 第二 ic 當時は獨 
乙本國はその必要とする物資を到る所で、容易に手に入れる事•か出來たので、植 K 
地產物の四0%しか必要でなく、殘餘の六0%は他の市場に於て販賣 3れてゐた 事 
である。 

(2)世界總産額中 K : 占める割含 / I 

次に最近に於ける委任統治領土の產出額を世界緦產額中 ic 於け る 地位を 見ょぅ。 —88 
〇タンガィカ fc 於ては 

金屬類——金(〇二彤) 

織物繊維類——シサ-ル(三三^)、棉花(〇•一^)、羊毛(〇•一^) 

柱物性油類 —— 胡麻油(〇•六^)、 n ブラ(〇•五^)、 落花生 油(〇•五 ^)、 棉 
子油 ( P . 1%) 




子油 ( P 二％) 

食糧品類——-コー t 丨(〇•五^)、パター(〇.一%) 

〇英領カメルーン 

植物性油類 —— 椰子油(四•五免)、落花生油：〇•四^)、胡麻汕(〇•四％ 
食糧品類 —— コ、ァ(〇•六^) 

〇英領トーゴ丨 

食糧品類——コ、ァ ( T 九^) 

〇西南アフリカ' 

, 鑛物類 - I ゲァナジクム(三三%)、石炭(〇•一％) 

食糧品類——パタ-(0.四^) 

〇佛領カメルーン 

.食糧品類 —— =>、ァ(二•八^) 

0佛領トーゴ ー 





植物性油類——椰子油(〇.六%) 


金屬類1金(〇•五^) 

ゴ ム—生ゴムハ〇二％ゾ 

植物性油類 —— コブラ(三•七％) 
〇ナクル 

鑛 .物9— ^酸鑛 (四•四％) 
0西部サモア 

植物性油類—— n ブラ(〇•七^) 
食糧品類——コ、ア(〇•二^) 
〇南太平洋諸島 




鑛物類一^酸鑛(ーニ％ソ 

となつてゐる 。 (Grover Clark-The Balance Sheets of Imperialism ) 

卽ち舊獨乙•植民地の世界總產額中に占める商品の價値は、ナチスの發表にょる程 
R 顯 著な 毛のでない事は云ふ迄もな r . か、 た <、 シサ-ルとゲァナジクムの如さは、 
鑕産物入は原料品の少い目下の獨乙に於て は、 そのナクルに於ける燐酸鑛等と共に 

' i. 

重要性を持つてゐる事は勿論である。 

全體的にみて、舊植民地の 物產 、その經濟的價値は、 英國其の他の 植民地の^れ 
R 比較す ると、極めて貧弱なものに過ぎないけ n ど、一片の植民地 も 持たぬ獨乙に 
とつての利用價値は決して輕視する譯に行かぬ。 

、 獨乙が今後十年間植民地を開發すれば？ 

一九三三年に於ける植民地の輸出總額は、獨乙の輸入する原料及び食糧の三^5: 
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占めるにすぎない。但し乙れを以て將來を卜する事は出來ない。例へば北 & デシ r 
R 於ける鉛の產出の如きは一九二五年—二九年から一九三四までの間に世界產額の 
〇•一/%からニー*一 r% に增加した。また大戰後九百萬磅の資本がタン^ニィヵに投 
下されたのをみても、委任統治地の經濟的潜勢力の侮るべからざる事を知6得る。 

舊植民地返還要求論者は、舊植民地を今後十年間も適當に開發に努力すれば、獨 
乙の食糧及び原料輸入總額の八分の一位は得られると主張してゐる。獨乙の食糧及 
び原料の輸入總額は年額卅億乃至四十億ラィヒスマルクであるが、そのぅち約八分 
の一卽ち四億乃至五億マルクは植民地から得ら n る見込があると sn てゐる。若し 
乙れが實現す n ば、獨乙の國際貸借と爲替は少からず改善3れるであらぅ。 

乙の點に關し、植民地同盟緦裁ナチ黨植民地部長リツタァ•フォン .H ツブ博士は 
次の如く述べてゐる。 

『將來に於ける植民地開發の多大の可能性については、從來何等の注意も拂はれ 


なかつた。現在の統治者等は、委任統治地域を比較的閑却してゐる點よ6みて" 
我々は將來短期間 ic をの生産量を急速に增加し得ると斷言出來る。各般の事業を 
充分知悉してゐる專門家等は、若し集約農法を實施すれば、輸出額を八年爻たは 
十年以內に三十萬磅卽ち三倍に增加し得ると稱してゐる 。乙の 事は統治地域が獨 
乙輸入量の一割二分乃至一割五分を供給し得る事 5 : 示してゐる。そうな n ば、獨 
乙の外國爲替と對外貿易關係の困難は箸しく緩和5れ、獨乙は經濟的安全感を持 
ち得るに至るであらう事が明らかである！'と。 

植民地が返還されるなら ば、 獨乙は食糧及び原料を植民地から買ふために、從來 
よう高い價格を支拂ふ樣になるだらうと云，ふ見方がある。併しそれは當たらない見 
方だ。現在まで屯獨乙は外貨がないので、外國の統治下の領土から安い物資を買ふ 
事は出來なかつたのである。そこで或種の商品は國內で生產 し、 輸入 ic よるよりも 
高いコストを支拂つてゐたのである。 
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商品市場としての植民地 

一 

X 出超より入超へ ’ 

獨乙本國と舊植民地との間の貿易は >- 大戰前 ic 比し大戦後は激減して， Q るのみな 
らず、輸入超過となつてゐ る。 

例へば獨乙本國とアフリカ植民地との問の贸易は、一九三五年に於て、 舊 植民地 
よ 6の輸入一千八百八十萬 ライヒスマ ルタ、舊植民地への輸出五百六十萬 ライヒス 
マルクで、貿易總額一一千四百四十萬 ライヒスマ ル ク 、入超一千三百廿萬 ライヒスマ 
ルタとなつてゐる。然るに大戰直前の一九一三年には、舊植民地よ6の輸入四千三 
百廿萬金マルク、舊植民地への輸出五千百萬金マルク、貿易總額九千四百廿筠金マ 


— 94 — 


ルタ、出超七百八十萬金マルクであつた。 

大戰前の一九二一一年には可成彡の輸出超過であつた事を想起すると、其の變轉の 
如何に激しいか^•分ると共に、 Z : の貿易關係の推移にょつて、植民地返還要求の 一 
根據として ， Q る 0 

商品 市場と しての意義 ® 下 


次? C 獨乙本國と植民地との貿易額の變遷 ir 比較してみよう。 
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§一九三五年は膠州灣を除く。 
之の内譯は左の通6である。 
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〇東領東アフリカ(タンガーーイカ地方) 
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以上によつて、獨乙と舊植民地とめ間の貿易は輸出入共に減少してゐるが 、哲 植. 
芘地よぅの轍入の減少よ-〇も，獨乙本國よぅ舊植民地への輸出の減少の方が' 一層 大 
てある。2.の事は、舊植民地の原料供給地としての價値よ6も、市場として01^在 





が一層甚しく減少した事を物語るものである。 

英獨商品の角遂 

爻た對植民地貿易關係に.於いて、主權屬が優先權を保持する事も顯著な事實であ 
る。 、- 丨 

一九三四 年の、 舊獨乙領植民地の貿易額 中 現在の委任統治國たる英 、佛、白 等と 
舊主權國たる獨乙の占める比率についてみると左の通ぅである。 

左の數字は委任統治地域との英國貿易が、如何に獨乙の犧牲に於て增大したか i: 
示してゐる。 

植民地領有國は、その植民地及びその統治する委任統治地の輸入貿易に 於て、 常 
に優勢を占めてゐる。それは本國民が植民地及び委任統治地域の行政機關の註文の 
すべて、.又は主要民間會社の註文の大部分を引受けるからである。 
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3 疼頁？ \ィ-ヘ輸入總額 二、三四三、 一八 五膀ン 
0英領 t i ィ M 輸出 i 二、 八 五六、 五八九膀 i 

- 輸入 

英本國 二七、六^ 

英 國屬領 一九、七/% 

日 本 ニニ、三％ 

獨 乙 九、 八^ 


of メ三_驗_ 一«11顏) 


英 

印 

獨 


本 


度 

乙 


一九、 五 ^ 
七、 五 ^ 
四二、 五% 


0|メ三_温讓绩_5§8§写」) 

佛蘭西 ‘二 五、 八% 


輸出 

1 一〇、五% 
三六、四％ 
二、一一^ 
一一、七^ 

六、二^ 
一〇、〇彤 

七九、八% 

五二、二％ 






佛國屬領 
英本國 
北米合衆國 


和 

獨 


蘭 

乙 


.九、六^ 
一七、〇％ 
一二、一^ 


七、七％ 


〇佛領トーゴー ( i __252§§ f f f;e 


佛蘭西 
英.本，國 
，北米合衆國 
獨 乙 
0英領卜 - f {一 mA 腿_ 


一 五、 一影 
三 九、 〇％ 

九、一^ 

五、九^ 

一四、四 八〇磅 
七 八、 一四三磅 


) 


三、 五％ 

四、 二 ^ 
一六、八/% 
一二、六％ 

四 七、〇釤 
八、〇彤 

五、 一% 
二三、二/% 


外國貿易額少量のため內譯省略 
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C — ルァンダ、ゥ C ディ (_ 臨 _ jj®io ^^;;^) 

耳 義 一八、 五％ 九三、四％ 


白 


日 


,本 

タンガニヵ及び 
クガンダ地方 

英本國， • 


獨 


乙 


三 四、五^ 
一〇 、五^ 
九、 〇 
六、六％ 


六、二％ 


かくて英領カメルンの例を除いて、各領域に於て委任統治國の利益が獨乙以上 {C 
確保される事實を知6得る。英領カメルンの輸出額に於ける獨乙の優位は、同，地の 
生產物護謨及び棕梠油への特に多量なる需要に基くものであらぅ。 

貿易は國旗に從ふ 

大戰前の一九一二年に於て、東アフリカの獨乙植民地タンガーーカの輸入の五一、三 
涔は獨乙本國からの供給であつた•か、一九二八年には一二、三％に減じ、更に一九三 
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マ：、,1.1- ■ ^ ] 

- - -- < * .V - . . 

0 . 

• • ^ « • 

- - . 

五年には 一〇、七%に減じた。英帝國よ6の輸入が最も多く四六、三^を占め、その 

ぅち英本國よりの輸入は二九^を下らない〇同樣な傾向は他の植民地 R 於ても見ら 

れる。 

/ 

一九三四年に於ける西南アフリカ(現在は南阿聯邦の委任統治地)の獨乙本國よ 
6の輸入は一一六、五•八二磅であるが、南阿聯邦よ6の輸入は七七一、八七 I 磅の多 
額に達してゐる。一九奎年には畐アフリカの輸入の七四％は南阿聯邦の 占める 
所となつた。と N ； ろが一九一三年 ( C は西南アフリカの輸入の八 一%は獨乙本國の占 
める所であつたのだ。 - 

更に右と同様な割合が他の舊植民地 ( C 於てもみられる。例へば、- ーユ —ギ， ーヤ (現 
在は濠洲の委任統治下にある)の輸入の四一^は委任統治國が占め、一二％•は英本 
國が占め、獨乙は僅に六^を占める ic 過ぎない。 

蓋し『貿易は國旗に從ふ』と云ふ事は今や常識的な原則である。滔々として全 ifc 
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蓋し『貿易は國旗 k 從ふ J と 云ふ事は今や常識的な原則である。滔 々として 全 世 

界にはび乙る 國 家主 義經濟時代に、 その本國製品の輸出の增 加を圖るには、植找池 

1:獲得する以外 ic 途はない。 

海外領土に於ては假令•關税自由、 門戶 開放等の原則が適用 3れ て も、 植民地の 
鐵道敷設、産業施設、交通建設材料の大量注文は、先づ優先的に 共の本國に 向けら 
れる。此の事は亦本國の資本輸出活動と關聯して極めて重要な ので ある •か、 其れ 以 
外 ic も、輸出品製造 R ょる本國の勞働市場の緩和、或ば海運業の 隆盛に役立つもの 
とみら n る。 

殊に獨乙の場合 ic は、對外輸出を通じて取得する收入•か、必要原料購買 資金の 重 
要構成部分を成す實情ょ. OV して、製品販路としての植民地の必要は、| 段と强いも 
のがあると云ふ。(加田氏、現代の植民政策 三 一七頁) 

獨逸貿易の安全辨 


大植民地領有國が、獨乙の植民地返還要求を拒絕する口實として屢 々『植民地 碩 
有は、乙れを領有する國 にとつて 負擔 となるであらぅ J と 主張して， Q るが、リツ ダ 
ア•クオ シ • H ツブ 博士は次の如く駁轚してゐる。大英 帝國の輸入貿易に於て植民地 
の占める割合は、最近十二年間に三割一分から四割二分に著增したのに對し 、輸出 
貿易に於て占める割合は四割一分から四割九分への微增 である。 

同様の傾向はフランスに就いても見られ、フランス本國の輸入貿易 ic 於て植民 m I 
の占める割合は、最近十年の間に一割から二割六分に增大したのに對し、 輸出貿易- -1 
比於ける割合は一割四分から三割二分に增加した。たと へこれらの 事實を無視す る 
(C しても、植民地は無價値であるとの言を屢々耳 { C するのは、奇異な感じを催5せ 
る。 若し果して植民地が無價値であるとすれば、獨乙へ植民地を返還する事は委任 
統治國 { C とつて單に慊牲でないのみならず、救濟をすら意味する筈である。 


英國の植民地問題の論者は、屢々右の如き意見を發表して S るの が、獨乙 にと〇 



相 兵蚶 題の 髓者は 屢々右の如き意見を發表して居るのが、獨乙にとつ 
ては興味深く注視3れてゐネ。 

上述の事からして、植民地問題は單なる原料問題でない事が明らかであらぅ。獨 
乙は舊植民地を回復しなければ、その貿易を發展せしめる事は不可能である。獨乙 
の外國爲替の諸事情からみて最も重要な點は、獨乙は、その通貨が 流通し その 主權 
k 從屬する地域から、外國爲替で支拂はれて， Q る原料 及び 食料の大部分を取得す る 
必要に迫ら n てゐると云ふ事である。.かくの如き方法 ic ょる外、獨乙の贸易は.獨 
乙の經濟の安全と安定と^絕對に必要な手段、卽ち外阈爲替を 獲得する事は 不可能 
である。關税の引下げや贸易制限の撤廢は、多くの點で望 寸しいとは云へ、獨 乙の 
必要を 滿 足せしめる には 不充分である。 …： 』とし、從つて獨乙は先づ第一に英國 
に對して、 植民地 返還要求を爲す。何故なら、英國 Z 1 そ獨乙 植民地橫輕の際こ主要 
な役割を演じた國であると共に、 橫蓉 された植民地の大部分が大英帝國を 構成す る 
諸國にょつて統治されてゐるからであると云ふ。 
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移住 地と、しての 植民地 

V 

V » • ♦ t 

世界の人口密度 

，本國 の過剰人口の捌口として植民地の意赛が重要視され る。 か、る主張は獨乙 tc 
限らず 所謂 『持たざる國』の一樣に主張する 所で あ6、而してその議論の根據は、 
各 H の人口密度の相違で ある。 いま各國の人口密度5:みる { C 左の通りで ある。 

■. 一平方轩當6密度 . 調査年度 
英本國 一九二 一九三四 
佛蘭西 七六 一九三四 
白 耳 義 > 二七〇 一九一二四 
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七〇 


二四六 


九一一一四 




北米合衆國 
獨乙(ザ—ル除外) 
伊太利 


三九 
三七 
八六 


一九三四 
一九三三 
一九三〇 

一九三三 

一九三四 

一九三四 

一九三五 


前表にょると、白、和、英•日は獨乙ょ6も高度の人口密度を示し、伊太利は獨 
乙と略々均しい。而も日、 伊を 除いては何れも本國面積の 數 十倍に相當 する大なる 
植民地を持ち、英國の一四二倍を筆頭に、白耳義八一倍、和蘭六〇倍、佛蘭西二四 
倍と計算3れ てゐる。 

更に日獨伊の三國は年♦人口が激增して行く。一九三五年 ic 日本百二萬人、獨乙 





四十七萬人、伊太利四十萬人の增加となつてゐる。 

以上の觀點よ6一片の植民地をも領有しない獨乙が、をの人口の捌 口として 植民 
地の返還要求をなすのは當然であると說かはる。 


人口捌口としての植民地は無價値か 


獨乙の此の主張に對しては、主として英米側の論者よ.〇批判が與へられてゐ る。 
七れは歷史的にみて、植民地が過剰人口の收容に對して、殆ど役割1:演じな かつた 
事を指摘す る もので、をの代表的な見解は米國のグ ロゲア•クラ—クの 著作に みら 


れる 


獨乙の舊植民地は、獨乙人の移住 { C は、餘6役に立たなかつた事は確實である0 
舊植民地 ic 獨乙人の多數が農業移民其の他の移民として永住する 事は抛棄されてゐ 
た。確に熱帶地方は白人の居住には適しない所が多い。 併し獨乙の舊植民地た る 西 
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南アフリカやタンガ- 一力 や カメル ンの高地❖方 li 白人の永住に不適ではない。まを 
科學の力にょつて熱帶病を克服する事も可能である。 

此の事はパナ *▼■ 運河地帶 k 於て成功した例がある。 
r 熱帶地方で も 植民地を領有すれば、農業移民は見込な しとす るも、 貿易、工業、 
行政等 ic 從事する人間の就職の機會は明らかである。殊に土^と協力して產業 5 T 5 P 
發せんがため^ 、國家的計畫の下ほ組織的な統制的移民をなすならば、かな6の成 
績はあがるであらぅと 。 J (阿部氏、人口資源、植民地、一六一頁) 

狙ひは精神的效采 

〆 ， ： I Z 

獨乙の場合^於ては、自國の植民地への移民は、特に青年に とつて 重要である。 
頑健で雄心.#々たる靑年が、自國の海外領土に於て、働けると云 ふ 事は、 靑年に k 
なる希望を與へるものである〇靑年に希望なき事は、 有て る國に對 する 爆 發の前 Q 


ill 




• チ - f i 4 

,.nw ;5r 
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である。 

更に現在約三千萬人の獨乙人が諸外國に出てゐるが、彼等は 彼等の子•孫•かや •かて 
獨乙の國藉を喪失してし ^ ふ事を心配して， Q る。若し獨乙が 自國の 植民地を領有す 
れば、か、る心配は可成6緩和5れる筈。 

更に植民地は、直接 R 移民と して 本國の人口を收容 する のみでな く、 植民地への 
箱出品の生産並に販賣の仕事を通じて本阈人に就職の機會を 多くして， Q る。獨乙に一 
於ては對外投資のための物資の生產や舊植民地への輸出品の生產 にょつ.て、職を 得 -11 
てわる者は五十萬人 ic 達すると推算3れて， Q る〇獨乙の植民地への 直接の移民は 少 
數であつたが、植民地への輸出品生産に從事す る 事にょつ て、本 g の勞働 市場の髂 
迫は少からず緩和5れ てゐた のである。 
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投資地としての植民地 、 

籲 

• . - 

--• \ - ' * • 

•十九世紀末葉以來、列强國に於ける植民活動の最も甚本的な經濟的要求 |±、母國 
k 於ける過剰資本の輸出にあつた。植民地1半植民地货て、 その低 f 勞働賃 
銀や安價な原料及び土地等を基礎として確保せられ る所謂槌民地的 高利 潤を目指し 
て、列强國の對外投資活動の角逐は極めて活潑であつた。 

/〇れに加ふ -5 に、2.れら領域に對する資本の輸出は、 原料資源の 獲得、 或は商品 

I 大と f 雲錳びつ s vf 點で、其の蠢1層大 f もの K 

ある。 

擊 

，若し資本輸出が植民地乃至半植民地への借款の形で行 はれる場合には、屢 々•その 
附帶條件とし V 母屋品の膦会强要する.。例へば軍事倦款^ 5らば抬ど例外なく丈、 





の材料の購入が條件とな〇て. Q る 9 

次に資本輸出が產業資本或は金融資本の形に於て植民地に於ける直接事業經營ゃ 
植民地企業への金融的參與に向けられる場合には、極めて通則的に、植民地原料生 
產事業の獨占的經營が企てられ、咬た植民地企業の金融的支配權が振られる。 

-大戰後現在 R 至る迄の列强國の投資活動中最も著しいのは北米合衆國の進出であ 
る*^ 

現在英米佛は世界の三大投資國である。乙れに反し、第一次歐洲大戰後の獨乙は 
今迄のと乙ろ、其の對外投資は少額である。然し第一次世界戰前には十億金磅を越 
ぇる對外投資があつたの•た•か、それもべンの一走6で^の正當な所有老から蓉ひ去 
つたのだ思へば殘念な話だ。 
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食糧不足とその對策'. 

f 

* I * 

自給率は八二^、 

獨乙は鑛物資源の惱みと共化、食糧資源にも不足を感じてゐる0卽ち一九三七$ 
に於ける食糧1率は八二％である。歐洲大戰當時に於け|れは八 of 當であ 
つたから、當時に比較すると同給率は僅かながら高まつてぬる。然し食糧 I 全に 
自給し得な s 狀態にある事は、歐洲大戰の場合に於けると同様 k 將來戰に於ても3 
乙の致命傷となる危險があると心配 3 n てゐた。 

獨乙の食糧 - mi 給に關する統計は、第一表の如くで、 植物性脂肪に於ては僅かに六 
今動物性食糧に於ては七篆、植物性食糧は九— しか 自給し得ない 。 • 

. * 丨 «*» 

l _ ___ _ 
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植物性食糧は、自給の域に近い •か、 を n でも年々四百十萬瓧見當の穀物を輸入し 


次け n ばならない。 


そ乙で政府は巨額の資金を投じて耕地の開拓と改良を行 a 、 耕地面積は一九三三 
I 四耕作年度から一九三七—八年度の間に五十三萬六千へクター火を增加した。 

なほ同一期間に、飛行場、道路、建物其の他軍備再建に必要な地面が六十五萬へ 
クタ—ルを增加した事は注目すべき現象である。 


增產獎勵策 


政庇は肥料の強制的値下を行つて肥料消费の增加を II つた。肥料消费は一九二八 
I 九年突の百七十二萬九千瓧に對して一九三七—八年度に li 二百四十七萵九千瓧に 


增加した。 . - 、 

次に勞働力不足を補ふために^業の機械化•か一層促進3れ、農業機^器具.の新規 


購入は一九三111三年度の一億三千八百萬 



1 二 -t: — '^<p5c;ci9s 








1 スは一九三11二年度の一億三千八百萬 マルクから一九 H 七— 八 年度 ic は四儅 ra 
千 三百萬 マルクに增加した。 

f した農產物の增產獎勵 k 為はらず、一九三六年泛天候の影 —ょる不作 
のためにラィ麥(黑.つ用原料)の飼料への使甩—じ、11び馬—の 
紛をパンに混ぜ—•か必要になつたし、一九三七年及び一九三 八年にも例へば小麥 
の輸入百廿二萬越及び百廿八萬瓲を行はねばならなかつた。 

農產物增產の前途も亦樂觀を許3ない。その理由としては、 耕地面積の增大•か 困 

難 f と、單位當-〇收穫の向上•か限度に 近づ—、 ぁるのに 加へ て、 農業勞働者が 
不足してゐる事である0 . 

農業省大臣の報告にょれば一九三三年から一九三八年の間に七十萬人の農業勞働 
者が工業及び商業に轉じた、め、その補充として、伊太利及びボ L フンドから季節 
的勞働者 I 入せねば—なかつた、仑の數は一九 三 七年に十二萬人に 上つてゐる。 
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ウクライナの食糧庫 

令 

その上、才—ストリアの合併は食糧自給の上に於てマイナスとなつた。卽ち才 I 
ストリアの食糧自袷率は、獨乙の八二％に對して七三乃至七四彤糧に過ぎない0 
爻たズデ—テン獨乙地方の食糧自給率 li 更に低 S 。 

然しボへミヤ及び モラ ビヤを保護國化した 乙とは、 農齑物供給について 獨 乙の 役 
JC 立つ。その譯は、ボ-へミヤ及びモラビヤの人口一人當6穀物收穫量は舊獨乙のそ 
拉に比較して可成6高いからである。 

併し、新に獨立したス11ヴアキヤは農產物に於て貧弱で ある。 

舊チ H ツ コ ス U ゲアキヤは一九三七年に 穀物 及び 穀粉を 卅五萬二 千瓲輸出して4> 
た力ら結局、獨乙は2.の程度の食糧供給力を增大し 得る 譯だが 、然しそれだけでは 
自給出來ない。 



矢 張6、ル-.マニアを始め東歐諸國 と 提携し、或は ウクラィナを 支配下に置く 0 
でなければ、戰時 ic 於け る 食糧供給に 苦し爻ねばならない。 . 

TM ア、舊チ H ツコス p グアキャニ ンガ？、ブルガリア、ギリシャ 等の 

穀物輸出 i 合計はーヶ年四百萬磬超へるから、 乙れ ら の 國 の穀物輸出を全部獨乙 
が獨占するならば、獨穀物自給は達成 出 來る譯だ。 

第一表獨乙の食糧自給狀態 

(食料品消^に對する國產食糧の需給^) 

, 食糧全體 植物性食趙 動物性食糧 g 物性食用 

一 

一九三二年 七五 九 六 八 二 五八 〇 
一九三三年 -八一 --00 八五 六七 一 


一九二九年 


.七三 


輸入原料に徐人原料に 
ょる R 座品ょる鉍杳品 
を含む を除く 

九！* 八二 五七 
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一九三四年 八〇 九五 八八 七ニニ 
一九三五年 八阻 九八 八六 七五 五 
1九三六年 八一 九一一 八六 七六 六 
1九三七年 八二 九三 八七 七四- 六 

主要原料品自給串(一九三四年頃) 

主要原料品の中、石炭は一九三四年には全歐洲の四五、三七^の中、英國が二〇、 
四 六%を占め、獨乙は一一、三九^で第二位を占め、鐵鑛は一九三三年に 於て、全歐 
洲の產 額が 五 五、 〇五^の、 中、 佛國はコーニ 、九 八^であるのに對し 、獨 乙は僅に 二、 八 
三%のみである。 

棉花は全部米國、印度、 H ヂブト等にその供給を仰 r 狀態である。 

ゴムは、一九三四年には、全世界迤額の五七、八^を占める英植民地ょ6の輸入 (C 
俟たねばならず、銅は一九三三年に13:全歐洲の產額一四、三二^に對して二八、一% 
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で海外よ6の輸入 k よらねばなら0 fo 


ァルミ-ーク—ム鑛は一九三四年に於て、全歐洲の產額六二、 三八 ^ の 中、 獨乙は 二 
二、〇四^を占めてゐる〇 

-ーッニ鑛は*ナ5獨占3れ、石油は米國の獨占下に—產出證 の輸入を 爲 
しつ、ある實狀である0 

かくて、獨乙舊植民地に於け f の經濟的價値—に原料品の 獲得に對 して、 e 一 
分なる滿足を與へてゐない事は明瞭で ある •か、更に最近の 數字 によつ て、 原料資源 —119 
自給程度を檢討してみよう。 

まづ鐵から見よう。一九三七年に於て獨乙は鐵鑛石 及びこガ i 一千七百八十 
萬要消費した•か、 M れ—し國產鐵鑛石は九百八十萬 f 過—いから、殘ぅよ 

輸入によつて賄はれた？ある。卽ち同年に於ける鐵鑛石輸人は二千六十萬趙 であ 
る。 (第二表參照) 




歐洲戰前の一九一三年 JC は獨乙帝國は二千八百六十萬瓲の鐡鑛石生產を行つてゐ 
た。' • 

乙れだけの鐵鑛石があれば、今日の獨乙の鐵鑛石需要は自給出來る譯だ•か、ァル 
ナス•口 I レンを失つた、めに、現在までは右の樣な大量の輸入をしなけ n ばなら 
ぬのである0 

次に鐡鑛石の輸入先は、一九三/六年には一千八百五十萬瓲輸入した•か i ,デン. 
フランスが主で、ス H 丨デンは八百二十萬趟、フランスは六百八十萬瓲を占めてゐ 
る。(第三表參照) , . 

' . , 'V 

戰時 JC 於ける佛國からの鐵鑛石輸入杜絕が獨乙の鐵鑛業に、更に軍需品生齑に如 
何なる打墼を與へるかは明瞭である。 

第二表獨乙の銑鐵と鐵鑛石(單位千瓲) . 


一九三六年 一九三七年 一九三八年 




九三六年 


九三七年 



銳鐵生產 一五、三〇〇 一五、六三〇 一七、六八〇 
• 1鐵(故^鐵を . 

含む>純輸入 ーナ〇 六四〇 • 一•、五三〇 .. 
鐵鑛石純輸入 一八、四六〇•二〇、六一 o ' 一一一、九一一〇 
Ifi 賴マンガ ニ六、四一〇 二七、七九0 I 
〔備考〕一九.三七年及び一九三八年の銳鐡生產 ic はォーストリア及びズデー 
テンドィツを含^ず。 

乙れを含めると、一九三七年は一五、九六百萬瓲、|.九三八年は一八、五一15*茁瓲 
となる0 / 

-第三表鐡鑛石の國別輸入額(一九411六年單位千瓲) 

ス H 丨デン 八、一一四八 

佛 國 六、八六〇 


ス •へ 


1、〇六 
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歐洲移民中獨乙人の占める割合 (%) 

一八八五年迄は獨乙人は大量-^ 移民し、 歐洲諸國民 中 移民の多い事に 於て は英國 
K 次いで第二位であつ. た。 卽ち左の通りである。 


― _ 

九 • 

〇 

— ■ » 

1 

_■ 為 

.八 

九 
■ • 

1 

—烏 

八 

八 

T 

八 

七 

1 

八 

ノヽ 

- • 

1 

為 

八 

五 

-■嶋 

1 

年 

_ —為 

九 

〇, 

年 

—■ ^ 

九 

〇 

〇 

年 

八 

九 
〇 
年 

■ ■ • 

八 

八 

〇 

年 

八 

七 

〇 

年 

八 

〇 

年 

次 

— 

• 

- JL - 

ハ 

五 

.6. 

五 

_ 

♦ ン 

五 

— L * 

ノヽ 

i 

ハ 

四 

i 

英 

國 

人 

參 

七 

i 

八 

一一 ▲ 

八 

ノ、 

—国， 

八. 

• 

獨 

乙 

人 

■. 

九 

m 

6 

參 

八 

四 

i 

1 

伊 

太 

利 

人 



，一九二丄九 14 年 二六•七 r ニ ニ三•二 

然し一八八五年以降は政府の政策、例へば ビスマルク 時代の •フ ニャに於ける •ホ 
丨ランド地方への植民法によ 6 海外移民は 激減した。 

十九世紀—以降、獨乙の總人口 S 年七、八十萬人宛增 加し裘、 乙— 
る人口は本國の H 業化によつて、よく吸收哀たのであつた。 . 

獨乙の HI の製品輸出の如何に旺盛で あつ— は、獨 乙—か大— 
市場を風靡した事 ic よつ'て知る事が出來る。 

では黎七、八十萬人宛增加せる人口の中どれ位が移—とし—ばけたかとみ 
るに、一八四六彳11年の八十六年間に獨 乙の 移出民は四百八十八萬九千人で 
あつた。 m の同一期間に人口は三千四百六十 一 萬六千人から六千五百七十 一—千 
人に—十一萬人增加したから、增加人口の六分の 一 I 装 t f の 
六分の五は國內に殘つた譯である0 
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では次 ic 乙の移民の移民先 li ど 乙 かとみ るに、 大部分はアメリカへ 渡つたのであ 

/ % . 

る 。 、 . 

獨 乙の植民地へ定住したものは掻く少數であつ た。 勿論獨乙の植民地は、白人の 
居住に 不適 當だと云ふのではな S * か、 大戰前に於て獨乙の全植民地に於ける獨乙人 
は約 二萬 人に過ぎなか0 た。 一 
その內譯は左の通り 

世界大戰前の獨領植民地に於ける在留獨乙人 
地 名 人數(單位人) 

トーゴー 三二七 # 
獨領東印度 三、二三 

カメルーン . 二'一一 
西南アフリカ * 二、一四〇 



膠州锊 
太平洋諸島 


三、八〇六 

一、五二 


大戰前の獨逸植民地〃 

I • * • y 

一九二〇年迄は、獨乙はアフリカ大陸及び南太平洋 it 本國の六倍} C 相當する植民 
地を有してゐた。その總面積は百十四萬平方哩に上6、その人口は土着民を加へて 
約一千四百萬人の多きに達して. Q た。その內譯は左の通6である。 

世界大戰直前の獨領植民地の面積及び人口 
, 面積(平方哩)總人口 { fAtt ) 

獨領東アフリカ . §、§ 5五0 
獨領西南アフクカ .# 一、§ 一§ 

カメルン HofBo ，一一、八五 Q 


歐洲人 

51100 

一四ズ8 

1、会1 


獨乙人 

rioo 

一一一、一一 B 

一 i 



一会0 


— 1 ? 0 — 



ーーー四、08 

ioco 
一、08 
一一8 


1 、§ 
1 i 
四、80 

5 


一一 g 

1 三 、' i 

S 

B 、 五8 


さ〇 

ISO 
曼〇 
300 


弯§ 


六00 


九 S 


七五0 


アフリカ合計 
獨領ナ モア 

膠州锊租借〇 
獨領二 r ギ1一- r 

ビス ►ルタ 群島 
マ—シャル 群島' 

マ ss アナ群島 
力ロリン群島. 

世界大戰直前の數年間に、獨乙の植民地は著しい發展を遂げた。卽ち本國との貿 
易額は急速 ic 增加し、一、九一三年には一億一千萬ライヒスマルタに達した。本國以 
外の國々への輸出も增加した。 


ros 


六00 


四六0 


一§ 



f ..、.：：：,, 
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ノ本國からの植民地開發费も年 ❖ 減少する事•か出來た。一九一三年—一四年の合計 
年度には、植民地補助額は三千二百萬 ラィヒ スマルタに達しなかつた。 1 P ち 當時旣 
比獨乙植民地は殆ど自活し得る狀態 ic 達し -- C ゐた譯だ。 
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世界賀易1: 於け ろ英獨 の競爭 ' • 

< 

世界貿易に於ける英獨の對立は嘗ては、 I 九一四年の 世界大戰を惹起レた。今や 
'贸易上に於ける英獨‘の對立が激化の一路1:迎6つ、ある。 

一九二九年、一九三二年及び一九 三 七年の三年を選んで、比較してみょぅ。1九 
11九年を選ん•たのは、乙の年が國際貿易の最高頂に達した年 だからで あ 6、 一九 三 

二年は 反對に最も沈滯し$で管、且つナチ k 獨乙出現の前年に當つてゐるから 
でぁる。 . \ ン 

' 西歐に於ける兩國 

西歐の大多數の國 々に於ける獨乙の貿易收入は僅少であつ々。一九三七芦こ 一^, 


三七年に於けるフランス、ベルギー、オランダ及びスィスの輸入に於て、獨乙の占 
める割合は一九二九年、三二年の何 n よ6も減少した。 

獨乙の輸入も亦、右の諸國の輸出に於いて獨乙の占める割合が、或る場合には一 
九三二年よりも寧ろ增加してゐる”を除けば、同様に減少してゐる。 

次に英國だ•か、 NJn ら四ヶ國の貿易に於いて英國の占める割合も一九二九年よ6 

は減少してゐるが、一九三二年よ- cv も增加して， Q るところ も ある 0 だが、 •ホルト ガ 

• « » ' - ■ « i 

ルに於ては•ホルトガルの輸入に於いて英國の占める割合は著しく減少した。•ホルト 

ガルを除けば西歐に於ける英國と獨乙の成績は甚だ類似して， Q る。 

北歐では英國が優位 •- 

北歐に於ては英國が有利であつて、獨乙には不利であつた 0 . 卽ちフィンランドの 

綠 入に 於て英頃の.占める 割 八；： li 一 三•〇 5^ からニニ* 1% (:增加したのに r/ 又し、 獨乙 



偷入に於て英阀の.占める割公はニー.〇^からニニ *1.^(: 增加したのに反し、獨乙 

の 占める割合は三八 •三% 7 から二〇.三^に減少した。同様の傾向は北歐のすベての 

國についてみる事が出來るのだ。 • 

, . -- 

乙れらの國々から獨乙への輸出は、輸入ほど著しい減少を示3なかつた。ス H I 
デン、/ , -ルゥエ—、ラトゲィァ及びエスト-ーアにあつては、獨乙への輸出が、.輸 
出緦額の中に占める割合は一九二九年ょ6も增加してゐる。 

一般的にみて、北歐では英國式貿易方法，が獨乙式の乙 n ょ6も大きな成功を收め 
て ゐる 事が判 かる。 - 

中歐及び東南歐 

中歐及び東南歐は獨乙が最も華々しい成功を收めた舞臺である。乙の地方に磁す 
る八ヶ國の中、チ H ッコスロゲァキヤを除く他のすべての國々は、その輸入贸易に 
於て獨乙.の占める割合が大いに增加してゐる。 
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乙れらの增加の中、或るものに ii ' 目覺ましいものがある。例へば トルコの獨乙か 

* - 

らの 輸入は、一九二九年に？は總輸入額の一七•要つ？のが、一九 三 七 年には 
四三•七/%に增加してゐる。だがダニ.-ブ及びパル ヵン 諸國への 輸出の增加は一戈 
的には英國を犠牲にして行はれたぐのでは なハ。 

ィタリア、トルコ、ギリシャ及びブルガリアの輸入に於て英阈の占める割合は減 
少したが、しかし他の四ヶ國に於ては增加して， Q る0 

m . 

一般的に 獨乙の占める割合は增加しつ、あるが、しかしル—マニア、ハンガリ— 
及びチエッコスロヴアキアは其の 例外を な 'L てゐる。チェッコスロゲアキヤ、ユ— 
ゴスラ r ア(特に顯著)ブルガリア 、 VI ア及び C ガリ•からの英网への 
輸出は增 加してゐるが、其の他の國々からの輸出は減少して， Q る。 
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乙、の數字を見ると、其の輸出に於ては、元來英國への輸出が大部分を占めてゐ 

るので あるが、 一般的に可成6の增加を示して居.〇/輸入 ic 於ては、其等の市場に 
於いて英國の 地位が 少くとも維持 sn てゐる事を示してゐる 。但し 乙 n{c は例外•か 
ある。 そ n はアィレで ある。 更に印度の市場に於て英國の占める割合が低下してわ 
る事も注目に値する。 

そして 印度はまた、2.のグル—ブの中で、獨乙からの輸入•か著增して^る事を示 
す唯一の國でもある。 . 

英國植民地に於ける狀態は、自治領に於けるそれと甚だ類似してゐる。植民地の 

輸入に於いて獨乙の占める割合は何處で，も甚だ少い。そして殆どすベての所で一九 

« • • \ j 

二九年よ6も減少してゐる。 - 

ナイヂ H リア及びゴ—ルド n ストは獨乙と多額な貿易1:やつてゐる主な植民地で 
あつて、輸出が主となつてゐる。獨乙は一九二九年に於て は、 ナイヂ H リアの輸出 






の一九•五^ゴ—ルドコストの輸出の一八％を占めてゐたが j 九三六年には、ナィヂ 
H リァの輸出の二三^ゴールド n ストの一八^を占めるに至つた。- 
植民地の貿易に於て英國の占める割合は何處でも大きいが、しかし一般 fc 一九二 
九年以後增加してゐな S 1 • 、 



チェッコスロヴアキアの崩嚷 

0 

二： . 7 ‘ . 

ボヘミア乙そ歐洲心臟部 tc 於ける神の選んだ天然の要塞であ6、 

そ n を獲得せる者は歐羅巴の王者である。——ビスマーク 

. - • 

コマルノ會議. 

:〆 . • 

一九 三八年のズデ—テン問題の解決と並んでハン ガ梦丨 はス t > ブア キヤの 一部及 
び火テ-ーア全部の割讓を要求した。乙 n は同年十月 九日から 聞か n た コマルノ 會議 
に於て折衝されたが、十四日に至つ て 會議は決裂し、文字通り n マル ノ會議は コマ 
ル問題にぶつかつたが、獨伊の調停に.ょ0て、その七割が承認3れ、またボ|ラン 
ドのテッシ H ン地方割讓の要求は、乙れ ^ た幾多の波瀾曲折を經て 、十一月廿七日 
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新國境の確定 5:見る (C 至つ た。. 

かくて國境の整理を終る や、 スロゲ アキ ヤには十一月 
七日、スヂゲ アキア 人民黨副總理チンを首班と する 自治 
政府か樹立され、^た ルテンア ic は同月九日、 ルテニア 
人代表にょつてブロディ自治政府が組織 5れ、乙の兩地 
方 ic 軍事、外交及び經濟を除く廣汎な自治が與 へられた 
のであ〇た。 . 


ス n ヴアキヤの獨立運動 


然るに ス TJ ゲアキア 自治政府は、共產黨 を彈壓し、反 
ュダャ人政策を行 a 、 獨乙民族とハンガリ— 民族 ic 對す 
る 優遇政策を行 a 、 チ H ッコ政府に 對して 、獨立 軍隊の 


保持、 外務經濟等の共通 宵廳に對するス：ーゲァキァ人の比率任羽. 







保持^務經濟等の共通 f ; 廳に對 するスロゲアキア 人の 比率 任用 •モラ ゲィア ^ ぃ肖 

地方， をス、ゲアキア領に編入する事を要求する等强硬 な獨立政策を 進めた。 ， 
またルテ-ーアに於ても、ブロディ首相、フェンチック經濟相 等はハン ガリ ーとの 
合併を畫策し、フェンチック.フアシスト戰線が組織5れ、活潑なハンガリ|への 
合併運動が展開された。 • 

力ょぅなスロゲアキヤ及びルテ ーー ア ic 於ける分離運動に對して、チユ ッコ 政府は 
極力 乙れを抑へるため夂、ルテニアのブロディ首相、フユンキック經濟格等を寶國 
奴として追訴した。 | 

一九三九年三月十日、チ H ッ n 政府は、ス .t» ゲア キヤの チソ內閣 が、獨 乙の 保護の 
下に、スロゲ アキ ヤの獨立を企てた 事を 理由として、チソ 首相以下四人の閣僚を 罷 
免し、 チ H ッコ派のシゲアク文相を臨時首相に任命すると共に、貧都ブラチスラヴ 
ア1初め各主要都市に戒餞令を布さ、分離獨立派に大彈壓 を加へ た〇乙、 に於て忽 
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ち獨立派、獨乙人諸團體に激烈な反對が起ぅ、各地 {C 於て、チユッ n 兵との衝突•か 
勃發し、事態は極度に險惡となつた。 

乙れ { C 驚いた チ H ッ n 政府は、ペラン內閣に副總理 としてスロゲァキァを代表し 
て. Q るス TJ ゲァキァ國民議會議長の シドー ルを首班と する 新內閣を 任命して 事 i の 
緩和を計らう とした •か、時旣に遲く、ゥキーンに逃れた チソ 首相は、三月十三日、 
ペルジン {<: 於てヒッラーと會見して重要協議をとげ、直ちに ブラ チ スラ Yr に歸る 
や、十四日、國民議會は俄然ス T 1 ゲァキァの獨立宣言を可決し、 チソを 大統領に推 
して 新政府を樹立し、ヒッラ-に對して猨助を要請した。 

チヱッ n の運命はヒットラーの手に 

• I , 

右の要請 5: 受けたヒットラ—は、卽時、陸空軍を動員してチュツ n 進駐の態勢を 
整へた。 


乙、に於て翌十五日、チ H ツコのハーハ大統領は、フウアルコウスキ-外相^帶 
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NJ 、 に於て翌十五日、チェッコのハ—ハ大統領は、フゥアル n ゥスキー外相^帶 
同して ベルリンに 急行し、 ヒット ラー總統並 R リッペ ント v » ッブ外相と 協議の結果、 
チ H ッコ 共和國の運命 5 : 獨乙に托する旨の共同宣言•か聲表され、 ヒット ラーの命令 
1下、待機中の獨乙陸空軍の精銳は、直ちに國境を.越ぇて進軍し、スロゲアキアの 
首都ブラチスラゲア及びチ H ッ n . の首都ブラハを始め各要地を占領した。 

また一方、ハンガリ—政府はチ H ッコ政府に對し て、 一九三九年三月十四日午後 
四時、 十二時間を期限とした最後通牒を送つ て、 ルテーー ア地方から卄四時間以內に 
チ •ェッ n 軍を撤退する事、ハンガ-自衞團への武器引渡し、ハンガリ-人に對 する 

壓迫9 中止及びハンガ 文— 人の財產の保護 1: 要求した。 • 

/ * - , 

同時に動員5:命じ、十五日に至つて、 ルテニア 自治政府が獨立の宣言を發するや、 
直ちにハンガ V !軍は進軍を開始し、チ H ッ n 軍と戰爭しつ、各地幻占領し、十六 
日にはボ—ランド との 國境 K 達し、また首都フスト ic 進駐し、 / o >( c 全 ルテニアを 完 






/ 


' ノ 

■全 fc 占領した。 . 

• . • / \ 

力くて三月十五日、ボへミヤ及びモラゲイア全土 樹乙軍の 進駐が完了する 
や、 ヒツ トラ*ル リツ •ヘン.， P ツブ 外相及びカイテル國防相以下を從へ、折からの 
吹雪をついて新領土の首都ブラハ JC 堂々と 劇的な 入城を行つ 

かくの如き、1、一夜にしてチ H ツ I に牧めた f 外交の鮮やか 
W 手際 k 對しては、英佛を初め、全歐洲諸國は 呆然？態で『場が豆錢砲く つた」 
とは文字通6 N ； の時の事で あらぅ。 

• r 

I1九三八年のズデふン地方と併せて獨乙の勢力下に歸 した ボヘミア、モラ 
ゲイア及びス&ヴアキア並にハンガ？軍の占領らたルテニア 地方の廣 f 人口と¬ 
をあげると、 左の 16 であ so 

參 

、 面積(平方 s y 人口(千人) • 

♦ホへミヤ 五 二、 〇〇〇 七、 I c 九 


—M0— 




/ ラヴィァ iln ) 
ス&ヴアキア 
ルテ ニ r 


二 六、 〇〇〇 
四 九、 〇〇〇 
一二、〇〇〇 


三、 五六五 
三、三 二九 
七二五 


右の中チ H ッ コ人は、ボへミャ及びモラゲィアに於て約八百萬人、ス 0ゲアキア 
人は ス TJ ゲアキアに 於て約二百萬人、 A テ-ーア人はルテ- jrk 於て約五十萬人であ 
•る。 

チヱッコスロヴ アキ'ア廿年の歷史を顧る 
チ H ッコ人もスロゲアキア人も、•爻たルテ-ーア人も共 ic スラブ民族に Ji する 民族 
だが、 チェッコ 人の住む ボへミャ 及び モラヴィアは才—ストリ—に、またス ロ ヴア 
キア 及び ルテ-ーアはハンガリ lic 支配され て， q たのであるが、チェッコ人 及びスロ 
ゲアキア 人は、旣 ic 久しい昔から 獨立 運動を行つてゐたのであつた。 


141 — 





* 

'覼 1 大戰が勃發するゃ、獨產動は英佛の支持にょつて勢以を得、 I 九一六年パ 
，丨にチ H ッ n ス13ゲァキァ國民評議會が設立5れ、一九一八年九月廿六 B -4 は臨 
時政府と改稱され、十月十八日、フシントンに於て、チエッ コスロゲァキァ 共和國 
の獨立が宣言され、乙、に兩民族の.新共和國が生れたのであつた。 

乙め獨立運動の指導者が、初代の大統領であつた マサ y ック博士及び一九一八年 
のズデーテン問題で引退したベネシユ前大統領である。 

H ツツパ丨ク B 定 

フシントンに於て共和國獨立が宣言 3れるに先立つて、ビッッパ，グこ>、て、マ 
ナソツクは、チ H ツ n 及びス ロゲ アキア兩民族の代表者と會見して、將來 •ホへ ミヤ、 
5ヴイア及びス ロ- ゲアキア地方莫して、チエツ,,ス ロゲ アキ ア共和闕を建設す 
る 事^ひスキ Kk 對しV、その固有の政府、議會 .裁判所— $1 .の 二 
大原則を約束しだのであつた。 



て大戰の結果と して、ヴ H 




貝を^; 芽し / 2 のであ〇た。 

_ 

かくて大戰の結果として、ヴ H ルサイユ條約 R ょ6新阈境が確定 rtln 、 才丨ス 

，アから.ホへミヤ、乇ラヴイア及びシレシア |:、ハンガリ|からはスロゲアキア及 

びぐ k -I アを一部割！ lr &?、 乙、にチユツ n ユ & ヴアキア國の完成を みたので b 
る。 、 

-殊 ic 火テニア地方は、一九一九年九月の聯合國とチエツ =>との 條約 にょつて、チ 
H ツコス；！ゲアキア共和國の統一 {C 支障のない限 6最も 廣沉な 自治權を持つと乙ろ 
の一自治體とする事及び自治議會を持つ事を保障3れてゐたのであつた0 

因にルテニアはカルパート •ロ シア或はカルパート•ククラ イナと 呼ばれ、 ルテニ 
ア人はウクライナ民族である。 

崩壊の悲劇の原因 

しかるに、共和國が完成し、マサリック博士が大統領に選ばれパ新敎府が紐織3 
れたが、スロゲアキア^も、ルテ|1ア^も自治は與へら叮なかつ>0 



之 >• に於て、スロゲアキ r ( c 於ては、スロヴ r キア國民黨を中心とするビッッパ 
—グ協定の履行を要求する運動が起6、ぐ K 一ーアに於ても反チ H ッ n の氣勢がたか 
文つた。 

しかもチ H ッ=»..政府は一九二〇年}2:、地方行政制度の改革を行ひ、ス：1ゲアキア 
及びルテニアを更 tc 小地域の縣 tc 分割して、反チ H ッ n 派の勢力を弱めょぅと企て 
左のであつた。 

ビッッパーグ協定は、▼サタック大統領が署名した先のであるに本拘らず、チ H 
ク n 政府•か、乙れを新憲法制定以前の地方的協定であるとして乙れを無視し、爻た 
ルテニアに關する事は條約にょつて保障され、新憲法に於ても規定してゐるに拘ら 
ず、チ！ーッ n 政府が乙れを裏切つた事は、.スロヴアキア人及びルテーーア人の深い愤 
懑 を 買 a 、 爾來兩 地方に於ける反チ H ッ n 運動が激化するに至つた。 

而もルテ-ーアの問題は、國際聯盟に陳情3れたこともあつたが、英佛其の他の諸 



國はこれ ic 耳を傾けなかつたょぅな事情が、遂 ( C チユッ n スロゲアキア共和國崩壊 

の悲劇を生むに至つたの* e - ある。 

背後 fc 躍るナヂスの手 

チェッコスロゲアキアには、約三百五十萬人の獨乙人がゐる。ナチス運動は乙の 
人的背景にょつて强力 ic 押上進められた。 

一九三三年、政府は前途を危惧して ナチ ス黨を禁止した が、一九 三 四年、 ヘン ラ 
ィンの指導下に結成 3 れた故國戰線は ナチ ス黨の再生に 外ならず、 三 五年五月 ひ il 
/擧では一擧 {C 議會の第二黨に躍進し、 チ H ッ n にと つては 恐るべき勢力として捺頭 
して來た。 

彼等は表面、チ H ッ n 共和 國 ic 忠誠を誓つてゐるけれども、 實は大獨乙趙 設の强 
力なる 一 II たらんとしてゐた0だ。 














チヱツコ合併の意義 


政、治的意義 

かねて民主々義を標榜した獨乙が、何故思切つて、一千萬人のチユッコ異人種を 
容すべく決心したのか0 

政治的 理由としては、 反獨的聯盟が、歲月を經ると共に武力を充實する現狀に鑑 
、や•かて、 チ h ッ コス t » ゲァキァが 、その連鎖の 中に 包含さ n る時•か來るか も 知 
ない。 だから今の 中に、 チ h ッ コ を合併する事が得策であ^'、且つ必要であると 
へたと 思は n る0 

經濟的原因 

:ズデ-テンの分割に J :- つ6チ H ッコは片輪となる 

第二の原因としては經濟的理由^あげぅる。卽ち一九三八年の秋、ズデーテン® 






乙を合併して、 M れ—獨乙の統制經濟網に收尝 もの、、旣兹 I へミ々 
を1單位として出來上つて， Q $ デ•テンの產業は、乙れ—ンタ U ドから切 
6離しては、その能率が著しく低下す る。 

卽ちズデ—テン•か獨乙に合併された結果、 チエツコス ロゲ アキアは 、その 領土 D 
五分の一、人口 { C して其の二割五分を失つた。 

然しその資源货ては、國土と人口の比例よ—遙に— の— 失した ので 
ある0 


ボへミヤは『才■ストリアの眞珠』 と 云はれた土地であつた•か、その內でも工業 
的 (C はスデーテンが核心を爲したものであ〇た o > 

ステ丨テン地方は石炭と 鐵鑛 石を豐 富に 產出 する。 且っ 乙の 兩者は比較的に均疗 
かとれてゐた。そして石炭は多く輸出し、雲石は外から輸入してゐガのである。 

A>■ k ^^# 、 %» _ A 


- < Jn 

ところが、ズデーテンの分割にょつて、 この 均衡が破 n た0 
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石炭產地の五割はズデ—テン tc 麴し，拎淦1業は"チ H ッコ側に殘つたもの \ 
國境附近の着彈距離に存在する結果、約八割は獨乙の掌中に歸したのである。 

また鐵鑛石の輸入は、獨填合併の後 ic なつて、全く獨乙人側の意向に左右 $ n る 
事にな〇てしまつた。 

チエッ n が農産物についても、同樣の結果•か見ら n る。チエッコは從來小麥と燕 
麥とを輸出して馬鈴薯と玉蜀黍とを輸入してゐたのである。木材の輸出は"その山 
林の廿四%を失つた V めに著しく源少した。 

(2)再建資金二百億クロ丨ネ 

煙草產地の八割、甘菜耕地の大部分をチ H ッ n . からズデ—テクと共 ic 獨乙に讓つ 
た。從〇て工業原料の輸入のため輸出すべき農産物の數量は、極めて貧弱になつて 

• ' - I - 

しまつた。 

E ic il 工業に於ては、有名な硝石工業、繊維工業、化學工業も殆んど四分五裂の 
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狀 態 { C 陷つたし、 電氣事業も同樣 であつ て、 例へば ブラ ーグ 市の tg 力 3 へも、ズデ 

I テンから購入する必要に迫られたのである。 . 

乙れらの產業組織を再建して、チュッ n の國內に昔日の繁榮を取り M す ic は、少 
くと も二百億ク T 3 丨ネの資金を必要と すると みられた 〇乙 の資金は英佛方面からの 
借款 ic ょるょ6外に途がないので、ミュンヘン會議の直後、英國は一千萬 ボンドの 
タレデットをブラーグ政府に供與した譯である。, 

殊(2:チ H ッ n の蒙つた大打墼は、その交通網の半身不髓 となつ た 事である。鐵道 
網が、 各所で 獨乙領を通過す る 結果はチ H ッ n 內の都市が、互に連絡を失つた一事 
にみても大抵は想像が出來 るで あらぅ。 

かくてチ H ッ n は、大戰前の才—ストリアが戰後の小國となつた如く、ズデーテ 
ンを失〇左チ H ッコは、獨立國の地位から附庸國におちた。 

(3)チ H ッ n の資源 . 



然してかく片輪になつた，チ H ツ n の資源はと見れば、獨乙の必要とする幾多の fc 
源が累々として山積して £) る。鐵 . 銅、 石炭並に褐炭 ic 於いては、殆ど獨乙の一割 
に相當する額を出してゐる。卽ち一九三七年の生産高をみると左の通6である。 (單 
位千> ン) 

石 炭 ‘一九、九五六 、 

，褐 炭 一八、〇三六 
'銑 鐵 一、六八〇 

銅 一-:三一六 • 

木材に於ては、建築用材にして八十三萬トン、パルプ用材廿六萬三千トン、 製紙 
用パルブ十三萬六千トンを輸出した。(一九三七年の數字) 

穀物と穀粉は、一九三七年に於いて卅五萬二千トンを輸出してゐる。 

一九三七年春併合した才—ストリアは穀物輸入國であるため、その併合は濁乙の 

食料自給に關し、マィナス {<: なつたが、チ H ッ n 合併は2.の點 ブラス•た。 甜菜糖、 



食料自給に關し、マィナスになつたが、チ H ッ n 合併は2.の點 ブラス •た〇甜菜糖、 
ビ—ル(大麥及びホップを產するから)等も豊富であ6、其の他皮革の輸出も多い。 

だが棉花は殆ど產しないから一.九三七年は十一 萬 二千瓲の棉花を輸入した。金額 
に於て棉花輸入は、 總 輸入額の一割見當を占めてゐる。羊毛の輸入も多額に上办、 
數量は二 萬 九千 班、 金額では棉花に次いで第二位である。一九三七年の緦輸入額 中 
に占める割合は七^四である。チ H ッ n スロゲアキ k は糨維 X 業が盛んであ6、嫌一 
維 品の 輸出 も多いが、その原料品は外國に依存してゐた。 --15 

声 

東南歐進出の必要は解消しない 

石油の產額は云ふに足6ず、一九三七年に二十三萬六千瓲の精製油を輸入して£> 

る。銅の產額も殆ど問題 ic ならない。鉛、亞鉛、アンチ#二—の產額は輸出する程 
の餘力を持たぬ。金產額も云ふ { C 足ぅな S 。 — 




•たから 獨乙の資源的惱み、就中石油不足の惱みはチ H ッ コス！！ゲァキアの併合 Jc 
ょつて未*た解決しない。 〆 —マニアの油田、ユ—ゴ I スラゲイア及びル—マ-ーアの 
銅資源、ユーゴ I スラゲイア及びハンガブーのボーキサイト(アルミ鑛)資源等々を 

目指す東南歐進出の必要は依然として存績してゐる。 

♦ - • ' * . 

一 

金と輸出超過 、 I 
- •-162 
ーチ H ッ=»ス_ロゲァキア國立銀行は一九三九年一月末に於て卄六億九千六百萬クロ，一 

丨ネの金準備と十一億七千三百萬ク T » 丨ネの外貨資産を持つ' t : ゐた。獨乙貨に換算 

すると、金は大體二億三千萬マルク、外貨資産は一億マルクとなる。一九三九年一 

月のライヒスパンク金保有高は僅かに七千百萬マ/^クに過ぎないから、チ H ッコか 

ら、乙れの資產を引繼 C 事は大きな助になる。 

ライヒスバンク liNJ の外に一九三八年二月末にオーストリア國立銀行から金及び. 


ラィヒスバンクは乙の外に一九三八年二月末にォ—ストリァ國立鉬行から金及び- 



外貨資產合計約二億九千萬マルクを引繼いでゐる。乙れら•か如何に大きな作用をし 
方かは言ふまでも.ある^い。 

更にチ H ッ n の貿易は、才—ストリアと違つて每年大きな出超を示してゐる。一 
九三八年の統計はズデーテン獨乙の割！！で複雑してゐるから一九三七年の統計を見 
ょぅ。出超九億九千二百萬クロ —ネである。その中對獨貿易は五千六百翦クローネ 
の入超*たが、對獨貿易を除くと、十億四千八百萬クローネ、獨乙貨に換算して、ザ 
ット九千萬マルクの出超であった。 . 

1九三八年の獨乙貿易が一億九千二百萬マルクの輸入超過 R なってゐる除、チェ 
ッ n 合併の利益は大きい。 

垂涎の 的、 軍！ fliH 場 

. 平和 產業以外に於て、•チ H ッ n が列強と比肩し得るものは、その兵器彈藥工業で 
ある。： ーンドンェ コノ4 スト誌の記述にょれば、チェッコの造兵エ業は、獨乙の五 


窗を生產する能力を 備へ、盛/ I に國外に輸出してゐる。一九三七年中の武器輸出 K 
四億六千四百萬 クローネ (約五千三百萬圓) に上つたのをみても、その j 斑を窺ふ 
事が 出來る。 

乙の尨大な軍需工場は、獨乙の軍備充實にと〇 て 一大資源で ある。 

以上の如き理由ょ 6、獨 乙は、從來の民族主義的主張を 一挪して、 チエッコ1:合 
併した ものと思は n る。 



貿 易 

オーストリアの合併にょり入超激化 

ォーストリアを含む一九三八年(昭秕十三年)の貿易收支は四億三千二百萬マル 
クの入超となつた。一九三七年には四億四千三百萬マルクの出超であつたから、大 
きな逆轉である。 

ォ-ストリアを除いた舊獨乙だけでは、一九三八年 ic 於て一億九千二百萬マ火ク 
の入超だから、ォースリアの合併 R ょ 〇 て 新たに二億四千萬 マルクの 入超が加つ た 
譯である。 

然し才丨ストリアを除いても、獨乙の貿易が惡化した事は明かである。 卽ち 輸出 


一 


は五十二 11 五千七百萬マルクとな 6、 前年卽ち一九三七年に比し六億五チ四百萬 マ 
ルタ(一. 一^一)を激減したのに對し、輸入は五十四億四千九百萬マルクとなつて 
一千九百萬マルク(〇^三)を減じたに止まる。 

では2:の入超代金は何にょつて賄つたかと云へば、一九三五年乃至一九三七年 R 
於て得た出超代金と、 才— ストリァから引ついだ金及び外貨で あらぅ。 

獨乙の國際收 f 又は一九三五年以來發表 sn なくな〇たから、貿易外收支が如何な 
る狀態 ic あるか判からないが、一九三四年の國際收支に鑑みると、資易外收支は大 
tiic 於て均衡を得てゐるものと想像3 n る。 とすると、一九三五年から一九三七年 
爻での間に獨乙貿易は十一億九百萬マルクの出超を 示してゐた か ら 、乙の中から 外 
國愤務 の元利拂にかな 6 の金額が割か n て， q たとしても、 尙ほ多くの金額が、一九 
三八年の入超代金として利用し得たものと思は n る。. 


獨填合併以前の才-ストリァは金、外國爲替及び諸外國への貸勘定を持つて， Q た。 



乙れは合併前の爲替相場で換算すると二億九千萬マルク、合併後に定めら n た換 p 
比率で計算すると、四億五百萬マルクである。獨乙は乙れを引つい•たから、乙れも 
入超代金の決.濟に•使用し得た譯である。 

然しを n にしても、一九三八年 ic 於ける四億三千萬マルクの入超は右の資金をか 
な6喰 a 込んだ。そして今後も、一九三八年の樣な入超が績くとす n ば、それは獨 
乙の貿易にと〇ては重大な問題である。 

輸出か然らずんば死 

のみならず、獨乙の輸出に對する列國の競爭は益令激化しつ、ある。米國は南米 
諸國に對する獨乙品進出と競爭する用意をしてゐるし、英國は輸出補償基金を增加 
して獨乙の輸出と競爭してゐる。 

英米通商協定も亦獨乙の輸出への障害となるであらぅ。 
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N ； れに對し、，獨乙はパ—夕—制、求償制貿易の強化、東南歐 、南米、北歐 、近東 

諸國との貿易關係の緊密化を 圖る事にょつて、 輸出の 增進に努力し つ、 b る。 

また貿易政策 R 於- W - る 一〇の轉換とし - C 注目すベ.きものは、一九三八年十一 

發表 3れた新政策で、それは輸出用原料を優先的に許可するが、それと同時に、政 

府が各事業 ic 與へる注文は、夫々の事^の輸出成績 R 應じて割當てると云ふ規定で 

ある。乙れは一種のジンク制であつて、輸出振興に必死と なつてゐるあら はれで あ 
る0 - 

今日の獨乙にとつて、輸出の不振は、當然原材料、食糧の輸入 減を引き起し、そ 
れは軍備と獨乙經濟に最も恐るべき脅威 1: 與 へるもの•た〇,そして#來戰 1 C 於ける獨 
乙の經濟力 ic 大打墼を與へる。 

『輸出か、然らずんば死 J と云ふ AJ ット f の言葉は第二次歐洲大戰勃發 前の 獨乙 
5:最も端的 { C 表現するものである。 





を最も端的 R 表現するものである。 



獨乙と•ハルカン 


獨乙の東方政策•か、カルパット北西 1 C あるか、或は ダニ！！— ブの浪に乘つ て更 (C 
南進するか、それは今日ょぅ予斷を許さないが、少くとも經濟的には更に東南 ic 向 
つて進出する可能性の多い事は明らかだ。次に具體的に檢討して みょぅ。 

パルカンの農產資源 

獨乙が必要とする食料品並に原料は、東南部及び 中央ヨ丨ロ ッパに於いて、約 五 
割を手に入 n る事が出來る。 

, ハンガリ— と チ*ツ n を除けば、有餘の諸國はすべ v ,ハルカン半岛に 位置する闕 
々である。 





歐洲の東南部は、獨乙の最もめざ爻しい進出の舞臺であつて、過去十年間に驚嘆 
すべき躍進をとげてゐる。例へば一九二九年に於けるトル n ょりの買付高はトル n 
輸出の一七•五^であつたが、1九三七年 R は四三 •七 ^に增加した。東南部歐洲 •か 
獨 乙に 供給し得る物資は、穀物に於いて約四百五十萬グラムトンで ある•か、その內 
の 四百萬トンを以て獨乙の需要.は充分である。 ， 

木材と煙草は、ル—マ- 1 ァ、ユーゴスラゲィァ並 ic トル n 、 ギリシャょ6の輪入 
を以つて需要量の全部を賄ふ事が出來る。 

棉花と羊毛については、トル n 、 ギタシ ャ 、ブル ガジャ 方面から一部分の需要 5 : 
補足する計晝をたて、わる。 

鑛物資源 


ボ—キナィドは、ハンガリ—とユーゴスラゲィァょ-〇、銅鑛石ょル— マ-1ァとユ 
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ボ—キナィドは、ハンガリーとユーゴスラゲィァょ-.〇、銅鑛石はル— マ-ーァとユ 

1 ゴ-スラヴ ィァょ6、 生皮と皮革は全パルヵン半^ ょ. CX 、 何 n もその需要を滿た 
し 得る計算で ある。 

獨乙の必要とする石油は每年三、四百萬トンを下らない。戰時 R なれば、需要は 
或は倍加するかも知 n ない ♦か、 ル ーマ ーー. T は僅に 七、 八十萬トンの石油を輸出し得 
るに過ぎない。 

以上の東南部諸國が輸出する農產物、石油1鑛石等は一九三七年 ic 約廿億マーク 
に上6、獨乙は其の輸人原料の二割を 乙の 方面に仰いでゐる。 

•バルヵンとの貿易關係 

獨乙とバルヵンとの貿易は、-槪してパ|夕一.システムにょつてゐる。 

ハンガリ|、ルーマニァの小麥、ユ|ゴスラヴィァ、火|マ,ーァの木材、卜火コ、 

ギリ、 V ャの煙草の如さは大景に獨乙に輸入されたが、その結果獨乙は却〇 て、 2. れ 




らの諸國にパランスの滯6を生じた c 

これを淸算するために、パル方ン諸國政府は獨乙品の買入獎勵 ic 全力1:つくす必 
要に迫られ、他國品の輸入を防止した。 

然るに獨乙は他の第三回に自由に賣 n る品物の引渡を拒絕し、商品の自由な選擇 
を相手 i - c 許3なかつた、めに、時 R はル ーマ ♦ーァは タィブラィ ターを幾千臺 、ギジ 

シャはハ-モニヵを幾十萬個と買入れる樣な珍現象1:呈した。 | 

62 

それにも拘らず、何故パルヵン諸國は獨乙から離れられないのか。—1 
その理由は 

•(-) 獨乙程莫大な數量を定價で買入 n 得る者が他にない事 
(=:) 農產物の價格を世界市場の水準以上 {C 釣 6 上げた、め、農民は獨乙以外に賣 
る事 5 : 好爻ない事 

三、獨乙が買入 n た物資を廉價に第三國に賣放つた、め、海外市價が低下して、 


三獨乙が買入 n た物資を廉價に第三國に賣放つた、め、海外市價が低下して、 



生產阈は直取引が W 難になつた事 

等をあげうる。 


かくする事にょって、 獨乙は 一石二鳥の利益を占めた。第一に生產國 は獨乙のた 
め ( C 市場を獨占され、第二 ic ダー|ュ ー.. ゲ沿^ と パル ヵンの 生産者に とつて は、 獨乙 
市場が頗る魅惑的になった。 

•乙 n に加ふるに世界の再軍備熱が、獨乙の對外貿易を 助長した〇獨自 の 軍需工場 
を持たない二三流國は、爭って各國 R 軍需品を漁ったが、獨乙は長期クレヂ ットの 
方法1:以って大量の武器を供給し得る唯一の國であった。 

ギリシャ、ハンガリ—等はその通例としてあげる事が出來る。 

バルヵン諸國の惱み . 

之ぅ云ったからとて、東南歐洲諸國が、經濟的に獨乙に隸屬するかの如き形を、ひ 


KEKK 


—■1 


1 Hmmm 


r . 






から喜/ i でゐるのではな so 

却つて、乙 n 以上に獨乙との貿易率が增大する事に危惧ひ念5:抱いてゐる。， .v の 
態度は一面に政治的考慮から來るのみならず、また經濟的 ( C も十分の理由が存在す 
るの•た。 

東南歐洲諸國は、獨乙ょぅ購入出來ない物資を輸入するために、自由爲替を必要 
としてゐる•また獨乙よりの製造品輸入が國內產業の發達を阻害する場合もある0 
獨乙の手によ〇て鑛物資源の開發3れる事を希望しつ、も、專ら獨乙の利益のた 
めに、開發5れる事を欲しない。 

爻た經濟的利益の增大は同時に政治的勢力の附随する事を十分彼等は承知してゐ 


從つて N > n らの小國は、決して獨乙商業政策の熱心な支持者ではない•か、生きん 

がためには是非とも市場をみつけなければならぬ。 
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獨乙に代る取引相手が出現しない限6、獨乙を無視し得ない事は云ふ爻でもな s 
それ•か賭國の惱みの種^* • 
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東歐の寶庫ウクライナ 

獨乙とウクライナの關係は深い 

クタライナ進出は獨乙の傳統的政策である U 獨乙は十八世紀の末から旣に此處に 
着目して資本と技術者を送6、ドンパス其の他で幾多の鑛山を開發 し、 工場を娃て 
、ゐる0 

近くは一九一七年三月の革命に乘じ、タンネンペルヒで露軍を粉碎した獨乙軍は 
ククラ イナ、 クリミヤに殺倒した。其の後ソ聯と結ん* た ブレストリトク スク條約 {C 
於ても、獨乙は其の庇護の下に作つた『獨立國』 ウクライナの支配權を獲得してゐた。 
一九 一八年十一月、 獨乙が戰 敗してウクライナから 放兵するや、 ソ聯 ii 忽らウク 




ラィナを併呑した。 其の後五ケ年計畫の實施に當つ て、多 數の獨 乙人が、再びゥク 
ライナ R はい6、獨乙の技術が流れ i んでゐる。獨乙が東漸政策の最終目標として、 
ククライナを指してゐるのは淺からぬ因緣があるの•た。 

ウクライナとは邊境の意だ 

クタライナとは『邊境』の意味でざる。南は黑海、 アゾフに 直し、南西部で カルパ 
ット 山脈 R 區劃せられた一帶の平原地方である。其の面積は約六十萬平方针 、人口 
は約四千萬人で、大戰前までは大部分が&シア、一部が填洪國 に 分 Ji して， Q た。 

大戰後•ホ—ランド、チ H ッ n が獨立したので、, J n ic ソ聯とル—マ, j アを加へ た 
四ケ國に分割3れ るに 至つた。然しソ聯領以外の地域は殆んど問題 ic ならず、ゥク 
ライナの面積及び人口の約八割はソ聯に包含され てゐる。クク ライナの面 費と 人口 
は左の通6である。(東洋經濟一八五九號 V 三八頁) 
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-、 人口三千百萬人、其の密度は一平方钎について七二八で、ルーマ，ーア、ュ丨ゴー 


よ. CS も高く、フランス、ボ—ランドに接近してゐる。 

然し,〇れをソ聯の他地方に較べると斷然高く、欺露は二六•九一人、白ロシアは四 
11•〇九人に過ぎない ( 一九三三年)卽ちククライナはソ聯邦中最も開化した地方で、 


其の面積は全ソ聯邦の二^二を占める ic 過ぎないが、人口では全體の一九％を占め 


てゐる。 

次にクタライナの人口構成割合を見ょぅ。 ' 

ククライナの人口三千餘萬人のぅち、ククライナ人は約八割の二千五百萬人であ 
る。次は Tr シア人の九%二で約三百萬人、ュダャ人の五^四の百六十萬人、ボーラ 
ンド人の 一^六の四十五萬人、獨乙人の 一%四の四十三萬人である。この外にモル 
ヴィア人が〇您九、ギリシャ人が〇^四、ブルガリア人及び白ロシア人が夫々〇炻 
三ゐる。 


!.» B V V..- ,^ y tl .1— - ii 
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ウクライナの農業 

• • 籲 
* » » 

ウクライナはソ聯にとつて食料品の貪庫であら、重工業の根據地である。 

ククライナは殆ど平原で、その中を歐洲第三の大河ドーーニブル河が 流れてゐる〇 
この爲めに氣候は緩和され、降雨董も適度 ic あつて農業 { C は最も適してわる。 

一九三七年の農業耕地面積は二千四百册.七萬へクタ■であつたが、乙れ はソ聯全 I 
體の一九寶相當する。 そのぅち 穀物の霧面積が七割强 I めて？。そして小--17 
麥の播種面積はソ聯全體の••一八％四—め、大麥は三七％五、 玉蜀黎は三 四％ 四、 

タイ麥は一五^六を占めて， Q る。 

穀物の收穫高は一九 三 五年 {C 一億七千五百萬ツニントオルで、全 聯邦の二割 近く 

k 當〇てゐる。. 

一 

今日のソ聯は甜菜糖の生產で、獨乙を追 a 越して 世界の首位 5:占めて ゐる •か、 y 、 



今日のソ聯は甜菜糖の生產で、獨乙を追 a 越して 世界の首位 5:占めてゐるが、£、 

の大部分はウクライナの產である。革命前乙の地方の甜菜栽培面積は、全國の八^ 
を占めてゐたが、今日では他の地方にも栽培3れてゐるので六八^五に低下してゐ 
る。しかし一九三七年の播種面積八十一萬六千へクタールは帝政時代の數字を遙か 
に超えてゐる。 

實に製糖業を中心とする食料品工業と鑛山業とは、ククライナエ業の二大部 門で 
あつて其の總生產額の三分の二を占めてゐる。而して食料品工業の五分の四 li 製糖 
工業が占めてゐるのだから、甜菜栽培がククライナで如何に重要な地位を占めてゐ 
るか^■分かる。 

工業用作物では最近棉花の栽培が注目 ic 値する、2.れは一九三三年から 始めたも 
の•たが一九三七年の播種額積は廿一一萬二千へクターで全國の一〇^六5:占めてゐ 
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' ウクライナの鐵と石炭 . 

• K ンバスの石炭とクタ ヴオイロ ーグの鐵鑛は、 クタライナを して ソ聯 重工業の 一 
大根據地たらしめてゐる。更にド-|ユブル河の水力は有名なド_1ユブル水力發電所 
五十六萬 キロフットを 造6出し、乙の三者を 基礎と して、 ククライナの 重工業が確 
立されてゐるのだ。 I 
ドンパスの石炭埋藏量は七百億班以上で、其の採炭高は全國の五割以上を占め、 7 
年額八千萬瓲に達してゐる。しかしドンパスは單なる石炭埋藏地でなく製•鐡 、化 學、 
機械製作を含む一大重工業地帶を形成してゐる。 


クリゲオィロ—ダの鐵鑛は埋藏量十一億四千三百萬触、，其の鐵分は七〇％でソ聯 
では勿論世界有數の富鑛である。國內の五八^以上の富鑛の七割五分吱でが此處に 

集中し、戤鉞擗耍の六割以上を供給して. Q る。 





集中し、戤鉞霜耍の六割以上を供給して. Q る¬ 



との 鐵鑛 によつ て、 全國の敍鐵生齑の六 三^ 三， 銅 ii の 

五六^1、鋼材の五八^八を出してゐる。 


カル.ハアトト•ウクライナ 


.チ H ッ n(c 入つた 獨 乙は、今やル— マ-ーアを隔て、、 ソ 
聯ク クラ イナを 望むに至つた。 

カルパアート•ウクライナ(ルテニア)はチェッコ東端の 

一州でボ—ランドとハンガ es -との間に挾吱れてゐる面積 
一萬平方粁餘、人口六十萬の小地域 だが、 麓 は殆ど クタ 
ライナ人*た。今日の獨ソ關係ではウクライナ問題を餘6深 
く堀6下げることは無意味に見えるが、 獨 乙の世界政策1: 
考へる tc は、以上の事だけは念頭 1 C 置かねば ならぬ。 
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ヒットラ ー の極東政策 

對支貿易の變遷 

獨乙の産業は、歐洲大戰の結果支那^於て失った地位を、一九二〇年代 ic 至って 一 
念速に回復した。乙の原因は、獨乙產業の能率が高かった事と、支那が特殊の政治--17 
的權 益な き國 との經濟的取引に多大の好意を示した事であつた。 

その結果、獨乙の統計にょ n ば、一九二六年 ic は旣に獨乙の對支貿易額は、輸出 
入額共^、一九一三年のをれを凌駕するに至った。一九ごーー年には、獨乙は支那の 
外國貿易額の四.七资、1九二一年には7三^を占めてゐたが、一九三〇年には四. 

二^、一九三二年には六•六^となつた。 



他の極東諸阈に對する獨乙の貿易も一九一三年度よ 6 は可成 6 上^ した •か、 支那 
R 於けるそれ ic は及ばなかつた。 

2. の貿易 力は、 一九三一年に至 6、 資本投資の領域に吱 で伸長した。卽ち乙の.年 

ドィチエルフトハンザはユーレシア • n 丨ボーレーシIン'(支那 ic 於け る 二大航空 

運輸會社の一)の設立にっき、資本の三分の一を出資し、殘6の 三分の 二を 南京政 
'府が出資したのである。 

その前年、南京政府の招請によって、獨乙の特別使節圑が、經濟 上の調査のため 
に支那に派遣3れて來た。 

對变投資 • ヾ 

/SJn よ.〇數 年の後、 オット— •ヴォルフ 商會を 主班と する借款 ^は、 數阀 の a は 
借款の商議を行った。かくして一九三四年 (C は、 浙赣鐵道の玉 山 南昌問三 〇〇キ ロ 
に對する一千六百萬銀弗の借款、一九三六年には南昌萍鄕間二〇〇キ {一に 對 する二 
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千萬銀弗の借款また同年末の四千萬銀弗の第三次對支借款が行はれ、2.の內三千 
萬銀弗は株州、貴陽間一〇〇〇キロの建設に、殘餘の一千萬銀弗は京漢線の黃河鐵 
橋用に充當するものであった。一九三七年、支那事镘が勃發した時、玉山南昌間は. 
旣に完成し、南昌萍鄕間は建設中であったが、株州、貴陽間の工事は未だ始重って 
ゐなか〇た。 

- « 

•然し乍ら獨乙の經濟的成功の最大なものは獨乙の重工業製品と、支那のアンチモ 
H 丨、タングステン、獸皮、菜種の如き重要原料品とを交易するパ—夕—協定を支 
那と締結した事であつた。 ， 

在上海の獨乙商業會議所は、一九三五年の報吿に於て次め樣に述べて， Q る。 
r 乙の代償供輿』協定 ic ょって、獨乙は支那輸入貿易上、英國を第三位に蹴落す 事が 
出來たが、乙の協定を廢棄すれば、支那 ic 於ける獨乙貿易は半身不随 になるであら 
ぅ J (Asiatische Rundschan ) 1936拼 01 加 16 mto 54 珣ン 



ぅ 』 (Aslatische Kundscllan ) 1936 -^ cn 加 16 BM 54 B1 ) 

‘ 一九三六年六月の頃、一億銀弗のパータ—協定が締結 3 n た。 zon に i 若千^^困 
難もあつたけ n ども、とにかく獨支貿易をして、愈々活潑ならしめた事は、賢易昧 
計が雄辯に物語つてゐる。卽ち獨乙の對賽易は、一九三四年が七千四百萬 ライヒ 
スマルク、一九三五年が九千四百萬ライヒスマルク、一九三六年が一億二千六百萬 
ライヒスマルク、一九三七年れは一億四千八百萬ライヒスマルクと禺增したのであ 
る獨乙贸晃の活動振6?¢關し、サ..•フレデリック•リ—スロス氏 i 、 v » ンドンの 
支那協會 に於て『我々も獨乙の例に倣つた方がい、と思ふ』と述べる ic 至つ た。 

支那の獨乙に對する關心 / 

支那 官邊の獨乙に對する關心は、一九三三年以來急激に增大した。 •ヘル ジンに ょ 
張學 良、 胡漢民、汪兆銘、湯 良禮、戴傅賢、 蔣偉國 の如き名士が訪問した。 獨乙訪 
問 そ n 自體は何らナチス思想に對する共鳴を現はす^のではない〇だが當寺共產熏 
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と戰ふ一方、日本の進出に惱まされて， Q た支那政府としては、同じく反共産主義で 
あ6•しかもごく最近世界を物ともせぬ程の國力を增大したと M はれる獨乙政府か 
ら援助を得る事も可能だと考へた。 • 

軍事顳問の R 相 

南京政府はまた對共產黨戰にっいて、獨乙軍事專門家の援助を重視した。軍人 顧 
問團は一尤二七——二九年、卽ちナチスの勝利の遙か以前に組織されたものであつ 
て、決して官製ではなく、ヮィマ丨ル政府が乙れを否認した。吱た全員はおろか大 
多數5へナチ黨 M であつた譯で，なく、またその渡支の目的も抗日軍を建設するため 
でなく、共產軍に對して南京政府を援助せんがためであったと云ふ。尤も一九三二 
年以後、獨乙は ZL の軍事顧問團を政府の一般的支配の下に置くに至ったが、顧問は 
非公式の資格に於いて、且っ私的契約の下に滯支してゐたのである。 

NJ の 顧!. , 1] 園の活動が、支那事變の進行に伴 a 、访際に抗日的に働らき初めたのは 






乙の顧問園の活動が、支那事變の進行に伴01、货際に抗日的に働らき初めたのは 

一九三七年、戰爭の開始を見た以後の事であつた。 

咬た同顧問團が支那の軍事的勢力の根幹を成してゐた とか、或は支那のゲリラ玫 
術の採用 ic ついて責任が あると か云ふの■は問違で ある〇ゲリラ戰術が支那共衆戴の 
南京政府との國內戰に於け る 經驗から生 れ たもので ある 事は全く 明らかである。 

一九 三 八年 五月 末に、乙の顧問副一行は 支那から 召還され た 〇乙 、に獨乙 極東 政 
策の最も著るしい矛盾は除去され るに至つ た。 

獨支提携論 

獨乙貿易業者は、蔣介石の西安監禁及.び其の釋放後に 於け る 支那 統一の進展を 歡 
迎し、彼等の前途に廣大な經濟的沃野が展開 3 n たかと考へた 。 NJn は一九 一一一七 年 
八月、ベルリンに 於け る 孔祥熙 の 歡迎會に極めて 明瞭に 現れた。 

ラィヒスパンク總裁シャハト博士は、獨支兩國は近年國家的獨立の ため難局に 立 

.. .s'.v v.- .-.,.-1 --pr.' 
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つてゐたが、今や兩國の友交關係が、好轉したと述べ『獨乙は主要工業 國の 一とし 
て助言と行動とにょ6、支那の味方 ic なる事が出來 る』と聲明した。 

孔祥熙 は NJn に答へて『支那は獨乙を最良の友邦と考へて， q る . 獨乙が力を® 

して支那の今後の發展、その原料資源の開發 とその 工業並 に 運輸 機關の建設と i : 拨 
助せられ/ I 事を希 a 且つ望むと述べてゐる。 

獨乙極東政策の惱み 

、 

シャハトが『獨支提携』 1: 强調して， <2る同日^、在新京の貿易事務官は、滿獨親管 
.の增進のためには*相互の經濟的 犠牲が 必要だと强 調して、 獨 乙の極東政策に關す 
る分裂を實證 して ゐる。 N / の極東政策分裂の軍事的 背景1:みよう。 


一九一八年以來 、獨 乙國防軍の政策は、戰線を二 〇にして戰ふ事を回避するにあ 
つた。 







フランスを 以て 獨乙の 主要 敵と 考へた獨乙阈防軍の 指 為 者は、 積極的にソ辯陴 璀 
との技術的提携1:通じて、ヮィマ—ル共和國公式の政策た る親ソ 政策を 推し進めて 
ゐた。ヒットラ—が政權を握つた後も、國防軍は 2. の根本の 立場を璲更しなかつた* 
阈防軍の前幹部フォン•ゼ—クスト將軍は、決して獨乙は、 日本その他 ソ聯を 岡繞 
する列强と結•ふべさではない。反對に、ナチスは國內に於て强烈 { C 共產主義を殫 M 
してゐるのだから、ソ聯との同盟から生ずる國内的反應を怖れる必要は ない と 論じ 

た 。 (Deutschland Zwischen West und Ost, H 巷 burg, 193 3) 

國防軍は理論だけ ic と V •まらず、ヒットラーの政權獲得後も、トハチ H フスキー 
元帥の率 a るソ 聯將軍の一圃と軍事的關係を續けてゐ た〇ソ 聯の將 軍達は、ソ聯政 
庥の轉覆を劃策し且つ、出來 るなら ば獨露同盟——これには日本も參加し 得る であ 
らぅと企阖 して ゐた。 . 

然る k ソ聯の將軍達が處刑されたので、國防軍の政策はその現實的基礎を失つた 
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日獨經濟の競爭 


他方日獨の經濟的競爭は日に激化して行つた。それは支那ばか6でなく、蘭領束 

讎 

印度、南米及び獨乙本國に於て3へ激化して行つた。 

かくて『日本の勢力下に入つた支那の土地は程度の差乙そあ n 、 すべて他の諸國 
の貿易と產業とを失はしめるものである事は、臺灣、朝鮮、滿洲の例に見る通りで 
ある。支那の主權下にと V まつてゐる支那の土地 li 總て、外阈貿易及び外阈產業の 

m 

活動にとつて豐かな將來の可能性を約束してゐる。それは支那の經濟的某礎1:强化 

曹 

し、同時 { C 支那は輸出にょつて、輸入增加に對する支拂を爲し得るに至るのである J 

(zeitscbrift fiir Geopolitik 1934^9im568K) との意見3へ出て來た。 

然し乍ら乙ぅした意見は、獨乙の極東政策を左右するに至らなかつた。 
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J 力11 f ! 二^^-一。ルンへルヒの CM 大會 {: 於て、ヒットラ-は日本 ic 對する親善 
の 意を表明し、爾來この線に沿ふて外交を遂行して來た。 

政治は經濟に優先する 

か、る支配的意見の代表者は率直に、政治は經濟の上に置かねば ならぬと明言し 
た一九三二年十月、當時の新任駐日獨乙大使 フォン•ディルクセン博士は、 日獨 一 
親善を强調した後、『第一は政治である』 と 述べ、更に博士は 乙れにつけ加へて日く —183 
『それにも拘らず或は—に、 それ故に乙そ、余は日獨經濟關係に關して佘に課せら 
れたる任務を十分目覺してゐる』 oasp -&^ gwscugg - ssoooo - tt : 5 m 474 M ) 

と J 

贸易業者の一部では、乙ぅした政府の計畫と步調を一にしてゐる。彼等の？は 
乙ぅだ。日本との競爭は激烈だ。また褂乙の外交政策は支那を^ に 廻は しては なら 


な s け n ども、純粹(^經濟的性質の協定ならば、日本との問^、或は進/1で滿洲國 
との間に結/ L でも何か得るところがあるかも知れない。獨乙の滿洲產大豆の購入は 
一九 三 三年三 五年の 三年 間に激減した。その譯は滿洲國が獨乙から殆ど買つて奥れ 
ないので、 獨乙が爲替 に缺乏したからである。パ—夕—協定を結べば恐らく乙の事 
態^救 ふ事が出來 るであらぅと。 

また獨乙政府は•乙ぅ. L た協定の商議乙そ對日關係を進涉せしめる上 ic 極め - t : 實 
際的な第一着手であると考へた。 . 

满獨貿易協定 


1大 三六年四月卅日に滿獨貿易協定が 成立した。乙れにょ n ば、獨乙の對滿購入 
は 每年總額一億 101 (滿洲_幣) とし •滿 洲闕の對獨膦入は二千五 H 萬阊(滿洲阈幣〕 ま 

でと 云 ふ S になつた。 



乙の協定は一九三八年七月の新協定とな6、獨乙は年々二億圆(滿洲國幣)を支拂 
つて二百萬噸の大豆を3只ひ、之に對し滿洲國は五千萬圓(滿洲國幣)_たけ獨乙の品物 
を買ふ事にな〇た。 • . 

乙のバ—夕 I 協定は明らかに、滿洲に於ける日本を利すると共 re 、 大豆贸鉍を復 
活した點に於て獨乙の利益となつた。然し一九三八年に至る t で、滿洲の對獨購入 
額は規定の四分の一の比率を遙か { C 下廻つてゐた。事實第一年度に於ては、獨乙の 
購入は著增した•か、滿洲國が實際獨乙から買つた額は前年度よぅ少なかつたのであ 
る。 

然し、 ペル リンは NJ うした成行を、政治的理由によ 6 默 過した。 

一九三七 年 六月•在新京の貿易事務官が聲明した様に『乙の協定によつて 搿ら 5 
ん とする 物質的目的以上に、緊密なる親善關係に對 する 要望が存 する』 が故に、幾 
多の犠牲が1^國双方に於て忍ばれたのである。 


—M6 — 


舒し最近 M つて情勢 S 化が買た。日本は今ゃ滿洲重工業 S 速 f 發 f 
求めつ、あるために、獨乙重工業にとつて新しい好機が現れ、獨乙重工業が 滿洲國 
に輸入される祺になつた。 

尤もこれ以前にちノ獨乙重工業はある程度滿洲國の註文を受けとつた。昭和製銅 
所は、獨乙人の技師の手にょ. CS 、 可成.〇多量の獨乙機械を S て建管れた。其の 
後更に追加註文が獨乙に發せられた。 

然し最も重要な發展は一九三七年、支那事變以後 ^現れた。一九三七年 十一月、 
獨乙政府は^洌國と協定を締結し、乙れにょつて、ォットーゲォルフ財明 ^滿州關 

に對し、主として獨乙機械の購合あてる交、五分 五厘の 利率で、六ヶ年間 二百 
萬ボンドの借款を與へた。 

その後—昭和製銅所は、その擴張計實用 S る材料1分の二は獨乙ょ4人 
すべき旨發表した。 . 


一九三八年三月，カー W ヰック及びクルップの代表渚は、北京に於ける日本當局 
に 對 し、 獨乙機械を北支に入 れ、 その支拂は日本の支配下にある臨時政府の銀行券 
たる 聯銀券で受取ると云ふパーター協定の提案を行つた。(17 丨レ ンス .ti — ジン 
ガー氏 ic ょる) 
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ナチ スは或3は黨大會に於て或は國會货 て、 或ひは 其の他の 翁の席上に 於て 

し f 益民— i と— I 昼傳し I に輝し•或 S 在外使臣 

をして植民地領有國の問 f 關する見解を打診せ しめ—ど、凡ゆる機會をと 
ら《て驚地領有の要求を世界列國の前に叩 含つけるのである。 

だが然し"/〇れは序の口であ6、正攻法 S 。 

この正攻法にょ-正面から堂々と攻め寄せる一方、榻 手から、舊植民地 乃至其の 
他の失地に在住する獨乙人を煽つ て、これらの領土の內部から獨 乙への復歸の i 




tiii — 51つて、これらの領土の內部から 獨 乙への復歸の— 

——一一 ——— 

を釀 成せしめその領有者に.手をやかせ樣とする一種の奇襲法がある。 

. 奇襲戰術の效果 

獨乙國外に住む獨乙人に獨乙意識を鼓吹するた めには、 旣 R 一八八〇 年代の 初め 
頃から 幾多の團體が組織 $n て 相當の活動を展開したが•大戰後殊に失地 回復、 植 
民地奪還をナチス綱領の最大眼目の一として から、 乙の活動は頓に深刻味を加へて 

來た。 / . ' 

ナチスは旣に以前から組攝されてゐた在外獨乙人協會其め他の關係諸圑體を統一 
して黨の機構の一部に編入し、更に一九三七年一月 ic は外務省內に在外獨乙人問題 
を掌る長官を置いて、在外獨乙人のナチス化と失地や植民地の獨乙への復歸運動を 
組織化するに努力した。 

秘密國家警察の各地に伸びる毛細管もまた乙の運動に踅要な役割を演じてゐると 
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傳へられてゐ气かくて今や海員にょつて紐織^,れる I 〇九七の 在外獨乙人 グル 丨 

ブの外、各國に定住する獨乙人の間に1四八のグルトブが 結成され、獨乙太陳の 

f す—民地§運動と相呼應して、陰に陽に、111開してゐ 
る0 

一九 三 一年にナチスの規定した在外獨乙人團 k 對する十誡の中 ic は、 

『諸君等は、諸君等の在留する國の法律に從ふべし一、 一 
『在冨の政治は在留國民に委せ . 乙れに介入する勿れ』等々と述べて居る*か、--190 

これらの誡律は、歐 州に於ける失地—獨乙植民地な どに於ては、單 なる口頭】？ 

終つて. Q るのであると見る人が， Q る。 

西南 アフリカのナチス 

一九 三 五 斗 五月英帝ヂ ョ-ヂ 五世 銀 冠式の ため ロンドンを 訪れた南阿聯邦首相 
ヘルツズ-ブ が、 その委任統治下に ある 西南アフリヵの舊獨乙 植民地を獨乙ド 還は 



^ <¢1ぞ和れ凌る西谤アフリカの舊獨乙植民地を獨乙に還は 

する用意があると洩したと傳へら n 、一時世界の耳目を聳てた。同首相が何故に突 
如としてか、る見解を洩らしたのか、その眞相は詳かでないが、一部では同地に於 
けるナチス及獨乙人の策動が狷撅で、その統治の任にある南阿聯邦が遂に嫌氣を催 
したのであらぅとみてゐ•た。 / 

西南アフリカに於けるナチスの活動は旣に一九二九年の頃から始つてゐたが、乙 
の活動はナチスの政權掌振と共に俄に活潑になつた。かくて一九三四年七月^は同一 
領内 (C 於けるナチス本部及びヒットラ—靑年團に對する檢索が行は n て多數の文書—19 
が押收され、ヒットラ—靑年團は禁 Msn た。ナチス運動そのものも亦禁止された。 
當時南阿聯邦首相の發したステ - -P メントには 
『西南アフリカのナチスの紐織は、獨乙本阈のナチス黨の支部であ6、その支部長 
は本國黨中央部の任命すると乙ろである。彼等にとつては、西南アフリカは獨乙 
領の一片にほかならず、從つて獨乙の展開する自由への闘爭は必然 R 西南アフ SV 


力の獨乙への奪回を含むものだ J と述べて £> る 0 

檢事總長の暴露文 

1九 三五年 九月、 西南 ア rsy 力の檢事緦長は、同地に於けるナチスの活動狀態を 
暴露する文睿を發表した。その大部分は、同地のナチス簌員と獨乙本國のナチス指 
導 部との問の往復 文書で ある。こ n にょるとナチスの 委任 統治領に於ける策謀の一 
端が、かな6明確に.描き出5れてゐる。 

卽ち獨乙本國側からは、 AI ットラ—總統に對して絕對無條件の服從を誓ふべ$事 
ナチス運動は委任統治國 { C 對しては絕對嚴秘の裡に遂行するべき事等が指令され 
た。これに對して西南アフリカの支部から獨乙本國のナチス指導部に宛てた書翰に 

は 

『當地に於ける我々の目的は、ヒット ラーの 主義綱領を在住 獨乙 人の間に宣傳徹底 
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a 當 Mic 於ける我々の目的は， ヒ，トラーの 主義綱領を在住 獨乙 人の間に宣傳徹底 



せしめ、速に當地域を獨乙 R 復歸せしめる事にほかならぬ。 乙の方斜 ( C 寶 成せざ 
る者は賣國奴として in を 處斷 する つも 6だ』 


と述べてゐると云ふ。乙れにょつて見ても、西南ァフリヵに於けるナチスの策纺、 
その背後にあつて糸を引く ナチス 指導部の思惑が何1: 狙つてゐる かは 明白で ある 0 
これは舊柩民地に於け るナチスの 活動の一例にすぎぬ•か、獨乙 人の比較的多數に 
居住す る卜—コ I 、 ヵメル ーン 、タンガニヵ 等に 於て、乙れ に類する活動がないと 
何人が斷言し 得ょぅかと 言ふ。(朝日時局讀本植民地の再分割一九二頁) 

か、るナチスの活動は、舊獨乙植民地だけでなく、歐州の失地 ic 於ても盛んに遂 
行3れてゐる。 

ナチス黛綱領第！條は 

『我々は民族自決權に基き一切の獨乙人の大獨乙への結成 5 : 要求する』と述べ、所 
謂大獨乙主義の實現5:極力主張して，|5る。2.れは現實の問題として|±、大戰の結果 



失つた歐州に於ける失地の奪還5:意味し、その計畫は 暗々裡に進められてさ^, 〆 、 
また現に進行中でもある。 

•、 \ • • 

獨乙の他國內部崩壤耝織 

アルバイト•デイーンスの is の狙ひ 

獨乙のアルバイト•ディ-ンストは日本では單に勤勞奉仕と云つてゐるが、 その 
起源を^つねる と、 それは大體 伊太利のスパイ網に對する戰術から 出來たものであ 
ると云ふ(講演三九五號一九頁小島氏講演)以下氏の言ふ所を 簡單に紹介し よう 0 
ムッソリ丨-|がファシズムの運動に入った時に、ぺネチァの敎區長がムッソジ| 
一一は いつか天下を 取る に違ひないと云ふので、^の母親と妹を養つた。 


リー ーーが天下を とると 直にべ H ネチア敎區 長はパ チ カンの 密使としてム， 
氏に面#した。卽ら， ハチカンの 勢力は非常に廣 く擴がつてゐるので、^,乙 



面 f し^ S らハチカンの勢力は非常に廣く擴*かつてゐるので、母 6 


の國內でもべネチァに屬するものは相當に好い土地を持つてゐる C それをスパィ網 
にして、をの代6ファシズムはパチヵンに對して手入れをしないと云ふ密約が出來 
た。 

と乙ろ•か數年 ( C して獨乙にナチス•か擡頭して天下を取つた。その上、ユダヤ系の 
排斥をして、その金融並に產業の外にュダヤ系の土地を沒收すると云ふ事1:考へた0 
•と乙ろが^乙に非常な障害があつた。それはパチヵン系がユダヤ系と手を捤つてわ 
た事•た0 

乙の十：地問題の手入れをするとなれば、結局伊太利、獨乙の衝突を一層激化表面 
化する事になる。 NJn では折角の植民地奪還の問題では、對英策戰上伊太利と手を 
捤らなけ n ばならないのに、衝突したのでは何にもならぬ。 

そ2:で考へ〇いたのが例の勤勞奉仕だ。卽ち部落を瘠へて、そ乙へ滿廿歲になつ 
たならば、必らずアルパ イト •デイ ーン ストに從事しなければならない と 云ふ法令 








を出した卽ちユダャ系もパチ方ン系も必ずそれに入らなければならない事にした。 
そうしてナチスの黨員をして逆にパチカンの敎區に入らせる 。こう 云ふ樣 ic 伊太利 
•か文句を言へない樣にした。 

日給は七十ベニヒで邦貨約十五錢位で、獨乙の生活標準から云 ふと•日本では十 

五錢から廿錢位の價値である。また土地の實 6 は餘 6 良くない土地 5 : 開拓して云々 

と云ふ事はなく、要するに伊太利の獨乙內スバ•ィ網1:內，部破壊すると云ふのが狙 a 

である。そう云ふ樣に他民族の內部破壤の組織は世界で獨乙が一番上手で冰ると云 

ふ0 

-• 

而して各委員會には日本語の出来る者が必ず一人はゐ る。 外阈人が 行つても獨^ 
語で やらなくて 濟ひ。 

日本人には約四千人ばかれ入込/ I でゐるが、蚤のジストもある。そうして各阈 ic 
向つて實に多角的な戰陣を布き、それにィデォ&ギ-の圈禮が咐隨して， Q る〇對英 



論者、對佛論者等々が. Q て、彼等は各自專門の立場から各國に對する對策を樹てる。 
だから組織自身の主體は非常に統一的ではある•か網の目の張6方は實 fc 多角的であ 
る。 

例へば軍事道路の建設をみても分る樣»2:、實に龙大なもので、コンクリートで固 
め、軍用自動車が十臺位並んで走れる。そ n を全部各國境に向けて褅へてある。そ 
ぅして軍の訓練は何分間でチ H ッコの國墁まで、何軍團の移動-%なし得るかと云ふ 
様な事を演習する0 

またそれをかくさないで全部發表する。かくの如く、各國 k 對して危機の線1:常 
JC 作る事^よつて、戰はずして英佛等と手打ちをして行くと云ふのである0 

驚くべき名簿の活用 


獨乙の一番最初にやつてゐるのは、大藏省に直屬してゐる植民地委 M 會•それか 
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ら宣傳省に直屬してゐる文化院と文藝院、それらが連絡をとつて植民地問題をと 6 
あげて. Q る。 

その， 中に全人口め 名 薄が出來て ゐる。 獨乙の人口は 七 千萬 ic 一寸足りない•か、 一一 
千四百萬人程度の者が外國に ， Q るのでその 名 薄は九千餘に及んで， Q る〇そぅして世 
界の獨乙人分布地圆があり、それは色分けで書いてある。 . 

その各地方の分布の綿密な地圖があ6、それに番號が打つてある。 一 

伊へば伊太利のアルフス地方は大體獨乙系^が、そ2:の地方の A と云ふ人間1:し—1 
らべたければ、伊太利アルブスの A の人名簿を - ffl せば、その中 ic al: 發見出來る。 

そ n にお爺さ / I からの全部の戶籍がついてゐる。そして思想系統、職業、 ナチ 厨係 
の密接な所まで全部出てゐる。それで例へばブルガリアの某新聞を買收 したいと 云 
ふ必要があ乙ると、その名簿をとり出し、大體文筆業に携つてゐる者を分ける。そ 
n R ナチの EM か命令援助を與へる。 2 .のやり方は非常 ic 功を奏して例へ JH 、 バ V 


チゥク、中央ヨ-ロッパ、パルカ V の通信網は大體獨乙が手入れを して 了つ てゐる0 

獨乙は大體原料をと〇て生產品を賣込ひのであるが、その商店に, P 入込んで ゐる〇 
それも亦リストが出來てゐる。 

文化院の活動 

それから大學等でも實際の工場と密接な連絡を持ち、そ n が他國の商店やエ fli 勿と 
線を張〇て. Q る。而してをれら { C 皆援助金を出す。 . 

ホテルも買收して皆獨乙人に經營5せる。そのホテルがつまりナチ髂 M の聯絡沂 
である。乙れにも矢張6援助金1:出してゐる。東アフリカ、两アフリカに5へ、一 
地方には必ず一軒獨乙系ホテルがある。^た映畫會社を買收して行く。ラヂォ 、新 
聞、雑誌、そぅ云ふ系統のものが、大體成功の域^達する と、 そ n ら•か又逆に本阈の 
植民地委員會にドン^^材料を送る。^たそれが宣傳省の獨乙文化院 { C 全部行く。 


文化院と云ふのは獨乙の文化を國民に新らしくみせ、それを發展させる目的を持つ 
てゐる。從つて展覺會場を全國 ( C 數十も常設して， Q る*そ乙へ獨乙人の作つたもの 
は何であらぅと"例へばヵメラ、映鲞、美術、建築等々何でも展覚する。植民地委 
員會で取つたものは全部文化院に行き、編輯して新聞、-ーュース映畫、方メラ雜誌 
k 出す。 

それをみると獨乙人はル-マ-ーァは旣に獨乙のものだ。ァフ9力の何處は獨乙の 
ものだと云ふ樣にはか6、且つ誇6を感ずる樣 tc なる。それから文筆 R 關するもの 
は全部文藝院の許可1:受ける。日本の様にブラックリストを作るのでなく、發 M 5 
せるため ic 在るのだ。國內の毛のは勿論.植民地委員會からそ乙へ來たものは、悉 
く例へば出版すベ$ものは出すと云ふ具合だと。 
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戦後の世界經濟と金の將來 


フンク經濟相の構想 


第二次歐州大戰後の世界經濟はどぅなるか。こ n は何人も知6度いと乙ろである 
が、/ JnJC 正しい解答を輿へる R は、 

一、 英獨何 n が勝つか 

二、 獨乙が勝つ JC しても、戰後の平和機構を如何するか及び戰勝國の戰後 (C 殘る 
經濟餘力の如何等•かは〇き6しなければならぬ參 

これらがはつき6しない爲めに、未だ戰後の世界經濟 ( C ついて確乎たる見透し5: 
持ち、乙れを勇敢に發表するの勇氣ある人はゐなかつたのだが、昭和十五年七月廿 
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五日獨乙經濟相 フンク氏は 記者^ に對 し、 「來るべき 歐洲 新經濟 秩序について」5:發 
表した0 ' 

その內容を要約す n ば、先づ獨乙は戰後伊太利と^ 一面 的^協力し、 歐州諸國 家5: 
打つて一丸としたブ TJ ックを結成し、その內^^自給自足1:行 ひ、 余力を もつて檢 
出を行ふ。 

歐州の新經濟體制下にあつては、金本位制を復活せ しめる2.となく、金を某港と 
しないマルク、換言すれば國民の勞働と國家にょつてその價値を支持 3JTI たマルク 

が歐洲新體制下の通貨になる、と云ふにある。 

. / • 

戰後の通商戰 


フンク氏の考へ方のごく大略は前記の通6だが、 こ、に戰後の經濟を考 へる JC 特 
に 必要な文句(フンク氏の) 5:引用して考へを進めょぅ。- 



04弓 nL v 案へを笾^よう- 


フンク氏は言ふ-新歐洲は自給自足經濟か或は輸出かと云ふ古いス&—ガンを 

捨て、自給自足經濟、同時に輸出の新スロ I ガンの下に邁進しなければならぬと。 
而してその通商の相手は中南米と日本1:盟主と する 東亞 ブロックである。 

ブロック經濟を確立して自給自足經濟1:行へば輸出の必要はあるまい。ヒットラ 
—が「輸出か然らずんば死！」と叫んだのは、獨乙が物資を輸入しょ*ぅとすれば除出 
-これも獨乙國民が食ふ物も食はず、飮む物も飮まず文字通り飢餓にたへ忍/ I で 


の輸出 を行はねばならなかつたからで大歐洲ブロックが完全に出來ればその必 
要はあるまいと一應考へぅるがなか^^^ぅでない。如何なるブ；ーック——日本 5 : 
中心とした東亞ブロック、ソ聯ブロック、北米を中心とした アメリカ ブロック、 獨 

伊を中心とする歐洲ブロック等-と雖も完全 ic 自給自足の出來るものは一つもな 

い。またブロック經濟の目標が封鎖經濟でもな く 孤立經濟でもない。 

米國の評論家リツテマンが『何故に人々が自給自足を望むに至つたかに關 する 凡 


ぼ'—,» 






ゆる理由のぅちで、最も簡單な理由は、陸上及び海上の武力封鏔を恐れるからであ 
る』と喝破してゐるが確^當つて. Q る。 

ブロック經涛の目標は酸民生活の必需品及び軍雷品の對外依存を脫却するにあ 
名。ブロック經濟で一應の自給自足が出來たからとて安心して遊んでゐる譯には行 
か W 。 積極的に他のブロ，クと通商し、更に投資もしなければならぬ。 

第二次歐洲大戰であれだけの豪華な大戰囲繪卷を展開してゐる獨乙•か、なほ平和 
品の製造にも大童であると云ふ乙とは、獨乙の生産力が如何 { C 旺盛であるか1:物語 
るもので、東亞ブ s ックの盟主たる日本は一段と生產力擴充に拍車をかけ、東亞ブ 
口，ク圈內の人々の耍求する物1:豊富低廉に供給する•たけの覺悟と經涛的餘力を持 
たねばなら W 。 英國敗退後の世界通商戰に於て日本の好敵手は间と云つても獨乙で 



ヴェルサィユ條約の敎訓 

第一次歐洲大戰に於ける戰勝阈英佛が、第二次歐洲大戰では何故敗れたか。をれ 
ic は多くの原因があるであらぅが、その最大の原因はゲ K ルサィユ條約にあ〇20 

獨乙は天文學的賠償金を賦課3れ、海軍は一噸もなく、陸軍は僅に十萬しかもつ 
之と1:許されなかつた。英佛は乙 n で獨乙は經濟的に參ると考へた。だが賠償金は 
一向 ( C 支拂はない。第一次歐洲大戰の廢墟の中 { C 獨乙は新たなる產業機構 5 : 再建し 
た。陸海軍及びその軍備は表面上なくても、その產業及び產業戰土は直に軍備及び 
軍人に變6得た。平淸盛が鐙の上に法衣5:着たょぅに、獨乙では軍備の上に產業と 
云ふ法衣1:させた。 

乙の產業力が物1:云つて、七十トンのタンクも更 {C 三十トンのタンク5:-つむ大飛 
行機も、また時速七百五十五キ n のメッナーシ H ミットと云ふ飛行機等々新武器 W 
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4 れ"乙れらの武器を縦橫無盡 ic 使 a 乙な す勇敢なるナチスの軍人が生 n たの •た o * - 

乙の乙とを考へれば、第二次歐洲大戰後の平和會議に際しては、敗戰國の經濟力 

特に蠢力を完全に 封印してしまはなければ 數年を 出でずして、復震•か行はれる 
であらぅ。 

若し 經濟 力 5: 完全に封鎖出來ぶけ n ば、英佛の復興 經濟 力に敗け) a だけの猛烈な 
經濟 力を獨乙は、常 ic 持續しなけ n ばならぬ。その尨大なる 經濟 力は 歐洲 ブロック 
內だけでは消費し切れ^い。 

、金は無用の長物？ 


ンンク經濟相•か、『令に基礎を置かぬマルクが歐洲の覇權を提るべし』と斷じてか 
ら、俄然金無用論が再檢討3れ始めた。 

獨乙の勝利ぐ戰爭の幕が閉ぢた場合は TI ンドンがべル リンに移ぅ •ホン ドが マルク 



獨乙の勝利ぐ戰爭の幕が閉ぢた場合は TI ンドンがベルリンに移ぅ •ホン ドが マルク 

L その王谇を6づるであらぅ乙とは明白だ。その場合、べルソンではロンドンこ气 

ける 程 金の 價値を 高く評價し吱い 

今後の通貨の着—は 『金に ょつでは f 、 I 力と生 f ょつて— 

持された』ものであると云ふのがフンク氏の考へであ合、乙れはナチスの天下にな 
つて以來獨乙の採用して來喜幣論を再確認し f の k 外 f ない。 

金貨を國內で自由に流通 4 、 i に兌換を行ふ金本位制度は十 年も昔にそ 

の姿を消し、今は語—廷つて f に過—い、.今 I は f 國—支の—の 
淸算用具—つて til い。フンク氏も乙 136. て—のであるが、闘 
際收支の淸算用具としてなら、金が各闕に適度に分散してゐ f と•か必要だが、と 
界の金の—の二はァメリヵに集中してしまつてゐ—第。「一1は f なるの 
力」これはァメジヵの頭痛 - C 0 種だ。 1 な心配は賛澤な 話 だ •か、所謂「持てる S 
惱み」と云ふ奴だ。， • 
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米國はケンタッ キ- 州のフ オ—卜•ノックスに 二百億ドルの金を死藏 して， Q る。 
これを如何に處分するかは第二次歐洲大戰勃發前からの惱みであつたが、歐洲大戰 
勃發後は愈々痛切な問題となつた。何とな n ば、金は アメリカへ 集中する j 方だか 
ら。己、で金の アメリカへ 集中する經過を顧みょぅ。 

金保有高の增大したのは一九三二年九月に英國が金本位制 度を 停止し、 •ホン ド It 
の減價を行つた時に始爻る。ボンドの減價はボンド貨に對 する金價 格の引上げを通 
じて行は n たもので、そ n はボンド使用阈の金生產者に巨額の補助金を輿へると 同 
一の效果を生じ、金增產に大きな刺激となつた。一九三四年には米阈もドル貨の減 
價を行 a 、 •かくして今日世界の金產出高は每年平均四千萬オンス十四 億ドルで、一 
九三〇年に比較す ると. ^の齑出 量に 於て二倍、貨幣 價値の 上に於て 三倍の增加を 來 



たしてゐる。 

次に日本、獨乙、伊太利、印度等で退減金の囘收及び金の使用 制限を 行 ひ、 金の 
增產11ど、懸命の努力をして t ?、 乙れら諸國からの金產出 f 激棺し 
て f t して今日世界中の中央銀行と國庫の金保有高を合計すると、 時價二百 
六十億ドルに達し、一九三〇年の二倍半、一九一四年に比すれば六倍の增加に當る。 

力くの如く增大した .^ が何故、米國のみに流入したかと云へば歐洲 からの資本 逃 
劈四十億ド〇と米_の財貨及び勞務に對する多額の 支拂 勘定(一九 三四年から一 
九三九年までの間に米國は廿二億ドルの受取超過勘定)になつ てゐる。 

一九三四年の米國の金保有高は四十億ドル、世界の金保有高の册六％ であつたが 
今日では百九十億ドルを超ぇ、世界金保有高の七〇%を占めて ゐ る。過去六年半の 
中に、米國の金保有高は百五十億•丄も增加した。乙の增 加の 內容を分析すると、 
廿八億•上は、ぶ貨の切下げ k ょる金の評價換への結果生じ十僮 


ドルは 國 內の產出金及び 屏 金の回收 、殘 6 の百 十億 K ルは外國から流入したもので 
ある。 

然し百十億ドルの金の流入は前記の如く外國の資本逃避及び米國の商品輸出その 
他から薇ら sn る もの だとのモー ゲン ソ —大藏長官や聯邦準備局のゴ—ルデンッィ 
ザ丨 博士の說明だけでは納得出來なぃ 。米 國の金買入相場の引上げが大きな原因で 
あると みなけ n ばなる^い。 

金不安をどぅして解消させるか 

かぅ した莫大な金を所有し' t :. ゐる乙 とは、第一に米國の信用を膨脹させ ィンフレ 
I ショ ン •か起る懸念が濃厚であつた。次 R は今日の米國は必要置以上の金を保有し 
ながら、今後も高價で依然として世界の金を買 a つ V ける と、やがて金相場が崩れ 

li しまいかとの心配 ^^ ある。/〇んな、 ^配の あつたと AJ /) へ、 フンク氏の 聲 nL 力 あつ 
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たのた力ら、米國の神經はいやが上 ic もたかぶらざるを得ない。 . 

では この 金不安 1:-どぅして解消させるかと云ふ JC 次の方法•か ある 0 
r 金 買 入政策の中止 

この政策を採用すれば各國から米國の輸出に對する支拂手段を なくしてし爻 ふ。 

之れ で 一番困るのはアメリヵの軍需品を買つてゐる英國 である。— この政策を 寊/ 
行すれば 金の貨幣 的 職能は 變つてしまふ。， 一 
1,金買入相場の引下げ • .-—211 

若し米阈が賽入相場を以下げ れ ば鑫慌とな. CV 、 世界の金保有者は米國に金を 
ダンビングしてぬる。また若し金の價 格を ー ドル引下げれば 五1千 萬 ドル S 失 
とな6 米國の國庫に非常な損失となる。更に政治的 k みると金價格の引下げに± 
議會の協議を必要と する が、農村選出の寶等 は、 •上貨の價 値を引下げた 乙と が 
商品價値を安定3せた 原因で あると 信じて ゐるのであるから、金 M 格の引下げ ct 


名 V <貨 の昂騰に對して 反對するであらぅ。 

|||、金買入相場は變更し4いで沫入金に課税する。 • 
外阈か らの流入 金 1 C 對して 課稅 すると云ふ乙とは 實際- 上金の 價格を 引下げる と同 
1の 結果になる。 

四、 H 際協定 tc ょら金の生產を制限する。 

乙れは平和な時代でも中 ❖ 實現出來ない 2. とであ吱して今日の戰 H 時代 1 C は 
_ 底 言ふべくして行はれ難いものだ。 

以上の四案いづ n 毛帶に短し禅に長しと云ふ城みがある。 

米國は何をやるか 

では米國は指をくはへてだまつて見てゐるかと云ふに、モーゲ/ソーは言ふ。 

『金不安に對するた C 一つの健全な方法は、米國への金流入を減少せしめると共に 
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2しミ/、 i ぐ (7 傧名 ^ ^ 

米國 (: 流入した金を復歸せしめ、己れを金流出國に於て有效に使用せしめる乙とで 
ある。 

かくの如き方法は、米國が全力をつくして、世界を平和な狀態に戾すと|<^字こ、 
貿易1:通常の狀態に復歸せしめるにほかならない』と。 

だが米國の期待する•か如さ世界平和は前途遼賛。その間に金の流人は增加の趙 
勢を迪6*過當な信用膨脹とィンフレ|シ„,ンの危險は刻々と迫りつ、ある譯だ。 

一ーユ—ヨークナシ n ナルシティ銀行月報は金對策として次の如く揭げてゐる。卽 

ち 

世界の商品價格を一般に引上げ f とにょつて 金の採掘費 1かめ、その生產 t 
制限すると同時に、一方—及び通貨の流通量增大をは t 、 信用の—たるべき 
金^對する需要を增大さ甘る。 

乙 n はィンフレーシヨンの不安5:惹起するのみで、 少しも 事態を解決し得るもの 
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ではな so 

かくして米國の金問題は依然として未解決の爻ゝである•か•米國は 自分の政治毯 
濟的勢力圈たる中南米廿 j ヶ國は勿論 遠く 東洋に^で金にょる投資の手を 延べて く 
るであらぅ。 

東から米國の金、西から獨乙の物、 NJ の挾擊にあつて日本は何處 R 行くか。 日本 
は確乎たる政治經濟の新體制を一日も速に確立し、戰後の通商投資戰に備へねばな 


ヒツトラ ー 總統 

小役人の子 

舊獨填國境にブラウナウと云ふ小さな税關町•か ある。 ヒットラ—はこの町の卜爻 
人の子どして生れた。時正^|八八九年四月二十日。 

彼の父は彼を裏にしょ〇とし.^、彼は父の官吏生活をみて S ので、 官吏生 
活を嫌 S 、 子供心に世界一の畫家穿らぅと志した。父の死後美術學 校に 一一年 問 i 
つた。2.の時代が j 番幸福な時代であつたと彼は云つてゐる。 

十六歲の時母を失ひ、天涯孤獨な少年ヒットラーは人生流浪の旅へと立 020 7 
先はけウ.ィムへ H 彼は美術家 f んとして美術學校の入學試驗 I けたが失 
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敗し、 麹集 場の見習 H とな6、ドン底生活の中* C あ〇て勉强した。, Jn が彼の一生 
を決定する重大な糲躲とな〇た。 > 

彼を偉大にしたもの. 

, •一; \ 

彼の家は貧乏とは云 a 乍ら判任官上6の父を持ついはば中産階級の下層に臈して 

身 

ゐた。だから彼 ic は勞働者の心理狀態と云ふものが分からない。然るにクイーンの «-- 
勞锄者の中に飛び込/ i でみて、初めて、彼等の氣持が會得出來た。彼に大衆素識4:*? 
ぅぇつけたのは此の時代の最大の收穫である。今日ヒットラーの演說が、獨乙 H 民 
をあの様に動かすのは乙の大衆の心の琴線にふれるからだ。 

M の收穫の外に"ゥイ-ンの町での收穫 4 i 更 ic 二つあつた。クイ-ンの町は以前 
からユダャ人•か多く住んで居6、その勢力も强かつた から 新聞•劇場、文學、學問 
等殆んどユダャ人の支配下にあつた。 


等殆んどユダヤ人の支配下にあつた。 



そしてユダヤ人の國家を建設しようと云ふツアイオニストの運動も行は n て £) 
た。それら {C 對して ヒット ラ-は次第に反感を感じ〇 、 あつた 所、 賣笑婦を 營 業と 
L て利を貪6 所謂 白人奴隸賣買5:行つてゐるのもュダャ人であつた。 


乙 n を知つたヒットラーは、ユダヤ人に對して火の樣な It 惡を持つ樣になつた。 
同時に彼の目に映じたのは、勞働運動の指導者が多くュダャ人で、マルクス主義 
者で ある 事 •たつた 0 

そして彼等が生活の不安 ic 戰ベ無智な勞働者に對して、暴力的な專制を行つてゐ 
る事を見た事•た〇た。彼はマルクス主義に對して烈しい愴惡を感ずると共に、實際 
に於ける暴力の價値を乙れ R ょつて知〇た。之の三つの觀念•か彼の今日を築く 
の 1 C 興つて力あつた。 

世界大戰に參加 . 



一九二一年の春ヒットラ-はクイ—ンの生活を清算して獨乙のミュンヘン(:室內 
裝飾の畫描きの生活を見付けて行く事 ic なつた。 


ミュンヘンに來て二年目の一九 j 四年に世界大戰が勃發した。時 ic 彼は二十 六歲 
であつた。彼は直に志願し、パィニルン軍^ 編入された。一九一六年十月七日皮よ 
ソンムの會戰で傷つ さ 後方に送られた。その時彼の見た ものは、 獨 乙の靑年が 戰線 
で戰つて f 時、 ti ダ又は銀行の帳簿の蔭にかくれて獨 乙を支配して f と 云ふ I 
事實 であつた0 ^ 

大戰中英國はタンクを發明した。 乙の 新兵器は何んな陣地で も無神経に破壊して 
行つた。獨乙軍當局は クルツ ブエ場に獨乙式タンクの大量生産を 命じた。然しユダ 
ャ人の資本家は獨乙の戰勝よ6自分の算盤勘定の方に 利口であつて、充分にタンク 
5:つくらなかつた。 


彼は一九一七年三月再び戰線に出て、勇敢に戰つた。そして休戰 になるーヶ月 l(r 
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R 英軍の毒：丸斯にか、つてあやふく失明する所であつた。乙の從軍で彼は鐵十字諉 
を貰つた0 

然し祖國獨乙はユダャ人の跳梁にょつて敗戰した。戰後の獨乙は共和國とな6、 
社會主義が我が世の春 5 : 謳歌してゐた。 

r 何故獨乙は敗 n たのか! f 獨乙はどぅなるの•た！!』乙ぅ考へるとジットしてゐら 
れ なかつた。 . 

r そう•た獨乙を救ふ者は獨乙人あるのみ*た!!』と彼は決意した。折から ミュンヘン 
第二聯隊の市民講座が開催5れてゐたの.で、その聽講生とな6、熱心に勉强した0 
やがて彼はその才能を認めら n て、その敎官になつて敎埴に立つた。そ2.で彼は初 
めて自己の雄辯を發見したのだ。 


獨乙勞働者黨へ入黨 






間もなく彼は寶僅か六名の「獨乙勞働者黨」へ第七番 If として入黨した。 
一九一九年〇-春だ〇た。 

彼の雄辯は忽ちにして彼 V 」 黨の有力者 f しめ、 數ヶ月 後には、早くも黨首に祭 
6 上げられた。 

こ、に於て彼はニクス主義とユダヤ主義を撲滅し、獨乙 民族の 世界的 I をか 
ち得ょぅと決心した。言して新 k 『國民社會主義獨乙勞働者 S を 創立し、二十 
•一年には その J 1 首になつた。 

現在ナチスの il 地^:白 S — め殘し、その中 iQ 钩十字を入れさ 
のは、こ — f rf の雲したものだ。乙の旗の—は、赤は11 
味し、白は7ランス革命に反對してニボン王朝の反動政治を復活した時の色、钩 
十字は反ユダヤ主義を象徵する純粹アリアン民族の表現である。 


乙の頃の彼の運動方針は、合法的なやり方では黨員が獲得出來ないと云ふので、 
突墼隊と云ふ武裝圑體をつく61警官や共產黨員と正面から衝突する事を敢へて辭 
5なかつた。 ， 

同時にヒットラーの雄辯は、民衆の心を次第に握り、一九二三年には三百人の黨 
員を獲得した。 . 

一九二 H 年十一月廿 八日、 歐洲大戰の勇將ル I デンドルフ將軍と共謀して、？ユ 
ンへンー揆を卷起し、ヒットラーとル I デンド火 M 兀帥が、ミュンヘンの街を行進 
して伯林へ乘6込'3:うと計畫したが、當局の彈壓にあつてヒットラ—は捕へら n-c 
投獄五ケ年間の禁錮に sn た。乙の獄中生活中八ヶ月か、つて書いたのが、有名な 
r 我が鬪爭』である。 
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遂に中原の鹿を射とめる 

出獄後のヒット f は、暴力の無益である事を知つて、合法的に選擧にょつて政 
權 を把握しょぅと決心した。 

かくて一九二八年五月の總選當は、十二の 議席—•次いで一九三〇年九月の 

總選擧には、一躍六百五十萬票 I 得、議1は百七名に上 6、社會 民主黨 C 次ぐ 
獨乙の第二黨に躍進した。 

それから二年後の第三代大統領選擧には獨乙國民の 偶像であつたヒンデンブルグ 
元帥—洽廻して戰；3、千—七十萬 f ? 多數を占めて第二位を占め、 次の 
大統領はヒットラ-だと云ふ事を國民の腦裡 JC しみ乙^せた。 

その年の七月册一日の—擧には、遂に二—の 議席を し？、第一黨— つた。 
その翌年の I 月 If 、 卽ち1一 i 年彼四十四歲の 時、宰相と f 、 それからの 



彼は無人の野を征く如く獨乙政界を濶步した。 

一九三三年五月十日には、獨乙三十の大學町で反獨乙的著書に焚書の刑5:斷行し 
て、獨乙文化の純化を圖6、また獨乙を食ふユダャ人を國外に放逐して獨乙をして 
獨乙國民の獨乙たらしめた。 

國內問題の解決、また對外的には國際的 ( C は、國際聯盟 k 脫退し、ゲ * ルサィユ 
條約の破棄等々、次 々( C 獨乙の鐵鎖を斷つて行つた。，一九三六年十一月廿五日には、 
B 獨防共協定を締結した。. 

彼の私生活 

彼の生活は實に簡素である。『我が鬪爭 J からの印税收入があるので、侓給も辭退 
して ， Q ると云ふ事だ。 

政治の大賭博には見事勝利を得たが、遊戯としての勝負事は一切やらない。菜食 


主義であり、酒も煙草もたしなまない所に、彼の健康の基が a そひらしい。 

婦人問題は少しも さかぬ。大體獨裁 者が身を持する事嚴であるのは、そんな時間 
的餘裕がないのであらう。彼も昔から*^うで、一種のビ h I リタ X生活 e と 云 in 
てゐる。 

繪は今日でも描く事があるが、主に建築を取材とするのは昔の名殘6であらう。 
音樂はパトロ.ン的立場にあり、ヮグナ-を尊敬してゐる。本は藝術、音樂ものを蒐 
集してわる。 

一 -. . 

淚.の 人 ， . 

人は其の朋友 R ょつて知られると云ふが、ヒットラーには朋友と名づけるべきも 
の•かゐないとジ"ン•ガンサ—は其の著『歐洲の內幕 j の內に述べてゐる。 

永い 間 彼の最も親しい 同人は、一九三四 年 六月卅日處刑された突黎隊參謀長 二 〆 
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ンストレ—ム大尉であつた。現在最もヒットラ—に親しい人は親衞ゾリュックナー 
中尉である。^た何等先約なくても意の^、に面接出來る'のは、リッペ N トロッブ 
外相とシャハト財政顧問の二人である。情報秘書ディートリッヒの如き常任官吏は 
每日 t ットラーに會へる。ゲ H リングもゲッベルスも豫め約束をして e かなければ 
•面會出來ない。 

彼は決して感情を爆發 3 せない。.^し堪ぇられなくなると、つい激發して感泣す 
る事がある。曾て同志ォットー•シュトラッサ ー が脫黨した時、徹宵飜意させょぅ 
として三度も淚を下して泣いた相だ。 

•以下 ヒット ラ— i: と^ cs ^ r く 人 it5: みょぅ。 
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ヒットラ ー の.後を繼ぐのは誰か 

t ットラ—の亡き後誰が獨乙を吱もぅたて、ゆくか。それは國民•た。ヒットラ— 
及びナチスにょつてつく. cv あげら n た今日の秩序ある獨乙は、 たとへヒットラー亡 
き後と雖も•決してナチス制覇以前の戰敗國の名を冠せられた屈從的な狀態に吱で 
逆戾6はしない。 

一九二八年を分水嶺として、ナチスの黨組織は逐年飛躍的に擴大した。殊に 政權 
をとつてからは、全國民をナチスの組織內に吸收せんとし、またしつ、ある。卽ち 
ナチスの紐織は單なる一政黨の勢力でなく、全獨乙阈民の全生活を、その紐賺で、 




21 -c f 1 3羽2屢后(7' 1 ^召泞を その紅絹 t : 



10の統一體に爻とめあげようと努力してゐるの•た。ナチスそのも黨派的存 
在を棄て、、國民の中に解消しつ、あるとも云ひ得るのである。 

だから、今日ではヒットラ—政權を脅かすに足る個人的勢力も黨派もない。 


ヒットラ—を思ふ存分仕事をさせ、かつそ n を成功3せたのは、1¢に獨乙國民そ 
のものだ。粒の揃つた六千六百萬の優秀な獨乙國民がヒットラーの背後に在るの•た。 

乙の背後の力の動さにヒットラーの名をレッテルとしては6出してゐるのだ。だ7— 
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からヒットラ—亡き後に，誰の名がレッテルに使はれょぅとも、國民の勢力の根本 | 
R 動搖はない。 

では誰がヒットラ—亡き後の總統になるか。獨裁者の死後に內訌はつきものだ。 

Z . の點につさ大塚虎雄氏は『一時的には、黨の長老フリック內相を推して大勢の決 
するの1:待つかも知 n ない。或 ali 謹嚴で緩衝的存在とされる黨首代理へッスの起 
用を見るかも知れぬ。ゲ—リング對ゲッベルスの勢力爭 a に或る種の歸結をみて、 


ゲ•クン V か持ち前の橫着 3 で、•トッ カジと 總統の椅子に つく t 知れぬ。或ひは 
1 內 f 防ぐために、 もしくは 內泛 乗ぜられて黨外から 陸相ブロ ニル グ あた 
-がかつ•かれるかも知れ S 。 潔外 I 前獨—李などが、ダ ふホ 丄 として 現 
れない とも 限—い』 と 興味ある觀 f して I 。と 翼が 第二次 歐洲大 戰—直 
前 ヒット f は 我が 亡き後はゲ i ぶ、ゲ ■タング も亡くなつたらヘスにせょと 
遺言した。 

ルドルフヘス 

/ 

ルトル7ヘスの生交れは、 H デ ブトのこキナンドリア市富 商の 息子で、 十四歲 
?はその士地 f れてゐた。しかし彼はレ ッキと した アリアン族で ある事は 
父が フ， / 夕族であ-〇、母はゲ X f デル k 發祥するスィス人であると 云 ふ事を彼 
の 人物 傳には 乙とわ 〇 てあると云ふ。 
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扔は父の商賣をづぐ意味で、ラィンのゴーデスペルグに遊學した。 

間もなく歐洲大戰とな6、彼は志願兵となつて、ミュンヘンの步兵第一聯隊に蹈 
して出征した。ヴ * ルダンの斥候戰で重傷を負ひ、一時は戰死と發表3れた。 

然し全快1:待つて飛行學校に 入り、 卒業後は荒鷲となつて西部戰線に活躍、大戰. 
の終6 頃 (C 少尉に任ぜられてミュンヘンの親衛隊の補充部隊に派遣され た。2. の部 
隊 には ヒットラーが 一兵卒として屬してゐたの だ。 

大戰 終了後、 ヘス 氏は、 再び商人を 志し、 經濟學と歴史とを勉强 し、 傍らミュン 
へンにあつた國粹團體ツーレ社に加盟して赤色政府に對する反擊鬪爭に參加レたり 
して ゐた。 

そして或る晚、右翼愛國團體の會合で、ヒットラ—氏と顏を合はしたのが機緣と 
なつて彼は百八十度の轉向を見事やつてのけ、商人からナチス黨員になつ力" 

例の一九二三年のミュンヘンー换では、彼は本部のビャホール•ホーフブロィに 
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善つて，1除と社會民主々義者とを向ふに廻して大亂 f 演じ、ビふ錄で頭 

を强くた、かれた。その裂傷が、今日二錢銅貨大の f なつて、その 痕跡 ビ 頭上に 
と V :めて ゐる。 

彼の強味は何と云つ •ても、*, ットラ-と極めて親密な點 である。 人格 g 滿•何人 
の敵で—い 彼は、副總理として、同位間の幹旋役として最も適任者である。 

彼は獨乙有數の日本通である。嘗て駐日獨乙 大使館武官として熱心な日本の硏芒一 
に從事した獨乙屈指の政治地理學者ハクス T ファ-博士の 助手として、皮—の- 2 S 0 
著『太平洋の地理政治學 J とい ふ論文の原稿整理 5:したので ある 0 
同僚中、ゲッベルス宣傳相 R 次いでの 年少者 EO 
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へルマン•ゲーリング 

胸に輝くポウル•メリト最离釀章 

•% • • 

へルマジ•ゲークングは一八九三年一月バィエルンのローゼンハィムに生 n 、父 

-« 

は嘗て獨領西南ァフリヵ總督であつた。彼は中央幼年學校卒業後一.九ニー年步兵第 
百十二聯隊の少尉に任官した。歐洲大戰勃發するや西部に出陣、彼は勇猛に戰つた。 
後志願して飛行隊に入6、最初は觀測將校であつた•か、後に操縱術に長じて戰鬪將 
校とな. CS 、 直 ( C 同僚及び敵軍の間にその卓越せる技術が認められた。 

一九一五年十一月の空中戰で、彼はフォッ方-機に乘つて戰 am 傷を負つた。 
一九一七年五月には、第廿七編隊の長に任ぜられ、フランドルの戰鬪に加は- CV 、 彼 
の黑と白とに染めた飛行機は英軍からは Black and - white と呼ばれて恐れら n 
た 0 


，而し英佛侧の空軍勢力は增大する一方なのだ0更に防禦戰法が講ぜられ、驅逐編 
隊三が編成3れ、有名なアリフレット•フォン•リヒトホ—フ H ンが^の長となっ2 〇 
?ヒトフォーフ H ンが一九一八年四月戰死するや、ゲータング大尉が編隊長とな6 
敗戰に至る寸で之を率ひ、一度ならず死線の巷を潜つて來た。 

今日彼の胸間 ic 輝くボゥル•メリト最高 is 章は乙の時の彼の殊勳を物語る もの だ。 
講和條約の結果、飛行隊の解散命令1:淚と共 (C 受諾した彼は、他日必ず 强力な 3 
乙空軍をつく-〇上げる事を誓つたと云ふ。 

現在の恐るべき獨乙空軍の充實乙そ、當時の彼の憤懣の情が實現3れたものだ0 
一九一%年ス H — デ N のストックホルムで商業飛行士となつてゐた•か、そこで 力 
7ン•ハル夫人と結婚した。飛行中一羽の鷗がブロペラ—中に 飛び入り、 ブロ ペラ 
•は微塵に碎けた。然し彼は辛ぅじて歸る事：^ gr 來々0 
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祖國改造の一念發起 


大戰後社會民主黨政府に.あきたらず、祖國改造の一念から政界 ic 志した。をして 
1年からや6直すつ，で、 ミュンヘン 大學生となつて、歴史と經濟學とを勉强し 
た。 

一夜ナチス黨の演說會に顔を出したゲーリングは忽ちヒットラ—の雄辯 ic 魅せら 
れた。彼は忽ちヒットラIの傘下に走6、退役飛行大尉の肩書を持つて大學生ゲー 
乡ング•か入黨第一の仕事は、突擊隊の隊長であつた。 

一九二三年十一月 九日、ヒットラ-は ミュンヘンー揆1:起したが、大望は畫餅に 
歸して ヒットラーは 捕へ ら n て、 ラン ブぺルダの監獄へ、 ゲ—リングは 政府軍の機 
關銃射墼によ6 重傷を 負 a、 同僚は彼を吊臺に乗せて、國境を乙えてチ ル {: 奔 
つた。 重い肺炎に惱み つ、 あつた彼の妻も直にその後1:追つた。夫婦は インス ブル 




-: 
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，クに相會した。乙の地にも永く留る事が出來ず、彼等は更にペーースに走ぅ、口 — 
すに逃げた。ローマのファッショは獨乙の國粹主義者ゲーリングを炫く保護した0 
之 n が契禰になつて、今日ファッジ3との聯結は堅く結ばれて， q る。 

ハン ガリ-ょ6 •ホ—ランド 更 ic デンマ—ク へとゲーリングとその 妻は逃げ遂にス 
戈丨デンに至つ た。 一九二七年 特赦 命の恩典に再び懷しの獨 乙へ歸るまでの五 年は 
經濟的壓迫と 窮乏、 その揚句の 果が、數 年の間艱難を伴 R した妻の病死で あつた。 

一九二八年國會議員に當選し、ヒットラ ー の代理者としてべル リンに定主する事 
比なつた。 

ヒットラー派の大立物となる 

ゲーリングが、眞 Rt ッ•トラー派の大立物となる契機は、 ナチ スの重鎭グ.レゴァ 
シユトラッサ*の策動1:抑へてからである。 / 

シュトラッサ—は、ナチスの全國組織部長で、且つ國民社會主義在鄕軍人 阐の首 


1 丨 Z 2 サザフ^:圣_翮钃剖長で’且つ國民社會主義在郎軍人阐の首 


臈であり、中々大きな勢力を持つて. Q る。.21のグレゴア•シユトラッサ ーが政權 1 C 
焦 it した結果、シユライへル將軍と結んで聯合內閣を起した。そのためにナチスの 
陣營は二つに分裂してし^ふかと思はれた。乙の時ゲーリングは、去就 {C 迷ふ日和 
見黨員を叱咜して、逆にシユトラッサ丨一派を孤立せしめ、その勢力を黨外に追ふ 
と共にナチスの危機を救つたのである。 

一九三二年八月卅日選ばれて國會議長となつた。 

ヒットラー政權樹立するや、ゲー梦ンメは一躍ブロイセン首相に進み、航空大臣 
とな6、また お手盛で退役飛行大尉から一足飛 { C 步 兵大將 とな 6、 ペルリ X の H- 
V 火卜街 を ゲ— タング 街 ( C 改稱 S せる 等、飛 •ふ鳥をも落す勢力を示してゐる。 

夫人はゲ - y ングが國會議長となる前年の三二年に死んだが、其の後獨乙の 女優 
♦ーミイ•ゾンネマンと相識〇、三五年四月 R は盛大な結婚式をあげた。 

現在彼は元帥として、空軍の統轄に任ずる一方、ブ II イセン首相として、第二夹 
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S ヶ年計畫實施全權者として廣大な權力を握つてゐる。 

彼が M 及び軍部の問に持つ信望は全く不動のものであるが、乙れは主として、 
被の持〇絕大な實行力の賜である。 ' 

•彼は倦む事なき固爭心に燃ぇてゐる。そのために、彼の敵はあく爻で彼を僧むが 
彼は直情徑行、極めて天眞爛漫で、一般國民の間にヒットラーは次 <* 人氣を持つて 
ゐる。 

« • 

ヨゼフ•ゲッベルス 
——哲學博士の肩書—— . 

•- 

ゲッベルスは一八九七年十月廿九日、ラインランドのカトリック敎徒たるウェス 
トフアーレンの農家に生れた。彼がラインランドに生れた事は、彼が愛國者と して 


起つ事に大きな關係がある。何故なら、大戰後佛軍は ラィン,スン K を占領し、彼の 



走 vwplsdu 右嶎镉力まる-佴劼なら，犬勸後佛軍は，フイン，スン K を占領し、彼の 



故鄕はその軍政下にあつたのであるから•彼•か^づ反佛運動 ic 共鳴したのは首 fi 出 
來る。 

彼はボン、ミュンヘン、ヶルン、ペルリンの大學で歴史、藝術史、言語學を琪攻 
した後ハィデルペルク大學で哲學博士の榮位をぅけ、今日^で十數冊の本を 出して 
C る。 

一九ニニ年 ミュンヘンにてナチスに 入黨 した。 一 

S 37- 

勃興の氣運にあるナチス黨にあつて、その瘠せた身體に熱情的意志と燃ぇる校な-2: 
向上心が包まれてゐるので、間もなく幹部 ic なつた。入黨と同時に故鄕に赴いて同 
志を募つたが•その雄辯は夙にヒットラ—の認むる所となつた。 

怖るべき雄辨の力 

一九二六年ヒットラーがベルリンにナチス支部を創設すると同時に、彼は機關紙 




「ァングリフ』を創刊し、四年の間得意の筆と舌とを以て活躍した。彼がミユンへ 〆 
k 次くナチスの地盤をペルソ x k 築さあげた事は大 さな 手柄で あつた。 

彼は辯舌に長ずるのみならず、文筆もまた巧みで、文舉的技巧と 政治的事項とを 
巧に結びつける術を知つてゐる。彼は宣傳家として ァメリヵ 式 方法を 獨乙化し、 常 
k 新らしい思付を考案してゐる〇 

.その性格は極めて直載•時には意表に出る無遠慮且つ强硬な態度を示す 0 嘗て『ァー 
ング V ;フ』紙上に『ヒンデンブルダは未•た生きてゐるか J と云 ふ 見出をつけ、 老大統 --838- 
領力ら 名釋毁 損として 八 千マルクを請求 3 れた事 もあ办、また或る時は 一時に S 
十 人の人達から損害賠償の吿訴を提出された事もあると云ふ。 

文化統制の總本山 、 

1九三三年三月、彼が國民 啓蒙 宣傳相に任ぜられると『闷民 保護』 の名の 下に、 让 

會 主義共産主義系の新聞の徹底的彈壓を敢行し、數年間にチ四！ ml の囿〇訢诏 



會主義共産主義系の新聞の徹底的彈壓を敢行し、數年間に千四百種の獨乙新聞(主 
としてユダャ系)を廢刊した。のみならず獨乙文化の獨裁官を以て任ずる陂の獨乙 
文化統制は極端な位で、ラヂォの統制から績いて•演劇、映盡、音樂、美術、科學 
等にまで及び、各方面のユダャ系學者、藝術家は悉く國外に追放された。 

『宣傳の目的は、た<一つ大衆を征服する事*た。この目的に適へば手段を選ばず、 

1れに適はぬものは悉く不用である J と叫ぶ彼は、大群衆を.一堂に集める戰法を發 J 
/明して、ナチスの人氣に油を3す役割を見事に果たすのである。大衆を魅了す るナ -239 
チスの凡.ゆるユーー、ホ—ム、徽章、ヒットラーの入場を待つ姿勢、行進等は彼の頭か 
ら絞り出3れたものである。『實にゲッべルスはナチスの演出係として不可缺の人物 
である J と。(外務省情報部、獨乙讀本) 

# 

獨乙.世界觀の基礎は日本に在る 



AES 


獨乙の世界觀は、獨乙國民の再出發をなすため、歐洲の世界觀に求めて之を得ず、 
光を東洋 ( C 求め、敎へを東洋の哲學に乞 a 、 殊に日本と日本の民族精神の歴史的發 
展 { C 深い訓へを取〇た。 

此の下に近代國家獨乙の科學と產業とをとつて組織したものである。從つて其の 
世界觀は防共協定諸國の間 R 極めて共通の要素を含み、こ n らが一〇の新世界#?!制 
を生む事は當然である。 


アルフレッド•口丨ゼンべルタ 


アルフレッド•ローゼ X ベルク ii 一八九三年一月、當時の露領、現在のェストーー 
ァの首府タリ> , (レヴァル)で生れた。リガとモスクヮのェ科大學に學んだ技術家出 
身であるが、ユダヤ人排斥とボルン H ゲイキ攻擊の果敢な囲士として青年時代から 


ならして， Q た* 







一九一八年卒業後、'獨乙に來た時、初めてヒットラ、、の演說をき s て感銘し、早 
逢入黨したと云ふ獨身の變 6 種で ある。 

ミュンヘンー撥の時、領袖ヶルナの屍を越ぇて突進し、警官隊の一齊射擊 R ビス 
トルを揮つて立向つた勇敢な一面を持つてゐる。 

一九二三年に獨乙國民の國籍を獲得し、ナチスでは黨の機關紙フ H ルキッシャ • 
ぺォパハタ—の主筆として重さをなした。彼は多くの著述をしたが特に、 『43世紀の 
.神話』は1九三〇年に上梓3れてから、旣に六十萬に垂んとしてゐる。2.れはナチ 
ス 世界觀の 基礎 づけを試みた野心的な作品で、 ノー ペル賞を拒否した 獨乙が、新に 
制定した『獨乙國民賞 j を第一に授けられた程の問題の本である。 

f - / * 

、 リツベントロツブ外相 

庙人を希 S 
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フォンリッペントロッブは一八九三年ラィンランドのヴエゼルに退役陸軍大佐の 
息として生れた。彼の兩親は富裕であつて、彼を メッツ、 グレ ノ— ブル、ロンド X 
等 ic 遊學 5 せた。そのために彼は英佛語で自由 ic 語れる樣にな〇た。學校を卒 へる 
と彼は商人になつてカナダに渡つ た。 そして一九一四年、大戰が 勃發する や、彼は 
カナダをあと R して志願兵として戰線 { C 立つた。騎兵隊に編入 sn た彼は、東西の 
戰線に轉戰し、戰功にょ6少尉に任ぜられた。一九一九年の平和會議には獨乙代表 

の隨員としてゲ H ダ サィ ユに行〇た。 

* . . _ • 

一九二〇年 ( C はまたもとの商人 ic かへつて持つて生れた懸引きの天才と得意の英 
語を以て、敗慘獨乙の衰弱した貿易界に縱橫無盡に活躍した。 

一九二五年には伯母か何か { C 當る八十才の老處女フォン•リッベントロップの養 
子とな 6 彼は貴族の仲間入 6をす る事となつた。次いで彼は獨乙で有名な葡萄酒釀 
造曾社の社長で獨乙民主攤の領袖ヘンケルの娘と結婚した。 





一九二五年六月ヒットラ—の暗躍時代 ic 旣に彼と親交を結び、彼のために軍資金 
.を提供したと言は n る。一九三二年十二月にシュライヒア內閣•か出現した時には、 
ナチ黨の前途は甚だ暗いものに思はれた。シ h ライヒアは國防軍の總帥として、飛 

ぶ鳥も落す勢力だつたの•か、愈々政治舞臺の正面に乘6出して軍部をパックに强力 

' \ 

政治1:行はんとしてゐる。而も當時の大統領ヒンデンブルダは、ヒットラ-に斲然 
.組閣を許す意向がない旨1:表明した。 

h ツトラ丨とパアベンの橋渡し 

そ乙でヒットラーに殘3 n た道は、パアベンー派と提携してシュライヒア內閣の 
M を計る外になかつた 。 y ッべントロップは、從來對立して， Q たヒットラーとパ 
アベンとを一九三三年一月四日にケルンの銀行家フォンシュレエダアの邸宅で會見 
せしめ、兩奔の妥協のために仲介の勞 5r とつた。乙のケルンの會談の翌週にはベル 
タン郊外ダ—レムの y ッべント T3 ッブ邸では、シュライヒア內閣打闽の策謀 ic 引3 K 
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さ、ヒットラ—、パアぺン、フクゲンペルダ內閣組織の協議が行はれた。 

ナチ政權の擴大强化につれて、彼リッペント&ッブの前にも榮達の道が拓かれた* 
*, ットラ—が首相となるや、彼は首相の外交顧問に あげられた。 

一九三三年一月ヒットラー政權が樹立3れるや、ナチスの外：父陣は二人の知舜に 
ょつて固められた。1人はナチス外交の理論家13|ゼンぺルグ博士で、彼が外交國 
策を樹立する。他の一人はフォン•ジッベント13ッブで、彼が外交々涉の赏際に iii 
せ參じた。彼はヒットラー A 外交懷刀である。 . 

外交陣營 t つての 雄 辯 家- 

彼はその雄辯にょつ•て黨內に重さをなし、特にシユトレ H ゼマン外交の辛辣な批 
判で人氣を博した。一九三三年獨乙が國際聯盟を脫退した後に行は n た國會選擧の 
際、彼も黨から代議士に推 5 n 、. そして 同時 ij : 突墼隊の部隊長に推5れた。 

一九三五年の英獨海軍協定 { C 對英三割五分の海軍協定率を獲得し大事は、獨乙側 
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i ナ三 2 与 1 尨淀 hi 英三牵=55另の痄渾描淀^-を狨揭し^ 41 は 猱乙仰 



の大成功として、彼の名1:一躍世界外交界の花形にした。彼のか、 る成功の裒に i 
”オド •ロザアメ ェ アの 努力が ある。 VI ザ メアの 『デ- リ— •二—ス』はし さ 6 k . ジ 
，ベント & ツ•フの提灯を持つた。リツべ r ロ ツブと3ず メアは 若い頃からの親友 


であつた。 

I 九三六年 k は駐英大使 ic 任ぜられた U 彼が英國當廷に招待を受けた際、ヂ，— 
ジ六世の前で右手を高く3しあげて、例のナチ式敬禮を二度文でやつての けたき、 
禮儀のやか^しい英阈人は、彼を禮儀作法を知らぬ野人として 非難した。 (國際知識 
第十八卷第四號七三頁) . 

•日獨防共協定•か調印3れるに際しては、彼は飛行機で ロンドンからべル リンに 飛 
んで歸つて來た。當時の獨乙外相は フォン •ノィラ ァト だつ たが、リッベントロッブ 
が外相ノィラ ァト— しおいて、防共協定に調印した。 伊太利が防共 協定に—し 
念際 も、 彼は ロ ーマに行つて、日伊の代衮者と共 ic 協定に 調印し to 



今日獨乙外務省に人多しと雖も、彼位商才にたけた ^間は見 #-らない。多難な今 
後の獨乙外交はその敏腕 R 期待する所大である。 

ぐ ^ / 

, ウイルへルム•フリック 

クィルへルム•フリック博士は、一八七七年三月十一一日、ファルッの官吏の子と 
して生れフロレスタントである。マルチン•ル—テルがかく Jrl た事のあると傅へら 


n るァ火センッ•か^の鄕土、ミュンヘン、ゲッチンゲン、*へ火リン ( C 學び 、ハィデ 
ルべルダで法學博士を授けられた。 

一九〇〇年から一九一七年まで司法官であヶ、其の後ミュンヘン替察廳 R 入6、 
こ、でナチスが小政黨ょ6漸次成長して行くのを見、^の力を知6ヒットラ—と近 
づき R なつた 0 

一九二四年四月一日、ヒットラ—叛亂に一味した彼は一年三ヶ月の禁錮刑に處せ 





られた其の後許さ n て出獄したが、出獄後も彼は積極的にヒットラーに近づき、一 
九二四年十二月選擧には旣に選ばれて國會議員とな6、仑の法律的司法官的頭腦に- 
よつて認められた。 


一九 三〇年 ナチス最初の洲大臣としてチユ—リンゲン州內 相と な.〇、ヒット ラ— 
靑年團 に 對する禁止を解き•左翼系敎授を罷免し 映畫 『西部戰線 異状なし』の上映を 
禁じ、學校に於ける祈禱式を祖阈的內容を以て行ふべき事を命じた。 

三三年ヒットラーが政權を把握すると、彼はヒットラ—の信任を一身にあつめて 
內相の椅子 ( co き、今日に至つて. Q るのであつて、其の間彼が聯邦制度の廢止、發 
察制度の整備、學校敎育の改善等 icc ) いて彼のあげた功績は極めて大きいり 
彼は言ふ . 


『予が政治的に思考する限6、一事は明らかである。國家の本質は力である。內部 
及び外部に對する力である』と。 



ヒヤマ丨ル•シヤハト 

ヒャマール•シャハトは一八七七年の生れ、夙に經濟學博士の 稱號を獲得し、廿 
七歲で旣にドレスデン 銀行副總 裁とな 6、十三 年も勤 續して 、大戰 後は ロンドン、 
へ丨グの賠偾委員會專門委員1:つとめた。 

次いで 二三 年には獨乙の ィンフレ ーシ ヨンの 後始末を する ため中央銀行總裁 とな3- 
6、 その 敏腕を謳はれた生ぇ 拔 きの銀行屋さ んである。—24 
一九三〇 年、 時の ブリユ ー ーI ング內閣の デフレ—シ a ン 政策 及び 乙れ となら /L だ 
輸出促進政策 ic 反對して、彼は國立銀行總裁の椅子 1 : 投げ出した が、乙の頃から彼 
は急テン•ホにナチスに接近し、フ—ゲシベルグの獨乙阈權黨とナチ スとの 聯合 政權 
の讃美 者となヶ 、ヒットラーの經濟政策は 決して不隱でないと力說して、內外の實 
業 家の中を說き廻 6、 遙々八重の鹽路を乘 6 越ぇて米國にまで遊說 したものだ。そ 


してヒットラ|內閣の成立と共に直に迎へられて、國立銀行锶裁に返6暌いたので 

ある。 

彼の經濟政策は、ィンフレ的政策にょる國內的景氣の回復と、マルク價の安定と 
の二つ R 要約出來る。 . 

莫大な借金をした人間ば、却つて貸主ょり安全であるといふ原理を捉へた最初の 
財政家はシャハトであらぅ。彼は獨乙が 借財國 である事を 資本と し、獨 乙を 『世界 
史上異例の賢明な破產者』とした。彼は今日旣に第一線から退いた形であるが、中 
央銀行の總裁として活躍し、又ナチス初期經濟界の恩人として永く忘 n る事の出來 
ない人物である事に相違ないと。(外務省獨乙讀本一一三頁) 

彼は冷静で、しかも强靱な男で ある。 彼は上品な銀行家、しかも烈々たる獨乙魂 
の所有奢だ。 


獨填合併の立役者ザイス•インク ワルト 

ザ イス•インクワルトは 嘗て學校教師と して 敎育界 (C あつたが、 ォ— ストリア•ナ 
チが 震す る や、 これの同情者として登場した。併し彼は一面、 前才丨 スト リア 首 
相 シュシュニックと 親交 あ. 〇、國內 ナチス派暗躍の 情勢を 屢々シュシュニックに傳 
へて、 誤らざる 情勢判斷を 常 « c 惩慂したと云は n る。 

シュシュニックと ヒット ラ—•かべル ヒス ガーデンの會見に於て決定した約束 { C 基 
さ、シュシュ - I ックが內閣改造を斷行してナチス分子を入閣せしむるに當6、イン 
クワルトを內相に据えた事は寧ろ當然であつた〇しかしこ n は同時 (: 又 獨燠今并こ 
拍車をかける事にな6、國內ナチ分子の騷擾增大、次いで獨乙國防軍の ォーストリ 
ア進軍となつた。乙 n は獨乙としては豫定の筋書であ6、インクワルトは、乙の沿 
合單なるナチの傀偶としての役割を果たしたに過ぎなかつた。 


獨乙軍が首都クインを占據するや"インクワルトは拔刍打ち的に新憲法を發表し 
て獨埃の正式合邦を宣言し、才—ストリアは乙、に大獨乙主義の 下に、 ナチ ス 第三 
帝國の一州とな6、彼インクワルトは初代ォーストリア州總監に任ぜら n た。 

彼は獨燠合邦の橋渡しの役割を演じた歴史的人物であり、21の大史劇の主人役の 
一人 だ。 1 •: 

ヒットラ、1の影武者 

ナチス獨乙の指導原理は、全體主義理論で導か n るフユーラー•ブリンチーブ(指 
導者主義)である。少數の優越せる指導者が、獨裁的統卒者として一般大衆の上 (C 
臨んで政治を行 a 、 彼等を牽ひて經濟1:運營する。か、る政策である以上「大衆に 
優越せる指導者」を得る事がナチスの政治經濟を遂行する上において最も必要な事 
であ6、乙の指導者組織は現に優れた人々を多く出してゐる。例へばへス黨副總理 



f fv グ空相^下、 ジ r ヘントロッブ.ゲ，，•ヘルス 等々ヒッ トラ— 1 

首腦者達は、今や未曾有の人的豪華陣を誇つ てゐる。 

然し乍らこれらの人♦は、表面に立つ指導者である。？はこれら表面的指導者 
と共べ政治の番にのみ動さ、奥深き黑幕の蔭にかくれて ゐる影の指導者達の存在 
を忘れてはなら2。彼等は影の人物で t 以上政治の表面には殆んどその姿を現さ 
ない。—現して—と^ L ても、その表面的—職は實にとるに足らぬものである 
か乃至は形式的なものに過ぎな S 。 しかし實際の政治經濟^ ，動かす點 では、顯 職に 
ある表面的指導者 ic 勝ると名劣らない勢力を 持つてゐる〇 

殊にヒットラ—總統の完全なる獨裁下.^あるナチス獨乙に於ては、 日々 皮の明 母 
に侍し彼の思考判斷 k 大—作用を與へるこれら影の指導者の方•かょ.〇 大きな役割 
を演じて， Q 1 S 得るか蟲 n な S 。 (國際經濟 •1 第十九卷•第 四十 五號廿七 頁》. 


『ヒットラー總統の特使ケイーデマン大尉。ロンドシに急行 j とはズデーテン問 ga 
が急迫して、彼がヒットラ—總統の密令を受け英國に急行した時の新聞報道である。 

全歐洲が第二次世界大戰の渦中に卷き込爻れるか否かの重大な瀨戶際に、外交關 
係の大臣を3しおいてヒットラ--總統が特別の使命を持たして英國に派逍したクイ 
丨デマン大尉なる人物は果して如何なる人物か。 • 
r 私は私の側近に眞實め友が欲しい、どぅぞ私の所に來て、私を援けては下3る^ 
い，か、地位は貴方の望み次第です j • 

とは、ヒットラー緦統が彼ウイーデマンを迎へる時の言葉であつた。ウイーデマン 
は歐洲大鞔の頃、 t ットラー緦統が一兵卒として戰線に立つてゐた頃のヒットラー 
の直接の上長たる中隊長である。 





大戰終了後大尉は軍 f 退き：ハィ'ルンの山地に隱退して自然を相手の悠々自 
適の 生 f して笑が、昔自分の部？あつがナエ——辛る 
や、彼は心からなる祝電を發した。 

これを機會に其の後二人は度々 あ？ は—物語ぶ ふけ 合、 國 家の前 f 談じ合 

ヒットラ-は度々彼の出馬を求めた•か、彼は容易に應じなかつた。然しヒットラ 
1.禮もだし難く遂に一九三五年一月一日から ヒットラ—のた泛 I め 
た。 

彼が望めば II 得られたのに彼は I 表 f 立つ事— せず、 文字 
通.〇ヒット f の影武者として色々の資格で活躍した。ズデ , .テン問題の時にはヒ 
ットラ-の特使として—に使する事數回、—ミニヘン—には側近者の一人 
としてヒツトラ—^霆從した。 • 


-264 — 


ウィ-デマンは，ヒットラ—の居室近くに自分の部屋を持ち、ヒットラーの室 (c 
最も 足繁く 出入する。ヒットラーの彼 (C 對 する信賴は絶大と云つてょく、 t ットラ 
丨が彼と話す時は、いと も 丁重を極め、彼がどんな事を話そぅとも途中で遮る 様な 
事はしない。ヒットラーが何か重大な事士決定する時は、腹心の部下の意 ii を 叩く 
のを常とする•か、か、る場合彼は常識と誠意から迸6出る意見を述べるのだ。 

H ツブ將軍 

フォン • H ッブ將軍を最初にヒットラーに紹介1たのば彼のレ-.ムであつた〇共產 
主義嫌 a の彼は、最初からヒットラーの人物に惚れ込み、ナチズム {C 共鳴し、 獨乙 
國防 軍の現役にある間も陰に陽にナチス運動を援助して來た。彼は生粋の軍人で、 
十六才にして獨乙陸軍 tc 入つて以來一九二三年獨乙國防軍から退役する^で前後四 
十年近くも軍隊生活を送〇てゐる獨乙陸軍の最長老で あ6、 殊にその出身也たる，ハ 
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ィ H ルン地方では軍隊は勿論一般の市民からも非常な信望を 得てゐる。 

彼の主義主張は大獨乙の再建^あ 6、 咬た共產主義を 以て獨乙の不俱戴天の 败と 
なす 所完全にヒット ラ—の目指す 所と一致して b る0 

彼が 國防軍に 在役 中から、頑くな、阈防軍の將領を 次々に親ナチス派に口說き落 
してゐる。獨乙國防軍をナニ黨にむすびっけた最大の功勞者で—。 更に彼は獨 
乙共 I の掃蕩にも與って力あった。一九一九年， マエルン赤色評議會をミュンへ 

ンヵら追拂ったの4であ. CS 、 一九二 〇年ル上に於ける 共蠢の 暴動を篇した 
のも彼であった。 • 

v‘ « 

一九二三年中將で退役、直ち ic ナチス黨に正式入黨した。爾來 彼は黨の 軍事顧問 
としてナチス突墼隊の紐織、擴充に多大の貢獻を してゐる〇然し 乙れ は決して彼 •か 
畢生の事業として目指して ゐる 所のものではない C 彼が ヒットラ* の懷 刀として、 
ナチス獨乙の政策の上*(:重大な役割を果たして ゐるのは、 •軍事顧 玥として V i なく 


植民地問題の擔當者として V ある。 

一-- . . . 峰 

彼は現役時代から、植民地問題の硏究者として知られ、現在では獨乙第一の植民 
地問題の權威者として自他共に許してゐる。 

彼の植民地問題に對する關心は、彼が獨乙植民地軍の將校として、舊獨領西南ァ 

フタカ 5 c.s - »!i した時代から養は n て來た。 

. • . 

大 a 後筘乙〇海外領土 •か悉く失は n るに 及んで、彼の植民地に對 する 關心、俦獨『 
領に對する愛着は加速度的に深まつて行つた。共產主義の勢力が獨乙から全く跡を-257 
たつた 今日、彼の前に 殘乙 sn た 事業は植民地の奪還で ある 0 

ヒットラ— は旣に彼を ナチス黨內 {C 於け る 植民地問題の 擔當 者たら しめてゐ る，- 
殘2:3れた獨乙最大の要求、植民地問題が漸く當面の政治問題化しつ、ある時 、 t 
ットラーの影武者フォン K ッブ將 軍は如何なる盡策をめぐらそぅと してゐる のか注 
目に値する。 


•アドルフ•ワグナー 

. * . 

• % . • 

每年-ーユールンペルグのナチス黨大會に於ける恒例のヒットラ— 總統 の開會宣言 
，は必ず7ダナ-•か代讀 する 事にきまつて， Q る。 乙の- 1 ルンべルダ大會開#宣言 
は獨乙國會^於ける演說と並んで一年を通じてヒットラ—の行ふ二大重耍演說 であ 
る ^ の重要な演說を何故ヮグナ-に代讀 5 せるのか 07 グナ—の演說は その 音聲 
•かヒットラ*に似てゐるばかりで なく、斷乎たる口調と 云 ひ、その 身振6と云 ひ、 
すべてが擅上に於け る ヒットラ ーを勞 露せ しめる。 

ヒットラ—の雄辯は自他共^許す所だが、 乙のヒット ラ—の雄辯 { C いきぅつしな 
のがフグナ I の雄辯なのだ。テヂォ.の演說では、餘程馴れた人達でもヒットラーの 
演說かフグ ナーの 演說か區別がつかない位である 0 

し力しヒットラ—が彼を信賴し彼を重要視するのは、^の演說のためばかりで (1 


— 2B8 


ない。 

彼自身•かすぐれた政治家であるからだ。彼は伊太利 ムッソリ— •一の 崇拜者で も あ 
る。そして獨伊提携論者の急先鋒である。彼は一九三三年に早くも獨倂提携の今日 
あるを豫想して次の樣に述べてゐる。卽ち『獨乙と伊太利は問もなく歐洲の指導者 
となるであらぅ。獨伊兩國民の運命を變へたヒットラ—、 ムッソリ—ー ーの兩 K 頭は、 
やがて歐洲の運命をも變へるであらぅ J と。 

彼ヮグナ-がナチス黨に入黨したのは、比較的新らしい。然し彼の ヒット ラー支 
持の歷史は古い。遠く一九二五年、當時彼がバィ H ルン地方議會の議員であつた頃 
時の獨乙外相スト レ.- ゼマンの軟弱外交を痛烈に攻墼し、議會での演說で『余は 舊 
ロート、ンゲン洲の獨乙系市民がストレ-♦セマン氏を暗殺しても決して咎ひべきで 
ない』と述べて、獨乙上下を震駭させたものだ。その頃から彼は ヒット ラーの抱く 
主義に共鳴してゐたのである。 
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彼は大戰の結果フランスに割讓た13—レン州の生 n である。 自分の故鄕を > 
u に奪！ in た彼はヴェルサィユ條約にょ 6 獨乙の受けた 屈辱と 打 離と 1 : 最も 身近 {C 
感じた。/ on が彼1: ヒット ラ ーの 許に走らせた最大の原因で あると 云ふ。(前 揭書廿 


條約 S 面の獨特使 

. • . • 

——特派公使スタ—マー氏—— 

暑 

日、獨、伊三阈條約締結發表吱で覆面のま、陰にあつて目覺しい活躍をした人は 
今回の條約締結のためリッペント&ッブ獨外相の命を受けて九月七日來朝した特派 

公使ハィンリッヒ•ゲオルク•スターマ—氏で あらぅ。 

氏は當年四十六歳の男盛6、騎兵大尉と して 第一次歐洲大戰 ic 參戰 した名 # ある 

勇士、 大戰後 ナチ黨員 とな 6、リッペ ント VI ッブ 外相の知遇を得、同外相の命を受 

, • 

けてアフリカに赴き實業に從事 f て £) た。その後間 もまく 歸阈 して リッ ペン トロ ッ 
プ外相の官房長と して 活躍し自他共に リッペ ン.卜' t » ッブ 外相の懐刀と して許して ゐ 
た存在である。咋年獨逸外務省の極東係を して ゐた ラウア.. 氏の後任とな6我阈の 
出先使臣と親交を結ぶ { C 至つた。 
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本夏ゴ—夕丨公に總領事の資格で隨行し-米、日、蘇 等を視察した 。今回は特派 
公使と して 日本の要路と折衝し，遂 に 三國條約締結の 仕上げを 行つ たもので ある 0 

戰勝後のナチ K . の計畫 

戰勝後■ナチスは世界を如何するか (C つき、 ドロジィ•トムブソン を 面白い乙とを 
窨いてゐる。ドィツ人は、勝利を得た場合 ic 何を爲さんと欲して， Q るか、それに就 
いて明確なる計盡を有つてゐる〇私は其の計盡の根幹につき詳細に蝱つて知悉して 
居ると信ずるのである。私は相當多數のドィツ要人及び それら要人と緊密なる關係 
を有する人達から其の計畫を聞知して居る。同じ筋から提供3 n た戰略に關する沾 
報を私は先取したが、その情報が悉く的中し：後から起つて來た 事件 (C よ 6 完全 ic 
確^^れて居るのであるから、^すます以て私の知つて， Q るドイツ人の 戰 蜜^の 計 
# ic 確實性*かあるものと、自信を以て言ふ事が出來るので ある。 ドイツの計盡 は、 
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歐洲關税同盟組織で ある。 卽ちペルリンを中心に置く完全なる財政 的、 經濟的統制 
を有する -3 丨ロッパ關税同盟の設立である。此の事は卽ち世界に於ける最大自由贸 
易地區及び设大の計畫經濟劊設を竞味する。西部ョーロッパのみに於て i ロシャ 
は別問題である —— 技能、文化を有する、生活水準の高い白人四惊人からなる經濟 
同盟を設定する。是等に加ふる ic ィギリス、オランダ、ペルギ—の资源がある。是 

0 I 

等は「ゲルマンの歐洲 J なる名稱の下に聯合する。ドィツ人の目標とする所は政治【 

263 

上の支配力を從とする經濟的支配力であつて、その逆を意圆して^るのではない。，一 

• N 

領土的變化は乙の事には關與しない。ベルギー國王は王位に留ま6、更にオランダ 
王位を以て報 CA られるかも知れない他の政府が紐織されるにしても、すべて阈家と 
しては獨自財政、經濟制度、或は其の關係に關する統制力を保有しない事になる。 
すべて諸國のナチス化は經濟的壓迫に依6遂行 sn る。餘程以前からすべての阈家 
に於て協調的實業家及びエ業家との接觸が開始3れてゐる明白に敵對的であつた連 





中はボイ n rk 依.〇罰せられる事装る。ドイツの占領軍は聯合軍と相互 k 親奎 
し、 大社會を 相手に 納得 3せるのであらぅ0 

• * 

- ロシヤは侵略されるか , 

f は政治的制度には何等關心を持たぬ。 スタ i ンは我々 と協力するだら ぅ。〕 
我々は油井產出物の增加及び鑛產物採掘時に於ける 口；^ ヤの運輸 制度の 機構にのみ1 
關心—す—で—。ニヤ k は我我の技師連•か多數出掛け— k 多數の〒-884 
く事—れるであらぅ。 ロシアの 制度は1 か、 それはナチ的訓練— 

し、—その採掘の爲にはドイツの專門的霧—する。スラ又は一致協同する 
事が出 f S 。 ナチ K は S づ f ヤ勞—逻— 

反對するとは信じてゐな V 彼等ナチスは貪奎義政治 茲 ける傾向•か 表示して 
居る 事は 勞働 者はた、物を食し、仕事を 有する だけで ある。 國家时 事態に對 し、 


嚏た個人の自由に對しては關心を更に持たぬ事であらぅと論じて居る。更に彼等は 
次の如く附言す。卽ち若し利益がありさへすれば、資本家のしない事は何もないの 
だ。民主主義政治が人民、勞働者團體指導者に敎へた事は、金のみに信賴を置くベ、 
きであると云ふ事だ。そして最後にドィツ人のみが軍隊を維持する事を認容 
る。併し乍ら若しアメリカ合衆國が協力を欲するなら全軍備は根本的に縮少 sn 得 
A のである。と。(東洋經濟十五—七—廿) 


第.二次 歐 洲大戰 の敎訓 - X 

昭和十四年九月一日*^らーヶ年で、歐洲大戰の舞臺は獨乙侧 (C 有利 k 展開し •老 
-大國英國も今や新興獨乙の前に屈伏しそぅである o 2. 、 ic 歐洲の動 さと日本への影 
.響を打診し、獨乙戰勝の敎訓を 味ひ度い。 

伊太利參戰の影響 I 

伊太利の參戰にょつて、わが船舶の地中海航行は不可能 ic な6、 年 約 三億圓^達 
する歐洲からの輸入、約一一億五千萬圓に達する對歐輸出は一應 支障— たす ものと 

-みてい、。次 ( C 輸出一億五千萬圆、輸入九千二百萬圓 R 達する ァフリヵ贸易の減退 

.が見逃せ5 to . • 

« 

最近の對歐、對ァフ y 力貿易を示せば左の通りである。(軍位千 M ) 



最近の對歐、對ァフ？力貿易を示せば左の通6である。(單位千阀) 

6對歐洲貿易 輸出 輸入- 
昭和十二年 三五六、二九八 • 五〇四、〇〇一 
同十三年 二六-:〇三六 三七 六、 二六九 
同十四年 二三 八、 二五六 三〇 九、九 三五 
〇對ァフリカ貿易 

昭和 十二 年 二 •四 二、 七三五 二〇 六、 三 〇四 
同 ±一一 年 ，一三 七、 三三 六 六〇 、六 ニー 
同 十四年 一五 二、 九〇八 . 九 三、 七八七 
.伊太利— に f、 I 工業界の蒙る影響は大 きい。 卽ち工業用原料鹽 、加里堕、 
.水銀の輸入杜絕 である。 工業鹽につ いて 云へ ば、 最近百七十萬トンの必要量のぅ ち 
.百萬囉は遠海鹽 、七十 萬噸が近海鹽 (主として 滿洲、北支の鹽)で賄ふ計畫であつ 
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.た位で t から、伊太利が參戰す f と k ょ气需鹽の主要產地 f 伊太利領ソ 
t リ丨ラ X ド及び H ジトジァからの雙が杜絕すれば大問題である。 

1水銀につい V みるに、伊太利が世界有數の產地である闕 係から •日伊通商協 
定に基き可成.〇のもの•か日本に來て— ベ 勿論伊太利の水銀 だけでなく、ス•ヘィ 
ンの水銀杰日本 ic とつて重要で ある-。、 

伊太利の參戰 kf 、 伊太利水銀の買付•か不可能姿れば、 B 本としては、ス•へ 
ィンと別途に協定するか、兩國以外に、 メキ f 或は漢口を 中心とした一帶ミ 
輸入する必要が生ずる。 

外鹽の輸入が杜絕すれば、苛性ソ•ダの生産、 ひいては人絹 工業の 生産が減少す 
るそぅなると折笋の輸出伸張の好機を逸すること (C なる から、早急對策をたて 
1要が—。差當つては、中南米方面からの外鹽差苛性ソふの手當に努力す 
ると共に、速に圓ブロぶ內に於ける積極的工業鹽增產 t 美立すべさで ある。 


鹽が手許 ic ないでは、工業國日本 もどぅにも L * l ' デが なく、 靑菜 ic M •た。 

佛國 降服の日本に及ぼす影響 

% ■ t 

地中海の制海權が獨伊側 ic 歸 し、 印度洋東南洋の海上危險が 增加して、東南洋の 
海運貿易關係が支障を受け、殊 icNJn が、佛領印度支那 (略して佛印)，ーユ— •力 
レド-ーァに及ぶ乙とは日本に とつて 重大關心事である。 

佛印については、旣に英米佛の共同管理案が發表3れて居り、•をの歸趨に〇 いて 
は注目しなければならぬ。 

佛國は戰時貿易措置の實施にあた〇ても、佛印の石炭、 鐡鑛、,ー ユー •方レ ドニ 
ァの鐵鑛の對日輸出については特別の緩和措置を講じて來た もの Y 、 i の關係が狂 
へば日本としては物動計畫上重大衣支障が 生ずる。 - 
次に、佛國が屈伏しても、英國の單獨抗戰が放送 sn て ゐる •か、 今度は英國が逆 
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ic 獨乙 から 經濟封鎖5: ぅける俱 n があ 6、 かくして列^との極東方面に於ける外交 

繭係はいょ^-微妙とな6、日英通商關係に及ぼす影^ も 大きい。 

. 、 * _ - 

. 三ッ巴の亂戰 

- もめた鐵銅 値上問題のぅらお もて- 

第二次世界大戰のとばつち. 〇 が、 日本の 鐵鑛 問題と なつて 現れた。卽ち日本の 战一 
靈造にはス V フッブ(居鐡)が絕對に缺くべからざる もの だが、 この輸入先は米-- 27 
國であぅ、第二次歐洲大戰の本格化に伴ひ、スクラッブの需要激增し、價格が騰貴 
したと意へもつてきて、圆爲替相場の低落したため、 スクラップの 輸入 價 格は吊 
騰の一路を迎り、昭和十四年九月一日頃 k 比し二倍近くになつた。 乙の 外に f 、 
炭價の昂騰のため•鐡の 原價は 高くなる一方で あるのに、販賣價 格は一向に上げら 
れない寧ろ 鐵は 支那事變 勃發以來三度も値下してゐる。卽ち普通鋼材の製造業者 

販賣價格は十三年一月、同十二が"十四年七月の三回に一且つて引下げられ.事變當 



販賣價格は十三年一月、同十二•月"十四年七月の三回^1且って引下げられ_茁變當 
初トク當6百九十五圆であった丸鋼標準物は、今月百八十六圓(手取6百六十八四} 
となつて居6製銅用銳鐵も十二年七月以來トン當6八十一圓に釘付されてゐる。 

そ乙で鐡鋼價格の引上げを鐵會社が要望したのに對し•商工省は、藤原式腰だめ 
で、値上げを認めやぅとした。その程度は鋼材建値最低三十五圓、銑鐡同二十 P で 
あ〇た。然し鐵は凡ゆるもの、基礎であり、特に愼重を期するために、物價對策審 
議會にかけて、はか >o たと乙ろ、値上げには大々的反對で、値上げ赞成論米は平生 
釩三郞氏一人で、値上げ反對の急先鋒は石渡書記官長であった。 

そ Z : で物價對策審議會 でも、もてあ^して 閣議 ic 送つ たと 乙ろ、 乙、でも. 大いに 
もめた。値上げがいけなけ n ば、 補助金を出せと云ふのが陸軍の主張である。陳軍 
は鐵の最大需要者として、鐡の値があが n ば、陸軍の.豫算で入手し得る分*1:は少な 
くならざるを得ない。仑れでは國防の完璧は期し得ないと云ふにある。商五萏.吻 
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價對策審議會、.閣議と三ッ巴の亂戰振 6 である。 

- - * . . 

何故補助金を出さぬ 

f . . . 

それでは補助金を出す かと云 ふと、その金額は莫大に な 6、臨時議會を 開いて 協 
賛を得なければならない。そんな2. とをしたら •臨時議會は鐡の 問題から外交問題 
に飛火して收拾がつかなくな6、下手すると內閣の屋臺骨がぐら 〇 く かも知れな ハ0 
をんな2. とは 2: 吱ると云ふので、大臣連は、次官會議に問題を移した。次官會議の 
結果は と 言へ ば - 

一、 政府は業者の組織す る 屑鐡輸入會社に對して、總動員 法 第 九條を發動して、 
徐入命令飞發し*厝鐵輸入を命ずると共に、その內地販賣價格との差損に對し 
ては、 總動員 法 第廿七條 に基いて國家が 補償す る 0 ' 

二、 今後の製鐵 事業界の混 風、 行詰6を打開するために、官民有識者ょ 6 成る、 



鐵銅對策審誠會を設置して、第七十六議會(來議會)まで ic 鐵銷の根本對策5: 

樹立すると云ふにある。 

其の後、損失補償を輸入府鐵のみに限定せず、 n 丨クス用石炭及び輸入鑛石に對 
しても補償する乙と JC 改めた一一-六月十五日の物價對策審議會で。 

乙れで3しも揉んだ鐵鑛値上げ問題も一應ヶリがついたが、^の意味すると2.ろ 
は重大である。卽ち、從來"輸入價格の値上.〇にょる國內物價の値上. CV は當然のも 
のとして認めてゐたのに、今回は必らずしも認めないで、國家が損失を補償する乙 
と ic したと云ふ新手である。 、 

若し鐵を値上げしたら、米の二の舞を演ずる 乙とは 明らか だ。そ乙で『値上げは 
絕對に行はず J と 言明して低物價政策堅持の方針を明示した 2.とはい、 N ； と •た。 

更に損失補償の場合も輸入原料の値上げに對して•たけ ic 限つた 2. とは、國 庫負擔 
の限度1:明にしたのみならず、國內事情の變化を理由とする値上げ乃至浦助金交付 
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を明白に否定した點は意義ある2.とである。 

だが今回の解決法に對して滿點をつける譯(2:ゆか W 。 

政府は銑鐵鋼一貫作業を奬勵しな•から、今回の解決法にょれば、か > る一貫作業 
を やる會社は窮屈に な 6、厝鐵を使用する平爐業者は有利で あ 6、乙れ では政府の 
企圖 すると乙ろとは 反對の 結果になる。 

更に 今回の 解決法を實行 しても、 製鐵業の採算 •か 依然として苦しい ことであらぅ 
し、近い將來 ic 業界の根本的整理合同の必要が生ずる であらぅ。その 場合に 徹底的 
對策を講じなければ、调防阈家の建設は不可能で ある。 • 

獨乙の勝利は、經濟政策と軍事政策の合致してゐる點にある。 

經濟も政治もすベて全體主義の立場から批判し指導して來た。その結果は今日の 
獨乙の榮擧となつた。日本の鐵の問題をみると、そ乙に「儲からぬから製造せね」 
との考へが入つてゐたが、果して乙 n でい、か。大いに考へねばなるまい。 
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%獨乙はなぜ勝つた 

■ - - t ツトラ，の t ら s I 

4 

獨乙戰勝の第一原因は指導者ヒットラーの偉大なることにある。氏は第一次歐洲 
大戰に一兵卒として出征し、戰傷を負つた位で、兵が何を M み、何を考へてゐるか 
を知つてゐる。從つて兵と氏との間には靈魂の相通ずるものがある。 

また氏は自分の國力を正しく認識してゐる。孫子の云ふ「兵は久しき5:貴ばず」 
で卽戰卽決主義である。 

九月になれば、 TI ンドンは有名な濃霧のため、獨乙飛行機の活動は全然不可能に 
なる。更に石油の貯藏量から見ても八月一杯で戰爭の幕をおろしたいのであらぅ。 
これがまた兵の氣持とビッタリ合ふのだ 。'〆 

氏は今日 { C 至るまで獨身だ。嘗て英閟の小ビット•か、ナ•ホンォ 〆 の倥略} C 杭し、 
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「余が妻は 國 家なら」 と 叫び、遂 ic ナボレオンをして 英國に 一指1:毛觸れ S せなかつ 
たが、今や t ッ-トラ ーは、國家 あつて 個人なく、 その 全生活は國家 K 捧げ、且つ身 
を 持す る 乙と極めて 謹胺であると 云ふ。 

青年の意氣 

獨乙靑年の意氣が如何に物凄 i ものであるかは、次の事實が雄辯に物語る。卽ち 
今度の戰爭で落下傘部隊は要塞の上に飛び下りて、トーチヵの銃眼から、爆彈を揑 
げ込 ん だ6、-|» ッテル ダムでは百人の落下傘部隊が三日間橋梁を死守して機械化部 
隊 を通過 S せた。 

「上乙れを行へば、下/〇れに做ふ」の古言の通 6 、t ットラ— {C して、之の兵あ -a 


獨乙の飛行機製造能力 

——魂だけでは戰勝は得ら nw — 

# % * , 

英國の賴みの網は米國•た •か、 現在では米®が全陸海空軍をあげて英國を援助する 
か 否か 不明で、 殘ると乙るは如何に急速に大量の米國航空機の供給を受けるかにあ 
る。 、 

五月 下旬 現在の ァ メタカの 全航空機製造 會 社の注文引受高は十一億三千萬 K^tc 
連してゐるが、一九三九年度の緦賣却高は二億二千五百萬ドルに過ぎぬから、假に 
製造能力が一九三九年と同一とすれば、注文引受殘高を完全に果たすには今後五ヶ 
年か、るひとになる。いくら飛行機のスビ 1 K を出しても五年後に出來たのでは今 
日の戰爭の間 ic 合はない。 

こ nic 反し獨乙の航空機製造能力は月産二千三百乃至三千臺であり、近い將來に 




月產六千臺 k 達すると云ふ。 rJnR 對し米國の月產能力は五百 機と 云ふから. 問 10' 
にならぬ。今回の獨乙の戰勝 k は獨乙魂が物を言〇た 2. とは勿論•た*か、魂の外 icE 
に前記の如さ優秀 R して豊富なる武力のある i とを忘れてはならぬ0 

科學の總動員 

新兵器、優秀なる武器の背後に科學の總動員のある2.とを見逃し得ぬ。乙の勘 lr 
具體的 ic 言へば、國防科學 ic 關する硏究は、すべてゲ丨リング5:長官とする四ヶ年 
計畫部で統制して， Q る。千餘の官民硏究所に於ける硏究事項はすべて統制して、同 
一の硏究事項をパラ{にやる M とを許さない、各硏究所は每年硏究事項を政府 ic 
提出し、政府は緩急の順序を追つて決定し、，〇れを行はせる。殊 ic 軍事科學は陸軍 
省の內に科學統合機關があつて、十二の專門部門 R 分れ、その統制の下に、各硏究 
機關が密接な連絡をとつてゐる。咬た技術の公開を行ひ、互 (C 競爭的^優秀な技柜 


の練磨 ic 努力5せてゐる • 



の 練磨 ic 努力 5 せてゐる • 

すべてが富國强兵のための準備 

すべての基礎は教育 { C あるが、獨乙では國防並 ic 科學敎育が普及して ゐて、すべ 
ての國民が科學、國防に關心をもつ てゐ る。この點か ら考へて日本の敎育は再檢討 
の必要がありはしないか。 , 、 

また第十回ォリンビック大會で未曾有の「民族の祭典」を擧行したが、當時つ く 
つたスタデアムから宿舍等の一切が今日では軍事施設に利用されてゐる。獨乙には 
平和も戰爭もない。た C あるのは、打倒英國!!であ6、獨乙の富國强兵のみ。 

フランスは何故負けた 

フランスが何故一敗地 -(C 丈み n たか。その最大の原因は、共產主義、人^^線^ 
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運動の結果だが、前首相レイノ—が「フランス敗戰の原因は、古 - v » 觀念が新らしい 
觀念に敗れた」のだと喝破した乙とは正しい。持てる國フランスは、，平常の準備が 
足6ず、國民の氣魄が拔；； b てし爻ってゐた。新陳代謝が世界の法則であると云へ、 
嘗てナボレオンを生んだ佛蘭西は、果して何處に行乙うとするのか？その答はフ 
ランス國民の腹 ic あるのだ。 

大獨乙廣域經濟圈 

ドイツは舊ドイツ經濟圈に加へてチ H n スロヴアキヤ、ボ—ランド、デンマーク、 
オランダ、アルサスロ I レ N 、 パルカン、アフリカをもつて廣域經濟の第一圈とす 
5ので.はなからうか？ 

* ••- . • 

詳言すれば、バルカン諸國のうちハンガリ—、ブルガリヤ、ル—マ-ーヤ、ギリシ 

ヤ、ユ-ゴ•スラゲイャの一部は、すでにドイツと最も密接な關係にあ6、貿易上 


から見ても五割乃至七割まで戰前ドイツに依存してゐた。從つてこ n 等地域は當然 
大ドイツ廣域經濟第一圈內 R 含まれる乙とになるであらう。 

アフリカは歐洲經濟の發展にとつて、離す2.との出來な S 重要な資源を有する。 
元來、歐洲に覇を稱へたものはアフリカを支配- b たものであつた。 K イツのアフタ 
方資源の獲得も、大ドイツ廣域の發展のために必要缺くベからざるものである。ド 
イツはアフリカで舊ドイツ領植民地を獲得するのは勿論、その他にも原料資源から 
見て、また政治•軍事上から見て重要な地域を獲得する乙とになるであらう。今假 
6にドイツのアフリカ進出を、最小限度に豫想しても次の如くなるであらう。ドイ 
ツ舊植民地カメルン•タンガ-1力とその中間に挟まれた資源の豊富なペルギー領コ 
ンゴ—はドイツの掌中に入るであらう。乙れ等の地域•かドイツアフリカ政策の甚地 
とな6、その勢力は一方は特殊鋼の原料として貴重なコパルト•ゲアナジウムと、 
銅•金•ダヤヤモンド^產する北•南口丨デシヤから•南阿に進 lr こと; C なるであらう。 
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他方 トィ ツは英領 スダンょ 6 ナィル 地域を下航 すると見られる U これ等の地 ^ は 
KJ ツに上記の鑛物資源の他、棉花 • ゴム • パルム油•大豆 •麻 • =»1 ヒ—•ココア•皮 
革•木材等貴重不可缺の資源を供給し得るものである。 

大トィツ廣域經濟第二圈としてフィンランド、スウ本—デン、ノルウエー、ペル 
ギ-、スペィン、•ホルトガル、フランス、スィスニルカンの殘3れた一部、近東 
おょび朿洋における舊英•佛.|1植民地の一部が包含3 れる2:とも豫想3れる。2. れ 
らの 地域は資易においては規則的 { C して確實なパータ— 制乃至は特惠關係或は關税 
同盟を IJ * すび、また資本•技術を通じて大ドィツ經 濟と不 分離の闕係 ^置か n •廣 
義の大ドィツ廣域經濟_に含めら n る/〇とになるであらぅ0 

卽ち(一)ベルギー、ルクセンブルグ、北 フランスの重工業生產設備は、大ド ィツ 
廣域經濟の 中に含まれる乙と ic な- 5- と思は n るが、 ^ れは、第一^ Jn らの生乾 力 ^ 、 
原料で ある 鐡鑛石•特殊銅の配合資材 (アフリカ產)、燃料としての石炭.®及、纺力 


の供給においてすでにドイツに依存しなければならない立場に置か n てゐるからで 
ある。第二、ドイツの機械工業は、乙れら地域の製鋼業の消費先として.重要性を增 
すであらぅ。 從つて乙れ ら 地域は、その重工業を通じてドイツと有機的關係 ic 立た 
sn る乙と ic なる。 

(二)パル カ ン 、北 歐の農產物おょび原料とドイツの工業製品とが交易關係を深め 
確實化する乙ともいふ^で毛ない。 、 

かくしてドイツの廣域經濟政策は、單にドイツと廣域經濟加盟國との商品贸易關 
係を、量的•質的に緊密なら しめる乙と を目的と する のみでない。ドイツは指 S 國 
として廣域經濟加盟諸國の工業•農業•交通•人口の諸政策を大ドイツ廣域經濟の 
健全な發達 とい ふ立場から全®的に計畫 し、乙 n が實現を强力に指翦し ょぅとして 
ゐる。 NJnR ついては今日す で R クオ ルタート等ナチス經濟政策擔當苦達は一^圾し 
てゐると乙 るで ある。 


挪 



歐洲新同盟とその東亞への影響 

大 ドイッ 廣域經濟 政策はナニの歐洲諸國に對す—治的支配力に ょつ て 支持さ 
れなければならない。 M れがために歐洲政治的新秩序は、次の ごとく ナチス にょつ 
てその形成が導かれるめでなからうか？ 

一、被占領地域の小國家が、たと以政治的に獨立國家と しても、 旣 にドイッ•か乙 
れ等の外交權を攝 取したことを 發表したのに見られる通 6 ドイッへの政治的依存生 
は益々 强められるに至るであらう0從來スクエしテン、ノムク T 、 ベルギ I 、 
ルクセンブルグ、' オランダは英•佛の政治 指導力に依存して來た〇 •たが乙れ等のせ . 
域が、經濟的にドイッの支配下に立たなければな—い蓮命に ある。 イギリス勢力 
の顚落後は、必然的に政治的にもドイッに依存せざるを 得なくなるであらう。 

二、 フランス -li ファッシヨ 化する可能性が强い〇 ファッショ•フランス{±イタジ 


— 、スペインととも ic ラテン•グダ—ブを構成し、 z . n 等のラテン•フアツシヨグ 
ルーブ•か、北歐、東南歐洲、ォランダ、ペルギ—諸國を率ゐ 5-' 大ドイツ•グルーブ 
とともに、英國を含め左歐洲同盟1:結成する可能性が十分に强い。 

三、 パルカン、スイス.も Z . の歐洲聯盟に參加せざるを得ないであらぅ。 

四、 將來考へら n る歐洲同盟がソ聯をも含むものである•か、或は乙れを敵とする 
ものであるかに〇いて、吾々は將來.の動向を見守らなけ n ばならない。直接東亞新 
秩序に重大な影響は、兩者の關係如何にょつて異つてくるであらぅ。とも角、たと 
ぇ暫くの間にしろ、歐洲が一つの繙吱つた統一的力として動く場合、 Z . の歐洲統一 
勢力が、太平洋沿岸諸國へ政治的•經濟的 { C 千與するといふ餘裕も自然 ic 增すもの 

と、吾々は豫测してかかる可きである。 

五、 殊にォラ V ダ、 フランスの地位の變化は、直接吾々に影锣する問題として注 
目 sn なけ n ばならない。 


わ力 國.^ いてはしはし： a : トイツは佛領インド支那 および 蘭領インド、 二， ユ— 
カレ ト ニヤ等に静 して 關心を 持たない かの 如くいはれてゐる。乙れ ほど 危險 にして 
身派手な豫測はな S 。 ドイツ•か Ms の地方.^對 して、假令 軍事的手段に よつ i 
出す ることは 現在のと i 出來 5としても、1治的•經濟 If よつて自己の 
勢力菌に 置く NJ とも 考 へられるところである。 E ダに りいても、その獨立が 
果して 戰後 許される かどぅか、疑問で あると 5 S 。 I 、 假令 オランダ •か獨立 
國として 存在す f と •か出來 たとして、それは名—立であ办、その政治. 
外交がドイツに百^依存し なければならなくなる可能性 •か 强い。 

以上の言に考へる時に、，われわれ H 本人•か蘭印、佛印兩問題について、强以て 
自己に有利な 解釋 のみを下ずことは危險な乙とである。—破産したこれらの 國の 
留守番1民地の—とどん墨合1?も、そ—としての價？ 
力なくなる2.ともあ-〇うるでもらう0 


と今野氏 1 ± 述べてゐる(エコノミスト 十五 I 七 —廿二)が、確に味ふへ.き言葉で 


と今野氏は述べてゐる(ニコノミス ト 十五—七—廿二)が、確に味ふべき言葉で、 
外交には永遠の敵も永遠の味方もなく、た ゞ あるは國家永遠の繁榮のために政治 
經濟、外交を打つ- c 一丸として多事多端に國際情勢 R 對處するのみである。 




アフリカ植民地^如何するか 


佛、二 T の二國は今—乙の前に屈服し、英國 I 風前の 燈の感 •か ある•か、 
これら三國は植民 f 持— ? f 、 戰後の獨乙•か三 國のァ 7 S 持つ植民地 
を如何するかは興味 t 問？ U 、 k 英佛 s v I の T \ 3植民地の槪兒 
を國際經濟週報(十四—十一—廿三日)にょ-〇伺つてみょぅ。 
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Year-Book of the League of Nations 1938139 による 1937 年末の推定 

/ 

英領アフ9力植民地 

> 英領アフリカの形成 

ィギリスがアフリカの植民地獲得に乘6出したのは一六六二年にガムビア、一七 
八七年にシエラ•レオネ等に始更に H ルフィントン提督の指揮するィギリス艦 
隊が南阿のケーブに到着してオランダの勢力を驅遂したのは一七九五年の六月十一 
日であつた。その後は暫時植民地活動の停滯をみるのであるが時怆も淹業苹命によ 
つて齎 sn ^ s 品生產の擴大はその捌け口としての市場を海外に求め或はをれに應 
ずる原料資源供給としての植民地獲得の必要性が齋される乙と、なつ/2結果諸列强 
との間に熾烈な植民地爭奪戰を演ずる乙と、な6單にアフリカにおいてのみなら 



ず， 全世界に向つて ィギリスの， 民地活動が 活潑化され今日の ごとく到るところユ 
•ーオン•ジャツクの 旗が f れる こと、なつた ので— か、 そのぅち アフリカにお 

ける 英領驚地並に その 統治 關係、— 年度、面積、 合數— せば第一表の f 
である。 

埃及は現在獨立國 として存在して はゐる もの、 豪は 英本國 の屬領の如き關係に 
あるので を加算すれば、 ミ，； 陸^^ ける ィ T ス勢 力の 地位は面積にお 
いて約 一二 八％、人口 f SVIQ 大部分 I め 、 f 人 口1較的稠密で惠 
爻れた海岸地帶の大部分を領有してゐ るので ある。 

资源的價值 

次に資源的價値： C ば、その塞農鑛產物は各第二資び第三表の通ぅで英領 
アフヲカはア7力大陸中でも比較的惠まれてゐる。卽ち先 づ農產物に 為いては埃 
及が斷各多く棉花、小麥、玉蜀黎.甘庶等 I し、その他は南阿聯邦、 ft 、 


南！ 3— デシア等で、他は殆んで取る ic 足らない程である•か、しかし各々の合計額は 
アフリカ大陸緦生產額中の或るものは大部分を占め、一九三七—三八年度のコーヒ 
は例外だが他 li 磁じて五割から八割程度を占めてゐるのである。 

主要^產物についてみ n ば、南阿聯邦は金を初め銅、鐵鑛、滿俺鑛、石炭等 i : 產 

* j 

し、就中その金產額の豊富な乙とは、ダィアモンドと共に餘りに毛有名であるがな 
ほ £ 年では埃及を 除き 凡ての英領中にも產出されてゐる。とい〇て も そ n らの產額 
は南阿 1 C 比較す nw : 極く少量 K 過ぎないが近年南ローデシア、タンガ、ィカ(何れ 
も舊獨領)の產額の增加にみるべきものがある。金はアフリカ全產額中の約九 一% 
は英領が占めてゐ る。 埃及は鑛產物としては極く少量の石炭を産するに過ぎない。 
叹南阿の鑛產物も金を除いては、後は大してみるべきものもないが、ゴー产ド 
丨ストの滿俺鑛(一九三七年二十八萬喊)は注目 1 C 値 a する。 

«易の梅況 
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英領力 isif ついてみれば、第四表の f で、總じていへぱ一 
九一一九年頃に比較して1八年には輸出入額共各$分近く減少してゐる。殊こ 

4の1|し s 。 II 11 一 — M 

蠢 1 Q 打泛ょ—縮し,倉が、—輸出不振 ki — 力の低了 

11並—、 B 用—貨11雲として ff 額の減少を 
も導く結果となつたのであ50 
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〔第四表〕 
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Statistical Year-Book of the League of Nations. 1838- CO 9 年による 。* 印推 # 、 ( 一〕 

金地金及び JH 货を含む d ( e 徐出に自阈產金地金及び正貨を含む 〇他は 商品のみの 純輪 人® 

• ^ 

南阿聯邦の相手國裂易狀 f 4るに一九一二七年の總輸出人額中英本 國に對 する 
割合は輸入において四二•六^、輸出においては更に七八. 五^の赝倒的部分を占め 
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て ゐる•乙れは後揭表の通ら金、錫、 銅、 ダイヤ#ンドの如き主要鑛產 物の 輸出か 
ら成つて！ Q るものであるが、 N /れが殆んどイギジス ( C ょ〇て確保3れてゐるのであ 
る。 輸入においては次位が米國の一九- L ハ％、三位がドイツの六- L ハ％、日本が第四 
位の 三•七^である。輸出では 英本國 を際いては、第一.一位•かずつ と 下つて僅か-ドイツ 
の四^の外^みるべきもの•かない。 一 
斯樣 ic 、 輸出にあいては全く 英本國 ic 依存 L - てゐるのである•か、輸入 ic あいては、 
米國のかな6の進出をみてゐる。これはその輸入品中に、國內エ業化用の建設資材 
としての 鐵•鋼材、機械、車輛 等が含爻れてゐるためであ 6、 乙 n らの資材に 對し 
て -li 英本國 は全面的 (C 南阿の需要1:充足せしめる2.とが出來ない2. とを 證明して £) 
る。 尙、日本の進出は絹、綿織物等の嫌維製品の輸出が大部分を占めるもので、 そ 
の進出の度合は物凄い。例へば、一九二九年には南阿全輸入額の僅か ic 一 •七^•たつ 
たもの•か、一九三六年 1 C は三•五^へ躍進し、その翌年^は更 ( C 0 * 一^方增 加して 



ゐる。(第五表) 
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〔第五表〕 南 Ha 別輸出入额 
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一一 31九 • I 

13一 11 I 

一0、八11八 3 S 

其、 H 八 

(備考〕輪人は政府用品轍人並|:0—デシア及南西アフリヵょりの輪人品を除く商品輪入額、輸出は 
商品及び金を含む雄輪出餌 

(1〕輸人|0ンデンスミルク、小麥玢、0丨ヒ|、木#其の他の众«&*规那皮 

輪出—肉類、魚類、卵、玉蜀#、果货、砂糖、皮革、駝 A 毛、アンゴラ鬼、羊毛、 M 摘 
(1 D 金、錫•銅"ダイヤモンド、石炭等 


他 S 
計 


輪入 輸出 

六、 B * 一九•六九八 

I 八 r 5 

wli I 
111 I 

一 , " i 七一？ 3 ^ 
八0、§1 lw 、_ 


輸人 

21 

Brfil 

11九 、 s 

一 ri 

九六、111一六 


3X 

is 


- • : r 
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ca 嫌、鋼繊、磧 M (石油〕嫌道用材、 « r 械•革轆 

S 衣 f i(s 气親 s*Jr 毛織物)蒙、—、1、ゴムタィヤ、木 f 、 
§其他、輸出は南 B - デシア及び南 g アフリカへの輪 出を含む 

M の日本商品の對ァフジカ進出は、一八八五年の •ヘルタ ン宣夏び一九一九年の 

サンジ H ニシ協定に基くコ N f 盆地條約によるア フジカの通商 上の 門戶開放保 

證に、その條約上の正営な——す f のである。然るに己のコン fl 

が最近英帝領ごック經濟化の趨勢にあつて、 その 改訂が 熱心 k 、 主として英國侧 

力ら唱へられて？か、 M れが歸結はわが日本 k と？決して無關、い f 得ないも 
ので—。 … 

埃及の輪出入顱 

埃及はィ vlQi — れ、完翁獨 I つ。しかし實質的にはィ 
ギリス植民地時代よ. 〇の傳統的ィギ至勢力の支 f 抹殺する能はず見方によつて 

I ---9- - 

はィギリスの半植民地とも目5れるのである。をの输出入額についてみるに矢張办 
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はイギリスの半植民地とも目されるのである。をの餘出入額 ico いてみるに矢張り 

〆 

をの對英依存程度は南阿聯邦の程度ではない。卽ち一九三七年の總輸入額中イギV 
スはニー•八^で第一位、次はイタリア•か八•六^、ペルギ—が六•〇％、アメリカ 
五•六^、日本及びルーマニア•か各四%內外である。輸出 k あいてはイギリスが三 
〇•九^で矢張6第一位•たが、輸入における對英依存度ょ6も若干多い。之れは對英 
輸出中埃及棉が主要部分を占めてゐるためである。次はフランスの j 〇•六^、 K イ 
ツの八•三^、アメリカの六•五^、日本の六•一^、イタリアの六^、イン K の四. 
八^の順である。いふ^でもなく埃及の對日輸出は埃及棉が重要部分を占めてゐる〇 
尙、埃及及び南阿聯邦の輸出入差額をみ n ば、南阿聯邦は嘗つての恐慌を通じて 
もずつと出超に終始して來た•か、埃及は恐慌の前後入超1:示現し、茲二、三年の間 
に辛ぅじて出超に轉じた。農業恐慌の打墼が、產業構成を異にする2.の兩者にとつ 
て異つた樣相を呈してゐる乙とが、1 n にょ〇ても窺へるのである。(第六表) 






〔第六表〕 埃及蘸別输出 A 顛 S 位千8 


1九一一九年 


癸年 


» 3 

» ( 11 ) 


|品 8— g 
£他8 


他00 

肝 


1 
一、 S . 
1 
-3 九 

r § 

3九〇 


m « 

K 、 1111八 


雪一 

一 Hi 


3 K 

n * 

一望 

11 、$ 

雲 

11 r 5 


輸出 

ill 


丨菪年 

輸入 輪 出 


i 
1 r 八六？ 
i 


W.I 

11、〇 S 
一六、症 
li 
S 

W 八、馨 


11111、九六0 


六、愛 
一 H 九、堇 


(備考〕 輪人は商品、 金地金 及び 正货を含ひ*- 16 出は正貨を含ます、 (一〕 輸 人—小麥、米、小麥粉、 
n - ?、茶、砂狡、？、木材等、輸出— 卵、 米、 梅花、梅 5 §石炭 S ケロシ 
.ン油、 セ f 、織、 S * 銷 • S 、 車_ 等 3 幢 人—衣 S 、 酒精、その1 
輪 出—紙卷 W 草00 輸入— 金地金、正？ の他、輸出—其他 

投資の複況 


次1 C 、 


餘制蓄禎資本の捌け口たる植民地投資についてみれば第七表の通6で^1 
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によら英本國は商品輸出、重要資源の獲得の外、植民地政府に對する長期貸付又は 
公私企業に對する投資 tc よ〇て植民地經濟收奪の實効を擧げつ、あるのであるが、 


第七表〕 


B |デシア•ベ 
チユアナヲ yK 

南西 T 7 リカ 

ゴ丨ルド • n 丨 
スト 

-- ジェリア 
シ H ラ•レオネ 

ケニャ•ウガン 
ダ 


英國の rlssv 力投資 ( S 覃末現在单位千 S 


對政府 その他合針 

一一、§ - t » 八、1色、一1八 

二一、 S ?、一一 11 八 11 八、*八 

s>s 1九、窖〇 蓋 、！！ no 

5 一一 irm _i 

1一、充？ i 3六一 

一一？、屋 ： n 一一八 111 ri 


タンガニイカ 

ニヤサヲン K 
英«ソマ P ラン 

K 

ス— ダン 


薄 K 府 その他 合計 
11八、九空 13 W 1 

1 3 ^ . 八'六 - tj 

3 a I 二 、§ 

一一 n 八八 八 、 i 一一气8 
0 一一 ,1, i 八六八 m、s 

一若、8 m 、 九一一!一壽、一八0 


そのぅち對政府投資は一九三四年十二月現在の總額三億三千四百萬磅中、約一億五 
千七百萬磅と約半額を占めてゐる。/〇れは工業化の程度•か比較的低い段階にある地 
域では、主として資本の需要者は當該地域の政府機關であ6、乙れが中心となつて 
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公私企業の先導者とならねばなら W ためであるが、一面か、る地域では 危險 負擔 5: 
朦ることから、資本は政府機關 1: 通ずる乙とによつて保證 せしめ、 或は政府 機關 ic$ 
付けることによつて自國商品 ic 對する購買力を附與するといふ貌をとるので；^る。 

右の中 R は南聯邦及び半植民埃及が■含まれてゐないので、 21 の兩者 ic 對 する殳 
資が如何程によつ乏るかは不明で I 。一九三0年現在旣にィ TS 南阿方面 
に對する投資總額は約一一億二千萬碌ともいはれるが、そのぅち特に南阿聯邦 こ對す 
る分としては的確な數字がない。 

尙ィギリス以外のァフ y 力大陸 (C 對する投資 1: みれば、フランスが 約 七 千八百 
萬碲•ホルトヵル•か五千九百萬膀、ベルギ*から約六億六百萬膀(內 ペル T 領コ 
a n - 投資.約一億三千五百萬磅 )( 何れも一 九三四年末現在)である。 

佛領ァ フ SV 力と白領コンゴ ‘ 
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フランスのアフリカ植民史 

フランスの植民 史はィ Vi の それと 同樣に、しかし ドィツ 及？ タジアのをれ 
と異つて極めて古い。旣に四百尔前に フランスはカナダのセント •ロ ーレンス河流 
域に植民地の經營を行つて， Q る。 しかし フランスが アフリカの 經 略に 乘出したの± 
漸く1八三〇年の アル ゼ リアの 攻略以後の N ； とである。 

• I 

しかし アフリカは 一八七五年當時に おいてすら^ の全面積の十分の一に 相當する 
海岸の周邊地帶たけか m- & ツバ列强の支配を受けてゐた にすぎなかつた。卽ち北 
部においては フランスがアルゼリアを、 南部に あいてはィギリスが 喜 望 峰 附近のや 
、廣い一地帶を領有してゐただけで あ 〇た。 然るにその後僅々二、三十年間にアフ 
y 力大陸の ほとんど 全部が ヨ - &ツバ列強の分割す ると乙るとなつたのである。 . 

乙の間にフランスは、先づ一八 八 一年ジユ上 •フェリ* の指導の下に チ.ユニス 
地方1:占領し、乙、に保護領を建設した。 一八九 三牢に :i 西部海^ から 始めて^, ii 


への探 Bit が成功して チ 4 ブクッに達する2.と•か出來た。その結果セ I タタ,ーア、象 
牙海岸、ダ*メ及びスーダンの大部分が、相次いでフランス領に編入3れた。一八 
九六年 { C は戰略上經濟上至大のを有する►ダガス カル 島がフランスの 植民地と 
なつた。他方 チュー ースから ナィル 河を越えて南進せ /i とする企圖がフアッシヨダの 
敗戰(一八九八年) ( C ょつて挫折してからは、フランス人は專らモ ロッコ cffi 技こ 
全力を傾注した。# II ッ n 攻略の戰爭は一九〇七年から一丸 三 四年吱で績き、 その 
載費は百三十僮フランに達した。 

第一次世界大戰 後フラシスは 舊獨領植民地 カメル X の 大部分、 卜—ゴーの一部及 
びシ，アの統治を『委任』された。かくてフランスはマダガスカル島を除け^.、也 
中海から n ン ゴに 至る地績 さの 一帶を支配す る ic 至つた。 

北 r フ y 力、西アフタカあょび赤道アフ，力は合計して面積約一千萬平方 キロメ 
I ►ル、人口三千四百七十萬に達する。2.の尨大な地域は、東西の幅七千涂キロメ 


丨トル、南北二千キ tl メー トル以上のサハラ大沙漠の不毛地帶 にょつて、 南部を# 
，部から遮つ て ゐる。 

佛領アフリカの交遢两發 

フランスの植民政策は第一 ic この巨大な人的資源を開發 して自 H の 軍隊を 充實す 

» 0 

る；〇とを目標としてゐる。以前の大戰の時は百九十一萬八千人の土民が アフリカか 
ふフランスに送られ、その中六十八萬人が兵士として戰線に立つた。今次の戰爭勃 
發前にあいてもフランス現役軍隊の三分の一以上は有色人の兵士から成つ てゐ た。 
北西アフリカの十：人を本國に送る乙とは貪にフランスの 動 貫 訐畫の 核心を成す もの 
なのである。 

か、る大量の有色土人1:迅速に動員し得るか否かは第一 { C サハラ沙漠の交通開 
發 、第二に地中海航路の確保如何 ( C か > o て， Q る。. 

サぐフ沙漠橫斷鐡道の敷設案は旣^ g 世紀の七十年代に立案^ n ® 來 幾度 か 繰返 





し檢討された。然名に乙の間に サハラ 橫斷の自動車交通の發達が あ6、更に航空11- 
轍の實現をみるに至つた。自動車は『砂の海』を 征服した。，パスは現在定期的に沙 
漠を橫斷して、地中海と-ー ジ H リア 1:僅か數日の行程で連絡して ， Q る。フランス 躭 
空會社 H I ルフランスの飛行機は定期的に就航し、 アルジェ—からサハラを橫斷し 
て佛領コンゴの ブラツザゲィル {C 至る航空路を四日で 翔破してゐ る。 

かくの如きサハラ橫斷交通路の完成 ic ょつて、フランスは北アフ y 力、西アフリ 
力及び 赤道 アフリカを直接に連絡し、一旦緩急の場合は西アフ r 力 及び赤道 アフリ 
力の巨大なる人的資源を m 丨 TI ツパの戰場に投げ入れる 乙と が出來る やぅ ic なつて 
ゐる。 

北アフジカにおける鐵道網の整備にも大い ic みるべ さもの が ある カ サブラン カ、 
アルジ H 丨及びチ.ユニスの諸港を連絡して， q る鐵道線路は北 アフリカの 幹線で ある 
が この 線から南方に向つて一聯 のサて フ横斷交通路が分岐して ゐる 〇乙 の' U ' ツ J , • 


チュュ ス鐵 道の有する大さな戰略的意義は、地中海が萬 一 他國の 手で閉塞された場 
合アル•シ H タアからョーロッパへの軍隊輸送を確保する點 « c ある。 

經濟蓽情 

次 -( C チュニス地方アルゼ リア 及び# T » ッ n の經濟事情を簡單に 一瞥して おかぅ。 

チュニス地方は三百五十萬の人口を有し、その中の九割までは アラビア土人で あ 
るが、主としてフランス人及びィタリア人から成る 3—ロッパ人の占める役割は53 
像以上に大きい。彼等の多くは官吏、地主、工業家、商人である。 これに對し土人 
の ほと/1 ど全部は農業に從事して ゐ る。 

主たる農產物は小麥、葡萄 ©• 、油で、就中後二者は 國內の主要財源と なつてゐ る* 
鑛產物としては燐灰石、鐵 •鉛、 亞鉛がある。燐鑛は アメリヵに 次 C 世界 第二の産 
額を示してを- 〇 •鐵鑛も^た五〇—六〇^の含有量を有する 费富な埋藏地が ある。 

チュ *1 ス地方の經濟生活の基礎 5: 成すものはかくの如く食^ 品と原料品で あ 6、 





從〇てその嘴易構成にあいても全輸出額の七〇は農產物から成 をの他は鑛產 
物にょつて占められてゐる。輸入品は工業製品で就中織物類が壓倒 的に多い。 貿易 
相手國は輸出入共 rs ラ N ス本國が絕對 sf 全輸出入額の七乃至六割1配して， Q 
る。 ， f 

次にアルゼリアをみるに、人口は一九三三年において アフリヵ 土人約 五百六十^ 
人、 m 丨ロッパ人(駐屯軍及び官吏を含む)約九十六萬人で、 フラン 人が 多い。 

アルゼリアの富の過半は農産物から成る。葡萄酒、小麥、煙草が 主たる もで あ6、 
特 {C 葡萄酒は全售出額の六割近くを占めてゐる。鑛產物には 燐鑛 、鐵繽を主とし石 
油大理石、桂薇土1:も產出する。アルゼ リア 良易は輸出 ^ おいて九 割近くを、險 
入において八割餘をフランス本國 k 依存してゐる。 

最後に佛領&ッ n の經濟事情をみょぅ。モロッコも^た前二 者と同じく 農業と 
鑛業を以て糞生活の基礎と.4て f が、鑛物資源の豊富な點 にさて f 重要な 


地位 { C ある。最近三ヶ年の主要農産物の生産額を前二者と比較す n ば次の如くであ 
50 

•‘ S 一六年 一一一革 K 年 • 

〇小麥(千キンタル) 

ァ火ゼリァ 八、5 九、 g 八 2一 0 
モ t » ッ3一一1、壽 五、六八七 • パ、_ 

チユユス ーー、一 g 『八 R 1，一、八 SI . 

0大麥(千キンタル) - 

モロッコ ー五*一六四 八、一一六一. 3、八若 
ァルゼ？ァ 六、四一八 一 f 九八一 111、 八- tj 一 

チユーース 善 一一、 80 一、 0 8 
〇葡萄洒(千キンタル) 



ルゼ 


一 i 

一、§ 


一五、四一一四 

一 、 i 


1 一一 n 九0 
一、九- tj 六 


ロッコ 0 S , 美 

モ13ッ n の主要鑛產物の生産額は次の如く發 鹿してゐ る。 (單位米噸) 


5年 
i 


モリブデン 

マンガン鑛 

金(瓧) 


一四•一一 


筆 

r 四セ九 

.lop 


孝六 


一一一八年 

r 四^ 


S 


g 一 01 一臺 

右の中特に憐酸鹽はチュ||スの生產と合して ア7タカ 全 生產资の灼八 割を 占めて 


ゐる 
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ベルギ，領コンゴ , 

/ 〈 

なほ附加 的に、ヨ— ロツパ 列强が アフリカ ic 領有する 植民地中最も經 濟的價 値 ic 
富むベルギ—領コンゴについて觸 n ておかぅ。 

ヨー.ロ ツパ本國と アフリカに おけるそ n ぞれの領有植民地との面積比例を標準 ic 
とると、ペルギ-は アフリカに おける植民國 家の 首位を占めて， Q る。ベルギ —領コ 

ンゴは本國の凡そ八十倍もあるが、ペルギーの植民地とな a たのは一九〇八年で b 

る0 ' :, 

,i - 'V 

ベルギ-領コンゴは交通開發の點で.は 恐らく アフリカにおける各 植民地の中で晓 
上の發達を示して. Q る。卽ち約四千八百キロ メートルの鐵道線路、部分的 { C は自边 
車道路としても使用され得る四萬キ P メートル以上の道路ならびに約三萬キ3 メー 
トルに達する航行可能の水路をもつ てゐ るのだ。/〇れらの交通網のあかナで 乙の 植 



民 地の-豊富な資源の開發は極めて容易ならしめら n て. q る。 更に又べルギーの航空 
會社サ ペナの飛行機はブリユツ，セルから、 アフジ カ 5:橫斷 してべルギ—領 コンゴ ^ 
で 飛んでゐる。 

ペルギ-領コンゴの主要產物ゆ他の多くの 植民地と 同樣に、鑛產物及び農産物で 
あるが、就中鑛產物においては金、ダィヤ#ンド、朗"錫、銀、ラヂクム鑛、農產 
物において棉花、コ—ヒ I 、ココア、椰子油等が主なものである。鑛產物は南東部 
のカタンガ ic 豊富であ.〇、農産物は中央部からルアンダ•ウル Jv デの地域に多く生 
產される。 、 

最近三ヶ年間におけるペルギ|'-領3ンゴの主要産物の生^'額を 國際 聯盟の 統肝年 
艦に ょつて示せば次の如くである。 

S 年 一一一革！！一八年 

棉 花 .1 § S 


812 一 


椰子油 
椰子 實 


乂 S 


一一 no 八 
九ヤ五 


一一 一、_ 
1?六 
四 A 


1300 

一一一四〇 


八六 A 


七六•六 


(備考)農産物の單位 li 千キンタグ、鑛產物の單位は千米トン、但し金は ♦ 
ダラ4、 * 印は純輸出額 




*813 — 


ベ少ギー領〇ンプの貿易も右の事情5:映して鑛產物を以て主たる輸出品と して ^ 
る。貿易の相手國をべルギ * 領 n ンゴの主要港マタデ I 港の出入船舶 S 籍から推定 
すれば、ベルギ-船舶は全出入船舶數の過半1:占めてゐる。最近三ヶ年間のペルギ 
丨領 コンゴの貿易 構成は次の如く著しく輸出超過を示してゐ る。 (單位 百萬フラン) 
... 一 a 六年 菪年 一一一八年* 

輸 • 入 セ ー?八 一、 1 1 .力 
/ 输 出 一、一曼，ーー ー it 一 一、 八 f 一 
★暫定數 '、 ， ：. ； ： .， 

. コンゴ丨盆地條約 

% - 

n ンゴ—盆地條約は、千八百八十五年二月廿六日、英、米、 佛 、獨 、露、 伊、白 
等十四ヶ國の間 { C 締結した伯林一般議定書の事であつて、其の第一章はコンゴ—河 
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著者 


東 鄕 


41 京市 神 田匾* 罅 田ニノー三 
發行者 伊藤長夫 

珉京市牛込區山吹町一九八 
印刷者 山本禎男 

)11 京市牛^區山吹町一九八 
印刷所 宗文肚印刷所 


東京市神田區两神田ニノー三 

發行所 伊藤 害 店 

振替口座東京七八1七番 
電話九段二三六三番 
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四六判フランス製本 

三二〇頁 

定價 I 、六0 

送料 一五 


いつの時代でも生治 術 程 難 かしい&術はなかつた。博學を 以て 知られる 作^は、この 難問題を 眞 
險な態度ではあるが*ユーモ ラスな 雾圍氣の中に明朗にも見事な 解決を與ぇてゐ る 〇戀愛 K : 結婚に 
成功したい 人、 家庭生活を樂し みたい人、 仕事に成功したい 人、 樂しい 人生を送りたい人•幸福に 
生きたい 人は 本書に依つ て生活 術の妙諦に味達せられんことを 切望する。 

作者は開卷 第一 頁に於て『愛する ことは 技術であらうか、 それとも 單なる本能で あらう か J の問 
を 發して、ベ-- コンの 技術の 定義を 以て この 質問に 答へてゐる〇さ てその技術の定義とは如何なる 
もの - Tr あらうか？ 

作老は生活術を 形式す る個々の技術を別個の問題として取扱 ひ 本#を戀愛*^庭生 
•活、友情、思索、仕事、 統率、 幸 121、霞の九っに分けて tov . 



